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プロローグ　【はじまりの夜】









　芸術都市ヴァージリアの夜空の風は、思っていたよりもずっと清すが々すがしかった。

　地上に人々の熱気がこもっているから、余計にそう思うのだろうか。

〈魅惑の女王〉ジュリアナ・ヴェ・ローナは、白髪赤眼の男に抱えられ、驚くべき速度で建物の屋根を飛んでいた。最初はこの男の異様な跳躍力に驚いたが、今はどうしてか落ち着いている。

　──この人は……。

　きっと揺れに耐えようととっさにつかんだ男の肩から、不思議なほどしっかりとした圧が返ってきたからだろう。まるで暴風にも微動だにせぬ大樹に寄り添っているかのような、そんな印象を抱いた。

「……」

　おそらくこの男は普通の旅人ではない。手から伝わってくる見た目とは裏腹な身体からだの重厚さがジュリアナにそれを知らせる。

　しかし、今はそれさえもどうでもよかった。

　再び頰ほほを撫なでたヴァージリア上空の冷涼な風が、面倒な思考をすべて吹き飛ばしてしまう。

「あのあたりに着地しようか」

　ふと、白髪の男が自分を抱えながら言った。彼の視線は眼下に向いている。気づけばすでに中央通りの人波は越えていた。

「──いえ、よければもう少しこのままで」

　ジュリアナは頭の半分で『自分はなにを言っているのだろう』と思った。けれど、口から出た言葉にも冗談のつもりはなかった。

　──ここは清々しい。

　こんな近くにこんな清々しい場所があったなんて。

　人々の思惑という呪じゆ縛ばくから、このときだけは解き放たれているようだ。きっと地面に下りてしまえば、また頭の冷静な部分がすぐに嫌な考えをひっぱり出してきてしまう。

「すみません、もう少しだけ芸術都市の上を走ってはいただけませんか？」

　ジュリアナはまっすぐに白髪の男を見上げながらそんな言葉を重ねていた。男はきょとんとしてこちらを見返している。

「お願い、します」

　今の自分がひどくずうずうしいのはわかっていた。こうして抱きかかえられて、助けられている身ながら、さらに願い事をかけてしまっているのだ。

「いいよ。じゃあ、もう少し走ろうか」

　すると、男から言葉が返ってきた。不思議そうな表情から一転して、その顔には柔らかな微笑が乗っている。ジュリアナはその答えに思わず嬉うれしくなって、目の端から涙があふれそうになる感覚を覚えた。我ながら、おおげさかもしれない。

　しかしそのことに気づくと、もしかしたら自分は思っている以上に疲れていたのかもしれないと、そんな思いも浮かんでくる。

「あんまり屋根の上をぴょんぴょん飛び回っても目立ちそうだから、人のいない方向がいいかな？」

「そうですね。できれば」

「どっちの方向？　俺、まだあんまりこの街にくわしくないんだ」

　白髪の男が走るペースを緩めながら困ったような笑みを浮かべた。

「では、あちらの方角へ。向こうは昼に開く歌劇場が集まっている区画ですから、今の時間は人もあまりいないでしょう」

　ジュリアナはとっさに東を指差した。

「わかった。なら向こうへ行こう」

「そのうち時計塔が見えてきます。芸術細工が四方に刻まれたとても高い時計塔です。そこへ連れていってください」

　本当にずうずうしい。

　でも、これで最後だ。

　──今日の夜に、私は一線を越える。

　きっとその一線を越えたら、この街で今のような清々しい思いに浸れることはなくなるだろう。だから、最後。

　不意の出会いと、不意の状況に、最後のわがままを。

「よし、ならちゃんとつかまっててね」

「──はい」

　不思議なことに、会ったばかりであるのに、守られているという安心感が強くあった。この男が放つ独特な雰囲気のせいだろうか。

　──できればもっと早くに、こういう人に出会いたかった。

　なにも知らない。

　自分の生まれを知らない。

　損得を考えずに付き合える──そんな誰かに。

　ジュリアナは心の中で静かにつぶやいた。








第一幕　【数奇な出会い】









　メレアは芸術都市ヴァージリアの屋根上を飛びながら、腕の中の女が小さく歌を歌っていることに気づいた。

　──綺き麗れいな歌だ。

　彼女と出会ったのは偶然だった。ヴァージリアにやってきてすぐに〈剣けん魔ま〉をけなす商人に出会って、少し大人げない行動をしてしまった。そのあと冷静さが戻ってきたと思ったら、今度は宿へ向かう途中に見かけたちょっとしたいざこざに首を突っ込んでしまった。

　──我ながら節操がないな。

　とはいえ、やったことに後悔はない。目の前であそこまで嫌がる彼女を見て、それを見過ごすことはできなかった。

　──それにしても、どうしたもんかな。

　共にこの街に来た魔王の一人、〈錬れん金きん王おう〉シャウは、彼女を人の波の向こう側へ送り届ける足でそのまま街を見てくればいいと言った。実のところ、本当は手早く彼女を助けてみんなのところへ戻ろうかと思っていたのだが、そう思っていた矢先の提案に思わずうなずいてしまう。

　もう少しだけこのままで。

　彼女の目の中に悲しげな色を見たのも、首が縦に動いた理由の一つだった。

「君は歌劇役者？」

「はい。歌はお嫌いですか？」

　ふと、ちょうどよく歌が途切れたのでメレアは腕の中にいる彼女に問いかけた。歌っているときの彼女は本当に楽しそうで、顔にはその余韻のように微笑が残っている。

「そんなことないよ。歌は好きさ。──聴くのはね」

　昔、まだリンドホルム霊れい山ざんにいた頃ころ、よく〈楽王ユルン・ユーラ〉が歌を聴かせてくれた。彼は男だったが、おそろしく美しい音色で歌った。聴く者の感情をいかようにも変化させられる、魔性の歌と声。自分もその声帯を継いでいるのだが──

「残念ながら、俺は歌うのが苦手なんだ」

「そうなのですか？　そんなに美しい声を持っているのに」

　腕の中の彼女は不思議そうに首をかしげた。その仕草には愛あい嬌きようがある。よくよく見れば、彼女はとても綺麗な顔をしていた。

　──なんというか、ケチのつけようがないな。

　いまさら彼女の美しさに気づいて、メレアの心臓が少し高鳴る。エルマやマリーザに似た系統の美しさだが、彼女らのそれとも少しタイプが違う気がした。彼女たちにあるような、戦闘者独特の鋭い雰囲気がないのだ。

「声は……そういう身体に産んでくれた親のおかげさ。でも、歌は練習しないとうまくならない」

　自分にそういう評価を下すと、今度は彼女の歌の裏に隠れた努力の積み重ねに気づく。

「君はとても歌を練習したんだね」

「ええ。好きですから。でも、努力というほどたいそうなものではありません。好きだから、ずっと歌ってきたのです。こうした積み重ねは、ほかの方から見たらとても大変でつらいものに見えるのかもしれませんが、私にとってはそこまでつらいものではないのです。それと同じくらい、楽しいですから。──あなたもそうやってなにかを練習したから、今こうして私のことを軽々と持ち上げていられるのでしょう？」

　訊たずねられて、メレアは過去を思い返した。

「練習。練習か」

　霊山での日々が、いくつも脳裏を過よぎる。それらの情景はまだ鮮明さを保っていた。

「うん、そうだね。たしかに練習はした。──楽しかったよ。大変だったけど、それと同じくらい楽しかった」

「では、同じですね」

　腕の中で彼女が笑った。

　と、そのあたりで彼女が頭に巻いていた布がついに風に耐えきれずほどけて、その下から不思議なグラデーションのかかった長髪がふわりと舞い上がった。水色を下地に、まるで虹色石オパールのように、光を受けて色を変化させる宝石のような髪。メレアはその髪の美しさに思わず見み惚とれる。

「あっ！　すみませんっ、髪が──」

　彼女は自分の髪が宙を舞ってメレアの首のあたりにからまったのを、顔を真っ赤にしながら見る。そしてすぐさま手を伸ばして、メレアの首から自分の髪をほどいた。

「大丈夫大丈夫。綺麗な髪だね」

「ほ、褒めてもなにもでませんよっ」

「見返りを期待したわけじゃないさ」

　腕の中で恥ずかしそうに頰を染めている彼女に、メレアは微笑ほほえみかける。彼女はちらちらとメレアを上目づかいで見上げながら、様子を窺うかがっていた。通りで出会ったときに見え隠れしていた不安げな表情は、いつの間にか消えていた。

「お、時計塔ってあれか」

　メレアは一軒飛ばしで建物の屋根から屋根へ飛び移った直後、さきほど彼女が言っていたらしき時計塔を見つけた。

「あ、はい、あれです」

「よし、一気に行こう。ひときわ高く飛んでみようか」

「──ぜひ」

　意外に肝きもが据わっている。彼女は力強い視線を返してきて、「ならば」とメレアは思いきり屋根を蹴けった。足元から屋根が軋きしんだ音が返ってきて、内心に申し訳なさを感じつつもすぐに身体を覆った夜空の空気に高揚感を覚える。

　芸術都市の景色が大きく広がった。

　空から見る夜のヴァージリアは、きらきらしていてとても綺麗だった。街のずっと向こうにゆらゆらと波が漂う海が見えて、ここが港町であることを再確認する。

「──」

　腕の中でまた彼女が美しい声で歌っていた。

〈楽王〉の歌に勝るとも劣らない、本当に美しい歌だった。





◆◆◆






「出会ったばかりでわがままを言ってしまってすみませんでした」

「いや、構わないよ。俺も楽しかったから」

　時計塔の頂上。メレアは軽快に時計塔を登って、ついにその頂上部に足を掛けてそこに彼女を降ろした。かなり高い塔だ。下を見下ろせばぽつりぽつりとまばらな人影が見える。ここから見ると小さな点のようだ。

「怖かったら手をつかんでいてもいいからね」

「優しいのですね」

「女の人には優しくしろって、常々姉みたいな母に言われてたから」

　いや、母みたいな姉だろうか。

　──年齢的に姉の方が若いイメージだから、一応姉にしておこう。

　メレアは内心で少し悩んでから訂正した。

「それにしても、本当に高いな」

　時計塔の上に手すりなどはなかった。そもそも人が登るべきではない場所にメレアがその跳躍力で登ったのだ。それが彼女の希望でもあった。

「ふふ、こんなところ、絶対に一人では来られません。今日は良い日ですね」

　彼女はメレアの服の裾すそを左手でそっとつまみながら、それでも時計塔の頂上にしっかりと二本足で立っていた。華きや奢しやな身体からだながら度胸があるところを見ると、どことなくアイズにも似ている。

「ところで、なにも訊きかずにここまで来てしまいましたが、あなたは旅人さんでしょうか？」

　と、彼女がメレアの方を向いて訊ねた。髪と同じくやや水色掛かった瞳ひとみが澄んだ光を放ってメレアを見据えている。

　メレアもその瞳に応こたえるように視線を返しつつ、答えた。

「そうだよ。ちょっとヤボ用があってね。今さっきヴァージリアに来たばっかりなんだ」

「そうですか。さきほどの方々はご友人ですか？」

「まあ、そんなところだね」

「みなさんそれぞれ少し不思議で、楽しそうでしたね」

　メレアは彼女の言葉を受けて照れるように頭を搔かく。

「たしかに不思議だね。でも君の言うとおり、楽しい友人なんだ。それに、頼りになる。彼らのおかげで俺もいろいろ助かってる」

「よい友人に恵まれたのですね」

　彼女がまた楽しげに笑った。

「あ、私ばかりが訊いてしまっていますね。申し訳ありません」

「構わないよ」

「やっぱりあなたは優しいですね。まだ私にはなにも訊きません」

　そう言う彼女にメレアはちらりと一いち瞥べつをくれて、それからすぐに視線を眼下の街並みに戻した。

「訊いて欲しくなさそうだから」

　メレアは視界に都市を彩る人や灯とも火しびの輝きをはめ込みながら、そう言う。

　その言葉を受けた彼女は、驚いたように目を丸くした。

「もしかして読心術師だったりしますか？　会ったばかりでここまで内心を見抜かれるとは思いませんでした」

「ハハ、そんなたいそうなものじゃないよ。最近こそ減ったけど、ちょっと前まではそういう表情をするやつが周りにたくさんいたんだ」

　一転して楽しそうに訊いてくる彼女に、メレアは苦笑を浮かべて答える。

「なるほど」

「俺自身、人の心に踏み込むことには昔から気を遣っていたから」

「そんなに気を遣って、疲れてしまいませんか？」

　彼女が再び訊ねる。

　すると、その言葉のあとに彼女はなにかを思いついたようにパァっと顔を明るくさせた。

「あ、それでは今のうちに下では言えないことを私に吐いていってください。お互いに深く知り合わないからこそ言ってしまえることがあると思います。せっかくの機会ですから」

　不意に飛んできた言葉に、メレアはきょとんとして彼女の方を振り向いた。

　彼女の言葉の中に、包み込むような優しさを見る。

　彼女は宝石のような長髪を風になびかせながら、やはり無邪気そうに笑っていた。

「実は、私もいろいろ言ってしまうかもしれません。今日が最後なんです。だから、お互いに名前も知らないままとても大事なことを言い合うというのも、ちょっとロマンチックでよいと思います」

「なんだかすごく芸術都市っぽいなぁ」

「ロマンスにはうってつけの場所ですよ、この街は」

「俺はそういうのに縁がなくてね」

「なら、今日だけ私のロマンスに付き合ってください。少しでいいんです。本当に、少しで」

　一瞬、彼女の無邪気な笑みにさみしげな色が混じる。メレアはそれを見逃さなかった。

　それはいつかのフランダーが浮かべていた微笑に、とてもよく似ていた。

「わかった。じゃあ、もうしばらく話をしようか。お互いに、なにも知らないままで」

「ええ、なにも知らないままで。きっと楽しいですよ」

　すると、彼女がその場に腰を下ろした。膝ひざを抱えるように三角に座る。メレアもそれにならってその場に胡坐あぐらをかいた。

　芸術都市の上空に吹く風が、二人の頰ほほを優しく撫なでた。




「つかぬことをお訊きしますが、あなたには命を懸けるほどの信念がございますか？」

「急に大きな話題だね」

「もちろん、くわしい部分にまで触れなくても大丈夫です。ただ、そういうものをお持ちなのかどうか、それが気になったのです。くわしく知ってしまうと、この距離感が壊れてしまいますからね」
















　彼女はくすりと笑った。彼女の言うこの距離感を、彼女自身が一番楽しんでいるようだった。

　メレアは彼女の言葉を受けて、座ったまま軽く空を見上げる。夜空に輝くいくつもの星が視界に映った。

「──あるよ」

「おお」

　彼女が楽しげに笑う。今度はどこかわくわくとしているふうだ。下で見たときの麗人風の様相はなりを潜め、今は無む垢くな少女のような表情が顔に表れている。

「格好いいですね」

「そんな格好いいものじゃないさ。それに俺の場合、周りを巻き込んでしまっているから。あまり手放しに褒められたようなものじゃないんだ」

　メレアもいつの間にか、なにも知らない彼女に胸中を吐露しようとしていた。たしかにこの距離感は普段仲間たちには言いづらい胸中を吐き出すのにちょうどよい距離感だった。

「その巻き込まれた方々は、嫌々あなたについてきているのですか？　無理に、あなたの信念に添うようについてきているのですか？」

　と、彼女が一転して真ま面じ目めな表情でメレアに訊ねる。

　その食い入るような水色の視線に、メレアは思わずたじたじとなる。

　メレアは彼女の言葉をゆっくりと咀そ嚼しやくして、それから自じ嘲ちよう気味な笑みを浮かべて答えた。

「……いや、彼らは彼らで、たぶん彼らの信念のために俺についてきているんだ」

「なら、よいのです。それならば、あなたは誰かを巻き込んだということを自分の責められるべき責任のごとく語る必要はございません」

　やはりはっきりと物を言う。メレアは内心に思った。

　この独特の距離感があるとは言っても、相手は見ず知らずの男。こんな時計塔の上で、逃げ場すらないのに。彼女のたおやかでありながらしっかりとした芯しんのある内面に、メレアはむしろ気持ちよさを覚えた。

「こうして君にはっきり言われると、かえって近くにいる人に言われるよりも響いてくるなぁ」

　メレアは参ったと言わんばかりに苦笑を浮かべ、片手で雪白の前髪を搔き上げた。

　そのあと後ろに両手をついて、大きく上体を反らしながら再度空を仰ぎ見る。

「距離の近い方ですと、きっと自分を気遣っているのだろうと、そう思ってしまうことがありますからね」

「ああ、そうそう」

　メレアはまた困ったように眉まゆ尻じりを下げる。

「それはそれで、すごくありがたいことではあるんだけどね」

　それからメレアは、彼女の方を向いて訊ね返した。

「ちなみにそういう君は？　さっきの、命を懸けるほどの信念があるかって問いについてだけど」

「私ですか？」

　彼女は少し驚いたような表情を見せたあと、間に悩むような仕草を挟んで答えた。

「──ええ、あります」

「ハハ、お互いに融通の利かなそうなところは似ているかもね」

「ふふ、そうですね。でも、私の場合はつい最近そこに妥協を許してしまったので、あなたほど高潔な信念ではないかもしれません」

「妥協？」

「はい」

　彼女は視線を眼下に沈ませ、三角に立てた足の膝ひざ元もとに顔を半分うずめる。

「まだ根本では命を懸けているつもりがあるのです。ですが、つい最近頭上に降りてきた不幸に、少し振り回されてしまっています。一番大事な信念は、まだ保っているつもりなのですが。一方でそこに不純物も混ぜてしまっている気がするのです」

「それは、どうしようもない不幸なの？」

　メレアは訊たずねた。もし互いの名前を知っていたら、ここまでは訊ねなかっただろう。しかし旅先で、この絶妙な距離感だからこそ、間髪容いれずに訊ねてしまえることもあった。

「どうでしょう。……わかりません。でも、その不幸を取り除こうと頑張ったら、本当に死んでしまうかもしれません。私はさきほど信念に命を懸けていると言いましたが、少し矛盾しているのです。早くに死んでしまうことは、私の信念に背いてしまっています。だから、矛盾しているのです」

「なるほど。気持ちはわからないでもないな」

　言われてみれば、というところではある。メレアも魔王たちを救い、そして魔王という言葉の意味を変えるということに関して命を懸けているという自負がある。すでに戦にも身を投じた。

　しかし一方で、本当に死んでしまったら自分の信念は崩壊する。死んでしまえばそれを叶かなえられなくなるからだ。

　──命を懸けていても、本当に死んではいけない。

　だから、矛盾している。ゆえに彼女の言わんとするところも少しわかった。

「あなたもなかなか厄介な信念をお持ちのようですね？」

　ふと、彼女がまた無垢な笑みを浮かべてメレアの顔を覗のぞき込んでいた。三角に立てた足に頭を寝かせ、半分首をかしげたような体勢。近くで見ると、まるでベッドの上で寝転がりながら問いかけてきているような体勢にも見えて、メレアの心臓がどきりと跳ねた。彼女の姿は、とても蠱こ惑わく的だった。

「そうだね。でもまあ、これを信念と偽らずに言い切れることには嬉うれしさみたいなものも感じるんだ。自分のことなのに、不思議な表現だけど」

「ああ、その気持ちもわかります。こう思える自分に、自分で褒め言葉をかけてあげたくなるんです」

「褒めないでへそを曲げられても困るからな」

　肩をすくめて言うと、彼女が膝元から顔をあげて快活に笑った。

「あはは、そうなんです、道半ばで衝動に枯れてもらっては困りますからね」

「君も、不幸のために妥協を挟みつつも、まだそうやって信念を捨てずにいるのなら、やっぱりその道を進むべきなんだろう」

「それでよいのでしょうか。私はその道を選んでしまっても──よいのでしょうか」

　彼女は次いで、儚はかなげな表情を浮かべて空を見上げた。

　メレアもそれにならって空を見上げると、上空を数羽の黄色い鳥が飛んでいったのが見えた。──風鳥リルスだ。おそらく伝書用だろう。その足に紙束が巻きつけられているのをメレアは見定める。

「捨てて泣くよりは、貫いて泣いた方がいいのかもしれない。──かもしれないっていうのは、俺自身その道の結末を知らないからだけど」

　芸術の街へ下りていく黄色い風鳥たちを見送りながら、メレアは言った。

　──俺と同じだ。

　自分もこの道を貫いた結果、どういう思いを抱くのかをまだ知らない。もちろん、そもそも泣くつもりなどないが、まったく失敗しなかったときのことを考えないわけではない。──自分はそこまで強くはない。いつだって不安は心のどこかにうずくまっている。

「周りを巻き込んでも？」

「そう、巻き込んでも」

　メレアは彼女の問いに答えた。

「ただし、責任はすべて自分がかぶる必要があるだろう。それがどんな責任になるのかはわからないけど。……というか、周りを巻き込まずに生きるなんて不可能だ。そんなに強い信念を持ってしまっているのなら、余計にそうだ。これが危険な物言いだってことはわかっているけど、周りばかり気にしていたら身動きが取れなくなる。──難しいし、怖いよ。存在しないかもしれない中間点を探すのは」

「そうですね。絶妙にバランスを取れる点など、最初から存在しないのかもしれません」

「でも、それを探すのをやめたらすぐに天てん秤びんは楽な方に傾いてしまう気がする。それはそれで怖いんだ。だから、その点を探すのを諦あきらめるつもりもない」

「あなたは……強いのですね」

　彼女がまたまっすぐな目でメレアを見据えた。

　メレアは首を振ってそれに答える。

「俺には、いざとなったら傾いた天秤をもとの位置に戻してくれる仲間がいるから。だから思い切った行動をとれるんだ」

「──うらやましいです」

　ふと、そんな言葉が彼女の口を突いて出た。彼女自身、それをとっさにつぶやいてしまったと言わんばかりに口元を手で押さえている。

「いえ、今のは忘れてください。この距離感の邪魔になるものです」

「──うん、わかったよ」

　メレアは少しの間を置いて、微笑で答えた。

　もちろん内心では、その言葉を忘れることなどできなかった。

「でも、参考になりました。今の状況がもう少しよくなったときには、私もそんな仲間を探してみようと思います」

　彼女は苦笑の混じった笑みで言う。

「なので今は、まず生きてみようと思います」

　不意に彼女の語中にまぎれ込んだ言葉に、メレアの胸がすっと冷たくなった。

　今の言葉には、その言葉の短さとは比例しない、おそろしいまでの危うさが混じっている。

　メレアはハっとして彼女を見た。彼女はメレアのその表情を見て、やってしまったと言わんばかりに目を見開かせていた。

「──大丈夫です。今はもう、大丈夫です」

「……本当に？」

「本当に」

　まず生きてみよう。その言葉があまりにすんなりと出てきたものだから、かえって信しん憑ぴよう性せいが高い。

　彼女はたぶん、選択肢の一つに『死』を持っていた。それが間違いないかどうかを明確に確かめる術すべはない。いかにこの距離感をもってしても、彼女がそれについて断言することはないだろう。

　しかし、メレアにとっては今のやり取りだけでも十分だった。

「……俺、まだ何日かはヴァージリアにいるから、またなにかあったらここに来て話をしよう」

　メレアは彼女を見てそう言った。それは衝動的に出た言葉だった。

「え？　でも──」

「この距離感のままでいいよ。互いに深く知りすぎなくていい。もし引け目を感じるのなら、俺にここから芸術都市のことを教えてくれ」

　いつかの霊れい山ざんで、魔王たちを救おうととっさに言葉が出たときと感覚的には同じだった。そしてあのときと同じく、メレアの中にその言葉を口にしたことに対する後悔はない。

「そうだ、歌劇のことでもいい」

　メレアは人差し指を立てて閃ひらめいたように言った。

「ふふ、なんだかとんだお人よしさんにつかまってしまったようですね」

　彼女はそんな少し楽しげなメレアの様子を見て、いったんきょとんと目を丸めたあと、笑った。

「俺はお人よしなんかじゃないさ」

「いいえ、あなたはお人よしです。人たらしかもしれません」

「さんざんな言いようだなぁ」

　メレアは頭を搔かきながら笑う。視界の端で彼女が目の端に涙を浮かべているのが見えた。それでも彼女の顔に乗っているのは少し気の抜けたような笑みで、メレアはそれを見て安心する。

「では、また街でお見かけしたときはお願いします。そのときは──」

　彼女がやわらかな笑みを浮かべたまま、メレアをまっすぐに見る。

「助けてください」

「ああ、喜んで」

　メレアも彼女の言葉に笑みで答えた。

「そのときはついでに俺のことも助けてくれ」

「ええ、喜んで。歌の練習にも付き合って差し上げましょう」

「えー、俺ホント歌うの苦手なんだよなぁ」

「だから練習するのですよっ！」

　まだ少し目の端に光る雫しずくを浮かべながらも、楽しげに身を跳ねさせる彼女を見て、メレアはこの出会いに感謝した。

　メレアにとってもこの出会いはとても楽しいものだった。

　たぶん、またすぐに会えるだろう。

　このときのメレアはそのことを疑わなかった。





◆◆◆






「さて、俺たちは先に宿に行っとくかね」

　メレアと別れたサルマーンたちは一足先にシャウの手配した宿へと向かっていた。

「次はどこを曲がりゃいいんだ？」

　サルマーンが横を向いて、隣を歩いていたシャウに訊ねる。

「ここから一本隣に入った路地にあるみたいですから、このあたりで曲がっておきましょうか」

　シャウは手元に広げた地図を眺めながらサルマーンの問いに答えた。

「あそこから抜けましょう」




『骨こつ董とう屋やフールーズ』と書かれた看板が掛けてある煉れん瓦が造りの建物と、『怪奇芸術館』と壁に直接彫られている灰色の建物の間を魔王たちは列をなして歩いて行く。横道ではあるが外壁に術式灯が掛かっていたりして、さほど暗すぎるということはない。

「中央通りから一本左の路地ですから、ここが宿場通りですね」

「宿の名前は？」

「〈千年亭ミレニウム〉、という宿です」

「はは、なんだか大仰な名前だな」

　シャウの答えを受けたサルマーンが、ふっと顔に楽しげな笑みを乗せる。

「宿ごと千年生き残る芸術となりますように、という願いが掛けられているそうです」

「そう言いつつ、一応千年でいいんだな」

　サルマーンの言いようにシャウもやや体裁を崩して身振りを加えながら言った。

「果てない芸術は芸術じゃない、という信念でも持っているのではないでしょうか」

「ここの住人って難儀なやつ多すぎだろ」

　人の芸術観に口を出すほどえらくはないが、サルマーンはその芸術観の多様さに嘆息せずにはいられない。

　こぼれたため息はぷかぷかと軽い調子で空に昇り、芸術都市の空気に吸い込まれていった。




　一行はしばしの間また雑談をしながら歩いて、ついにその宿の看板を見つける。

「ありました」

　マリーザが遠くを見るような目をしながら指を差す。

「ぜんっぜん見えねえ」

「うん、あった、よ」

　サルマーンとは対照的に、鎧よろい姿のシラディスと肩を並べて歩いていたアイズがこくりとうなずく。

「ホントお前ら目いいな……」

「メレア様でも見えたと思いますよ」

「あいつの五感はまともじゃねえからな」

〈千年亭ミレニウム〉。表通りに数多くあった石造系の建築様式とは異なり、その宿の素材は木材だった。しかし、見事な木材だ。色、木目の流れ、一つ一つの要素が風情を醸している。

「ごめんくださーい」

　宿の軒下に下げられた吊つり灯火も、術式灯ではなくて手の込んだ燃料ランプだった。

　術式灯は灯火術式が刻まれた石などを単に吊るのみで使われることが多く、便利である一方でやや風情には欠ける。術式灯は術式灯で、装飾や構成術式にこだわりはじめるときりがないが、刻印式の術式手法を扱える術師がいれば量産ができるので、手軽さを重視しているものが多い。

「いやぁ、いいねえ。やっぱ旅先だとこういう風情があるのがいいよな」

　サルマーンがしみじみと燃料ランプを見ながら言った。

「いらっしゃい」

　と、その頃ころになって、千年亭ミレニウムの中から声が返ってくる。

　宿の玄関口から首を伸ばして中を窺うかがうと、白いひげを生やした気品のある初老の男性が戸から出てくるのが見えた。カウンターのある場所の戸なので、そこが亭主の仕事部屋なのだろう。

「どなたさまでしょうか」

　初老の亭主は懐から年季の入った燻いぶし銀ぎんの眼鏡を取り出すと、それを顔にかけて改めて魔王たちの方を見た。

「今日からの宿泊を予約しておいたシャーウッドと申します」

「ああ、シャーウッド様。お待ちしておりました」

　相変わらずシャウの手際はいい。どうやら話はついているようだ。

「お部屋へご案内いたします。どうぞこちらへ」

「大勢で押しかけてしまってすみませんね」

「いえいえ、宿屋の多いこの都市でお目をかけてくださって嬉うれしいかぎりです」

「亭主の美的センスが素晴らしいからですよ」

　シャウと亭主が笑い合う。ぺらぺらと宿に対する褒め言葉が無限の湧わき水みずのごとく出てくるシャウの口に驚嘆しつつ、魔王たちは二人の後ろについていった。




　千年亭ミレニウムはあまり大きな宿ではない。機能性は十分だが、基本的にこぢんまりとしていた。宿泊用に使われる部屋のほとんどはその二階にある。

　魔王たちは二階へ上る前に、亭主に一階の方も案内してもらった。

「すげえな……」

　一階にはシックな装いの食堂と、バーカウンターのようなものが設置された酒場があった。カウンターの中の棚には色とりどりの酒瓶がピカピカに磨かれた状態で置かれている。それらはまるでステンドグラスのような美しさを放っている。

「しがない老人の趣味でやっているものですから、たいしたものではありません」

　亭主曰いわく、気が向いたときにはそこで宿の宿泊客に酒を振る舞うのだとか。

　一階で設備の説明を受けたあと、魔王たちは二階に案内された。

「通路が狭くて申し訳ありませんね」

「いやいや、大丈夫ですよ。こっちの方が安心します」

　シャウがなにげなく答える。

「普段、やたらと開放感のある通路を通っているので余計に。なにより壁がこんな上質の木材で作られていて──毒々しい紫色の石塊じゃないだけで落ち着きますね。……どうやったらあの色を広間に使おうなんていう発想が生まれるのでしょうか」

　魔王たちは脳裏に我が家を思い出しながら一斉に大きなため息をついた。

　あの我が家──〈星樹城〉も、一階の大広間を除けば特段にどうということもないのだが、城門をくぐってまっさきに目に入る広間があの毒々しさであるのはやはり無視できまい。その絶望的構造を作り出したのはかの〈白はく帝てい〉、レイラス・リフ・レミューゼであるが、彼女のセンスを依然として疑わずにはいられない。

「ほう、開放感のある通路と。……気になりますね。ちなみに普段はどのようなところにお住まいで？」

　千年亭の亭主が興味深げにシャウに問い返す。眉まゆをあげ、眼鏡の奥に好奇心の光を灯ともしていた。

「城ですね」

　そんな亭主の質問にシャウが端的に答えた。

「──城」

「ええ」

　亭主がぽかんと口を開ける。さらにそのまま、啞あ然ぜんとした様子でほかの魔王たちを見た。目には『真偽に関して助言を』というようないぶかしげな色が漂っている。

　そんな亭主の様子に気づいたサルマーンが、追い打ちをかけるように答えた。

「残念ながら城で合ってる」

「──城」

　サルマーンの言葉に亭主はまたきょとんと目を丸くする。

　その後、わずかにうなるような苦く悶もんの声が亭主の口から漏れたが、結局のところそれで納得したようだった。

「どこかの貴族さまで？」

「いえ、私たちは貴族とは真逆の位置にいますね。下手したら平民ですらないかもしれません。──ええ、しかも世界的に」

「これはまた、難しい謎なぞかけでございますね」

「私たちがこの宿にお世話になったあとにでも答え合わせをしましょう。その間、亭主の好奇心のお供でもさせておいてください」

「ええ、ぜひそうさせていただきましょう。芸術都市に上質な謎は似合いますから」

　そう亭主が楽しげに答えたあたりで、ちょうど一行は一つの扉の前にたどり着いた。亭主が足を止め、あらためて魔王たちの方を振り返る。

「こちらが一室でございます。ここの向かいと、隣の二部屋がシャーウッド様ご一行のお部屋となります」

　壁と同じく上質な木材で作られた扉が魔王たちの視界に映った。

「ちなみに、二階にほかの客は？」

　そう訊たずねたのはサルマーンだ。

「お二人ほど、いらっしゃいます」

「わかった。ならあんまり迷惑にならないよう気をつける」

「まあ、そのうちのお一方はあまり部屋にいることがないので、日中は特段に気を遣う必要もございませんよ」

　と、亭主が言ったときだった。

　不意に魔王たちの後ろから声がやってくる。

　それはどことない陽気さを滲にじませた、さわやかな音色の声だった。

「亭主ー、取り込み中悪いけど、大事な言こと伝づてがありまーす」

　魔王たちはその声に振り向く。

　直後、視界に入ったのは──華美な衣装に身を包んだ、道化師のような男の姿であった。





◆◆◆






「あっ──」

　その道化師は、中性的な美び貌ぼうを次の瞬間に驚きよう愕がくにゆがめていた。露骨に『やってしまった』というような表情だ。

「どうなされました、シーザー様。あ、こちら、今日からこの宿の二階に宿泊することになったシャーウッド様ご一行です。ご紹介しておきますね」
















「あっ、やっ、う、うん……。……うん」

「シーザー？」

　と、さらに二人の会話のあとに声をあげる者が一人。

　シャウ・ジュール・シャーウッド、その人だ。

　シャウは顔に不思議そうな表情を浮かべ、ほっそりとした美び貌ぼうの道化師を入念に見つめていた。

　対する道化師の方は顔をうつむけて、まるでシャウの視線から逃れるような仕草を見せている。

　それからほんの数秒の間があって、シャウが先に口を開いた。

「ははあ、今はシーザーと名乗っているのですか。ははあ、ふぅん」

「……」

　シャウの顔にはいつの間にかにやにやとした笑みが浮かんでいる。それをちらと見た道化師は、化粧の下からでもわかるような紅潮を顔に乗せていた。

「いやあ、男らしい名前で結構。やや格かつ好こよすぎる気もしますが、見た目は悪くないですし、名前負けというほどではないでしょう」

「お、お褒めにあずかり光栄です……」

　二人の間でなされた会話に、亭主を含めた一行は首をかしげた。

「それで、シーザー様、言伝とは？」

　しばし間をおいて、話題を戻すように亭主が訊ねた。

「あ、ああ、ラルバスさんが部屋を引き払うって。荷物はほとんどないから、残ってるものは捨てておいてくれ、だそうです」

「そうですか。なにか急用でもあったのでしょうかね。最後にご挨あい拶さつをしたかったのですが、残念です」

「なんだか急いでました。実家に帰るだとかなんとか」

「そうですか、なにかあったのかもしれませんね。──まあ、詮せん索さくはほどほどにしましょう。それではシャーウッド様、なにかわからないことがございましたらその都度お呼びください。わたくしは基本的に一階の受付所のあたりにおりますので」

「はい、ご丁寧にどうも」

　シャウは道化師に向けていたにやにやとした笑みを一瞬のうちにさわやかな笑みに変え、亭主に向けた。

　そうして亭主は細い宿の廊下を身を横にしながら去っていく。

　その場には、魔王たちと美貌の道化師が残った。




「あ、あー……、じゃあボクもこのあたりでお暇いとましようか──」

「シーザーさん」

「……はい」

「ちょっとお話があるのですが、お時間があればこれから私とお食事でもどうです？」

「い、いやぁ、実はボク、これからちょっと用事が」

「お時間あれば、私とお食事でもどうです？」

「はい……ぜひ」

　その金の亡者は有無を言わせぬ迫力でその日の晩ばん餐さんを取り付けていた。顔には微動だにしない満面の笑みがある。魔王たちは道化師シーザーのしょんぼりとしたうなずきを捉とらえつつ、そのシャウの満面の笑みを見て、

　──獲物を見つけたときの顔だ……。

　そんなことを脳裏に浮かべていた。

「外に出るのか？」

「ええ、来たばかりで申し訳ありませんが、これも我ら〈魔王連合メア＝ネサイア〉のためです」

　その含むような言い回しに、訊ねたサルマーンはシャウの心中を察していた。あえて『魔王連合のため』と言ったところにシャウの含みがある。リリウムと同じくたぐいまれな聡そう明めいさと察しのよさを兼ねそなえているシャウは、普段であれば今の問いかけに具体的な答えを提示しただろう。しかしこのときシャウは、『なにをするためにその道化師と食事に行くのか』を言わなかった。

「──わかった。なら俺もついていく」

「なるほど、そう来ましたか」

「あたりめえだ。おめえはもう少し自分が脆ぜい弱じやくであることを自覚しろ」

　シャウは少し予想外だと言わんばかりに目を丸くするが、すぐにいつもの妖あやしい微笑を浮かべた。

「サルくんに心配されるとなんだか嬉しいですね」

「気色わりぃこと言うな。──マリーザ、メレアにはお前から伝えておいてくれ」

「かしこまりました」

「じゃあ、行くか」

　砂色の髪を片手でぐしゃぐしゃと搔かきながら、サルマーンが歩き出す。

「サル！　わたしも行く！」「わたしも！」

　すると、そんなサルマーンに対し追従するように双子が言った。二人は小さな身をぴょんぴょんと跳ねさせて、サルマーンの腕にぶら下がらんばかりの様相だ。

「ダメだ。お前らは寝とけ」

「えー」「やだー！」

「お前ら、ここにきて早々に風邪でもひかれたりしたら面倒なんだよ。お前らだってもっと芸術都市を見てみたいだろ？　ここで風邪引いたらずっと宿の中で留守番だぞ」

「やだ！　寝る！」「寝る！」

「よろしい」

「最近あなたも双子の扱いが手て馴なれてきましたね」

　シャウはサルマーンを見ながら苦笑する。

「てなわけで、お前らはいったん休んどけ。メレアが帰ってきたらあいつにも休むよう伝えとけ。慣れない旅で溜たまった疲れもあるだろう。──たぶん」

　メレアだけは例外かもしれない。そう思いながらもサルマーンは結局口には出さなかった。

「よし、ならとっとと荷物置いて行くぞ、金の亡者」

　方針が決まる。

　ふと、今のやり取りの間にシーザーの方から、「やっぱりここでも金の亡者って呼ばれてるんだ……」と小さな声があがっていたが、それに気づいた者はほとんどいなかった。

　やがて、シャウとサルマーンが率先して部屋の中に入っていく。

「さて、私たちも部屋割りを考えるか」

　廊下に残っていたエルマがサルマーンの代わりに仕切るように言った。

「わたくしはメレア様と同室──」

「マリーザは私と同室だな、わかった」

　エルマが近場の扉を無造作にあけてマリーザに早く中に入れと促した。

「エルマ、あなた最近わたくしに対する扱いが雑ですね」

「気のせいだ」

　マリーザはじとっとした目でエルマを見ながら、しぶしぶ部屋の中へ入っていく。

「じゃあ、わたしたちは、こっち、だね」

　アイズが楽しそうにシラディスの手を引っ張って別の部屋に入っていった。

「シラディス、頭をぶつけないように気をつけ──」

　その様子を見ていたエルマが注意を喚起するが、

「あうっ」

　部屋の扉をくぐろうとしたところでシラディスがしっかりと兜アーメットを扉の上枠にぶつけた。金属が凹へこむような鈍い音が鳴って、彼女は鎧よろい姿のままその場にうずくまり、すねたように指で床をなぞりはじめる。

「だ、だいじょう、ぶ。たまには、そういうことも、あるよっ」

　アイズが鎧の背をさすって慰めているが、これはこれでなかなか奇矯な光景である。

「なにあれ怖い……やっぱり金の亡者の知り合いは怖い……」

　シーザーがその様子を見て震えた。

「そっとしておいてやってくれ。──そういえば、いまさらだがあなたはあの金の亡者の知り合いなのか？」

　すると、エルマがシーザーの方を振り向いて訊ねた。シーザーは突然の問いかけに少し驚いた反応を見せるが、すぐに困ったような笑みを浮かべて答える。

「ええ、少し。昔に関わったことがございまして」

「へえ、昔のあいつか。──気になるな。ああ、申し遅れたが、私はエルマという」

「私はシーザーと言います。芸術都市のしがない道化師です。もし劇場で見かけたら笑ってやってください。笑われることが私の存在意義ですから」

　シーザーは一転してやたらに流麗な動作で一礼を見せた。

「ああ、よろしく頼む。──それと、あとでもう一人私たちの仲間が来る。もし宿の中で会ったらそいつの相手をしてやってくれ。きっとあいつはあなたに興味を抱くから」

「ほう、そちらも気になりますね。どういう方なんですか？」

「バカみたいに強い、好奇心の獣だ」

　エルマの答えに、シーザーは首をかしげた。

「さて、お待たせしました。行きますよ、シーザー」

　すると、ちょうどそこでシャウとサルマーンが部屋から出てくる。

「ずっと部屋から出てこなければよかったのに……」

「軽口を叩たたくくらいの余裕は戻ってきたようで安心しました」

「これで容赦なくあなたをいじめられます」と語尾に付け加えながら、シャウは楽しげに金糸の髪を揺らした。

「日付が変わらぬうちには戻りますと、そう我が主あるじにお伝えください、エルマ嬢」

「ああ、わかった。お前らも気をつけてな」

　エルマは片目をつむって言うシャウにうなずきを返し、最後に自分の横を通り過ぎるサルマーンに目め配くばせをした。

「頼んだ、サルマーン」

「心配すんな。貧乏くじは引き慣れてる」

　そしてシャウ、シーザー、サルマーンは夜の芸術都市へと姿を消した。








幕間　【暗躍する者たち】









「お前たちは当初の予定どおり港に向かえ。すでに向こう側の密偵は入り込んでいるはずだ。僕は殿下に仰せつかった別件の調査にあたる」

「はっ」

「くれぐれも騒ぎは起こすなよ。ヴァージリアでの騒ぎは収めるのに一苦労掛かる。──まあ、お前たちに関しては心配していないが」

「問題は向こうの荒くれどもが小こ綺ぎ麗れいな格好に身を包んで大人しくしていられるか、ですな」

「ああ」

　芸術都市ヴァージリアの北門。

「それで、ミハイ様はどちらに？」

「少し調べることがある。まずは歌劇場あたりを回って情報を集めることにする。だが待ち合わせの時間までに収穫がなければ今回は諦あきらめる。残念ながら今回優先すべきはそちらではないからな」

　海に近い都市門の一角で、息を殺したような声が小さく響いていた。会話をしているのはほどよく整った身なりをした数人の男たちである。着ているものに統一性は見られない。傍はたから見れば、たまたま顔を合わせた旅仲間という感じだ。

「とはいえ、〈魅惑の女王〉が本当に魔王であるのなら、その力の調査と奪取を狙ねらう。彼女が魔王であるとすれば、おそらく精神感応系の秘術を持っているだろうからな」

「魅惑、とするからに、もしや〈魅み魔ま〉でしょうか」

　北門を出入りする旅人や貴族たちにまぎれてなにげなく会話をする彼らのうち、大きなマントを羽織った若い男がうなずきを見せた。

「まあ、予想されるのはそのあたりだろう。とはいえ、〈魅魔〉はだいぶ前に血統が途絶えたと言われている。おかげで情報も少ない。その力が秘術式によるものであるのか、もしくはなにか特殊な生体的機能によるものであるのかもまだ確定していない」

「血統が途絶えて名が沈むということは、一子相伝の秘術か、はじめから身体からだにその機能が刻み込まれている変異種か、どちらかでしょうな」

「変に予想して挑むとその予想を裏切られたときに隙すきが生まれる。確定させるのはやめておこう。それに、あとになって本国から追加の情報が来るかもしれない」

「仰おつしやるとおりで」

「まあ、できれば前者であることを祈る。仮に後者のたぐいの──〈魔眼〉であったりしたら、対応しきれない可能性があるからな」

　と、ついに若い男が動き出した。北門の足元から一歩を踏み出し、二歩、三歩と前進する。不意に海側からひときわ強い風が吹いてきて、その男が目深にかぶっていたフードをなびかせた。

　その男は、精巧に編まれた金糸のような髪を宿していた。

　まだ少し幼ささえ残る少年のような顔。しかしその目の奥には研ぎ澄まされた刃やいばのような、鋭い眼光が閃ひらめいていた。

「では、あとは手て筈はずどおりに。ヴァージリアは平和ボケしている都市だが、一度そこに剣けん吞のんが漂うと一気に面倒なことになる。まだほかの大陸の勢力を刺激するべきではない。その点には十分気をつけるように」

「御意のままに」

　若い男の言葉に彼よりずっと年齢の高い中年の男たちが頭を下げた。




　若い男がその場を去ったあと、その場に残った中年の男たちはわずかなうなり声をまじえて言葉を交わした。

「ううむ。ミハイ様はあの〈ザイナス荒野〉での遠征戦より生還されて、お変わりになられた。以前はもっと弱気な部分が見えていたものだが、今はいっそのこと近づきがたい覇気さえ感じる」

「あの〈ザイナス戦役〉がきっかけだろう。あれは本国で話を聞いただけの私たちにもひどく嫌な衝撃を与えた。殿下があれほどの傷を負って帰ってきたことがかつて一度でもあっただろうか……。ともあれ、近くにいたミハイ様はより大きな衝撃を受けたに違いない」

「しかし、もともと素質は十分すぎるほどにあった。あの性格が上に立つことに向いていなかっただけで、それが改善されたとなればもはやだれも『セリアス殿下の寵ちよう愛あいを受けているだけの若造』とは言わんだろう」

　彼らは口々に言葉を乗せる。

　それからしばらくしたあと、彼らも若い男を追うように門をくぐっていった。

　彼らの目の前には、妖しい活気を帯びはじめた夕暮れ時の芸術都市が鎮座していた。








第二幕　【芸術の街】









「結構遅くなっちゃったな」

　結局のところメレアが千年亭ミレニウムにたどり着いたのは時計の針が深夜を指してからだった。

　一階の酒場で群青色の酒瓶を磨いていた亭主に挨あい拶さつをして、自分たちの部屋が二階にあることを知らされる。

　二階に上がると、一番奥の部屋にこれみよがしに『メレアの部屋』と張り紙がされてあって、メレアは思わず苦笑いを浮かべた。

「リィナとミィナだな」

　落書き好きな二人の少女。星樹城の壁に落書きをしてはサルマーンやマリーザに怒られていた彼女たちも、ずいぶんと字がうまくなった。そんな感慨にふけりながら、メレアは部屋の中へ入る。




「お帰りなさいませ、メレア様」

　部屋へ入ってすぐに、メレアの後ろから声が掛かった。

「──ただいま、マリーザ。まだ起きてたんだ」

「当然です。主より先に眠るなど完かん璧ぺきなメイドとしてあるまじき失態ですからね」

　部屋の入口に立っていたのはマリーザだった。いまだにメイド衣装に身を包んでいるが、さすがにヘッドドレスは着けていない。長い銀髪が胸のあたりでさらさらと揺れている。

「ほかのみんなはもう寝た？」

「宿に残っている者は眠りました」

　含みのある言い方に、メレアは首をかしげる。

「あの金の亡者と双子の保護者は、同じくこの宿に泊まっていた一人の道化師と街へ出て行きました」

「へえ」

　メレアが興味深そうに目を丸くする。

「サルマーンはシャウの護衛かな」

「それと、あの男が勝手に動き回らないように監視も兼ねているのでしょう」

「はは、シャウは大丈夫だよ」

　メレアは外がい套とうを脱いで、椅い子すの背に掛けながら言った。

「本当にそうでしょうか。なにやらその道化師とも旧知のようでしたが」

「うん、それでも大丈夫。シャウはあまり自分のことを喋しやべらないから、マリーザが疑う気持ちもわかるけど」

「……」

「そこに立ってたら寒いだろう。ひとまず入ってくれば？」

　マリーザはメレアに手招きされて、ようやく部屋の中に入った。メレアが無造作に椅子に掛けた外套を拾い上げて、丁寧に畳んでから机の端に置く。

　メレアはその間にベストも脱いで、それからベッドにどっと座り込んだ。

「そちらも畳みます」

「うん、ありがとう」

　メレアはマリーザに脱いだベストを渡し、柔らかな笑みを浮かべる。

「マリーザはシャウが俺たちを裏切る可能性を考慮しているんだね」

「そこまではっきりとしたものではありませんが……まあ、まったくそういう考えがないとは申しません」

「その判断は正しいよ。シャウはマリーザに対して自分をそういうふうに見せることを楽しんでるから」

「質たちが悪いですね」

「はは」

　否定はしない。メレアは言った。

「でも、仮にシャウが本当に俺を裏切るつもりだったとしても、最初から搦からめ手を使うことはしないだろう」

「言い切れるのですか？」

「言い切れる。シャウはそういう男だ」

　メレアの答えにマリーザは納得いかないふうだったが、かといって明確に反論もしなかった。

「裏切る、というのもまた少し違う。もしシャウが俺から離れるのだとしたら、そのときの理由はたぶん『愛想が尽きたから』になるだろう」

　メレアはその点に確信を抱いている。なぜかと言われてもうまく言い表せない。ただ、これまでシャウという男とさまざまな言葉を交わしてきて、確信したことだ。

「シャウと俺の関係は少し特殊かもしれない。でも、これが意外と悪くない居心地なんだ。シャウは俺のことを『自分の上に立つのにふさわしい人間か』という目で見てるから、俺も自然と身が引き締まる」

　マリーザは理解できないとでも言うように怪け訝げんな表情でメレアを見た。

「こういう人間が周りにいてもいい。いや、いなくちゃならない。シャウが意図的にそうしているのかどうかまではわからないけど、シャウはいなくてはならない存在だよ。少なくとも俺はそういう人間が好きだ」

「メレア様がそこまでおっしゃるのであれば、わたくしはこれ以上口出しいたしません」

「マリーザには心配をかけるね」

「──いえ」

　それからメレアは部屋の窓から深夜の芸術都市を眺めた。その背中はどこか楽しそうだ。きらきらとしたものに興味を抱く子どものようでもあった。

「でも、遊びに来たわけじゃないからな」

　しかし、ぼそりとメレアがそんな言葉を放ったあと、その背中からは殺気にすら近い気配が滲にじみ出す。その背中をじっと見ていたマリーザは、メレアの急な雰囲気の変容に息を吞のんだ。

「心配しなくてもいい。俺は、ちゃんと前を見てる」

　心配してなどいない。マリーザは即座に答えようとしたが、またメレアの雰囲気が子どもっぽいものに戻ったので、とっさに言葉を吞み込んだ。

「では、わたくしはこれで失礼いたします。なにかありましたらいつでもお呼びください」

「ありがとう。頼りにしてるよ」

　その言葉だけで、マリーザには十分だった。





◆◆◆






　次の日。メレアが目覚めると窓辺から朝日が差し込んできていた。

「この街は夜より朝の方が静かだな」

　メレアは起き抜けに軽く身支度を整え、仲間たちが起きているかどうかを確かめに行くことにする。廊下の空気は少し肌寒い。

「ふわぁ……、超ねみぃ」

　と、腕を摩擦であたためるようにこすったところで、聞き慣れた声が耳をつついた。

「おはよう、サルマーン」

「おう、メレアか」

　ちょうど隣の部屋から出てきたサルマーンが大きなあくびをかましていた。砂色の髪は少しぼさりとしていて、まさに今起きたばかりという感じだ。

「あの金の亡者、日付が変わる前に帰るとか言ってたんだが、マジでぎりぎりにしやがった。『ほら！　三秒前です！』──千年亭の玄関口をくぐったときに嬉き々きとして言いやがったから思わず一発入れちまった」

　シャウのどや顔が脳裏に浮かぶ。

「相変わらずだね。──ちなみに、なにか収穫はあった？」

　メレアの問いにサルマーンは肩をすくめた。

「ねえな。まあ、なにかあったとしてもあいつならうまく隠し通すだろう。そういうことに関しちゃあいつは俺たちより上うわ手てだ」

　サルマーンの見解はメレアと似通っている。自分たちとは違うタイプのシャウの力を信用しているがゆえの見解だ。

「いずれにしても、あの道化師と知り合いってのは間違いなさそうだ」

「なるほど。俺もその道化師に会ってみたいな」

「あれもくせもんだ。害はなさそうだが、腹になにか抱えてるな。──まあ、くわしい話はあとにしようぜ。顔を洗いてえ。たしか一階に給水所あったよな」

　そう言ってサルマーンは廊下を歩きはじめる。

「あ、ちなみに金の亡者はもう起きてるが、朝から金勘定してるから話を聞きたいならもう少し経たってからの方がいいぜ。タイミングを間違えると呪じゆ文もんのような数字の羅列を延々聞かされる」

　たぶんサルマーンは聞かされたのだろう。「あいついつ寝てんのかわかんねえんだけど」とぼやきながら、サルマーンは一階への階段を下りていった。

「それは嫌だなぁ」

　かくいうメレアもサルマーンの警告を聞いて困ったように笑う。

「俺も顔を洗ってからにしよう」

　女性陣の部屋の扉も閉めきられたままだったので、結局メレアはサルマーンのあとを追って給水所に向かうことにした。




　給水所に到着すると、すでにそこにはサルマーン以外の先客がいた。

「あれ」

　例の道化師である。

　話に聞いていたよりも服装は大人しい。さすがに常に着飾っているわけではないのかもしれない。どことなく貴族然とした雰囲気を感じさせる小こ綺ぎ麗れいなシャツとベスト。そしてタイトなハーフパンツ。

　──道化師というのは中性的なのが売りなのだろうか。

　ハーフパンツの下には黒いタイツを穿はいていて、素足は見えない。しかし、そのほっそりとしていてなおかつしなやかさも見て取れる脚には、女性的な美しさがあった。

　と、そのあたりで給水所の洗面器前で顔を洗っていた道化師──シーザーが顔をあげた。

「あ、これはこれは。……もしや噂うわさに聞くメレアさんですか？」

「うん、そうだけど」

「おお、はじめまして。わたくしこの街で道化師をしておりますシーザーと申します」

　シーザーは顔をあげてメレアの存在に気づくと、透明の水が滴る顔を斜めに傾けながら声をあげた。

「あはは、ちょっとタイミングが悪いですね。今は化粧をしてないので、見苦しいものをお見せすることになります」

　シーザーは腿ももの間に挟んでいた布をサっと取り出して、顎あごの下に差し込みながら続けた。

「いっそ皮肉のような謙虚さだよ」

　見苦しい？　とんでもない。たとえ化粧をしていなくとも、その男は間違いなく美男に分類される。メレアは素直にそう思った。

「美男というよりは美少年って感じ？」

「口がうまいですね。身に余る光栄です」

　金髪を青や紫で染め上げた、派手なグラデーションのある長髪を顔横にまとめながら、シーザーが笑った。

「ところで、不ぶ躾しつけな質問ですが、もう少し砕けた言葉を使ってもよろしいでしょうか。なんだかキミとは友達になれる気がして」

「もちろん。『さん』もいらない。俺も友人は大歓迎だ」

　メレアはシーザーに対して出どころのわからない親近感を抱いていた。それはシーザーも同じだったようで、向こうから先にそんな提案が来る。

「では、改めて。──よろしく、メレア」

「よろしく、シーザー」

　シーザーから差し出された手を、メレアは笑みで握り返した。

「メレアは芸術都市に来るのははじめて？」

「そうそう、だからいまいち芸術の常識ってのがわからないんだよね」

「あはは、芸術に常識なんて求めたって無駄さ。芸術家というのは酔狂な人が多いからね。そういう人たちが気の赴くままに生み出した芸術的魅力は、とりわけよくわからない方向に飛んでいっていることが多いんだよ」

　シーザーは使い終わったタオルを綺麗に畳みながら笑った。

「そういうシーザーはやっぱり芸術都市にくわしいの？　芸術都市とこの街にある芸術そのものに」

「まあ、ある程度はね。たまに世間話をして観客を喜ばせなきゃいけないこともあるから。それなりに真ま面じ目めに流行はやりを調べてはいるよ」

「じゃあ、もし時間があったら付き合ってくれない？」

「え？」

　メレアはなにかを閃ひらめいたような表情を浮かべながら唐突に言った。その目はこれでもかときらきら輝いていて、思わずシーザーをたじたじとさせる。

「道化師としてでもいいし、そういう立場を抜きにした小金稼ぎにでもいいから。芸術都市を案内してくれると嬉うれしいな。もちろん、相応の報酬は払うよ」

　メレアの提案を受けたシーザーは、ほんの数秒の間、時間が止まったかのように固まった。しかし、そのあとで声をあげて笑いはじめる。

「あは、あははは！　メレアってあの金の亡者と気が合うんだねぇ。なんか意外だなぁ」

「シャウ？」

「そうそう」

　シーザーが人差し指をぴんと立たせて言う。

「実は昨日、あの金の亡者にもそうお願いされたんだよ。『芸術都市を案内してやってくれ』って。──まあ、実際はそんな下した手てに出た言い方はしていなかったけど」

　その言葉を受けたメレアは困ったように笑った。

「本当にシャウは手が早い。動きに無駄がなさすぎて怖いくらいだ」

「まったくだね。──で、午前中はちょっと劇場での仕事があるから案内できないんだけど、午後から夜までは空いてるから、正午の鐘がなったあとにメレアたちを案内するよ」

「ホント？　助かるなぁ」

　メレアは嬉しそうな笑みを見せた。

　その少年のような無邪気な笑みに、シーザーはつい口から言葉をこぼす。

「いやぁ、やっぱりラルバスさんをあそこまで怖がらせた男だとは思えないなぁ……」

「ん？　ラルバス？」

「っ、ああ、いや、こっちの話さ」

　メレアが首をかしげたのを見て、シーザーは慌てて両手を振った。

「さて、ボクはこれからちょっと身支度を整えなきゃいけないから、そろそろお暇いとまするよ。結構化粧に時間がかかるんだよね」

「それもどうやるのか気になる」

「やめてよ、さすがのボクでも化粧してるところを見られるのは恥ずかしい」

　そう苦笑して、シーザーはメレアの横を通って給水所から出ていった。




「ぶはあ！」

　シーザーが出て行ってすぐ、別の洗面器に顔を突っ込んでいたサルマーンが顔をあげた。

「死ぬかと思った」

「なんで？」

「いや、だってよ、なんかお前ら話してるじゃん。ここで俺が顔をあげたら話が途切れるかと思ってよ」

「変なところで気を遣いすぎだろ」

「自覚してる」

　前髪から水を滴らせながら荒く呼吸をするサルマーンを見て、メレアはまた苦笑した。
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　その日の午前中、魔王たち全員で芸術都市を見て回った。

　本格的に動く前に、せっかくだからそうしておこうとメレアが提案したのだ。

　全員起きてから手短に身支度を済ませ、芸術の街に繰り出した。

「飴あめ！」「飴！」

「なに？　なんなの？　お前らなんでそんなに飴に対する嗅きゆう覚かくが鋭いの？」

「飴は人間の英知の結晶なのです……！」「なのです……！」

「おおげさすぎるだろ……。あとどこでそんな言葉覚えてきやがった」

「もじゃーが昨日お客さんを褒めるときの見本って」「ぺらぺら喋しやべってた」

「おい！　幼女に商売手法叩たたき込むんじゃねえよ！」

「いやぁ、ついつい。この子たちはそこいらの貴族令嬢が膝ひざをつくほどには可か憐れんですから、今のうちからいろいろ学んでおけば食い扶ぶ持ちに困ることはないだろうと。いわゆる老婆心をですね、発揮してしまいましてね」

「本当か？　お前こいつらを売り子に活用しようとか考えてねえか？」

「────考えてませんよお」

「なんだ今の間……！」

　昨日通ってきた中央通りを足早に越え、さらに二本奥の街路を歩いていた。〈絵画通り〉と呼ばれる街路である。

「ちょっとそこのお嬢さん、一枚描かせてはいただけないでしょうか」

　と、一団となって歩くメレアたちのもとへ、一人の壮年の男が歩み寄って来た。脇わきに抱えた白いキャンバスと、腰に着けているのは絵画道具入りのベルト。どうやらその男はこの絵画通りに数多くいる『画家』の一人のようだった。

「どのお嬢さんだろう？」

　壮年の画家の問いかけに、まずメレアが首をかしげながら答える。一言にお嬢さんと言われても、ここには数人の女性がいる。──約一名はごつい鎧よろい姿だが。

「そこのメイド衣装を着た御令嬢です」

　すると、壮年の画家はマリーザの方へ優しげな視線を向けた。

「わたくし、でございますか？」

　マリーザは予想だにしていなかったとでも言わんばかりの様相で画家に問い返す。

「そうです。あなたほどその衣装が似合う方を見たことがございません」

「っ！」

　この画家は殺し文句がうまい。メレアは思わず内心で笑った。

　画家たちもモデルを頼むことに慣れているのか、その人物の喜ぶポイントを的確に選んでくる。これはどちらかといえば商人的な技能だろう。

「あ、あの、メレア様……」

　と、メレアが胸の内で感心していると、マリーザがメレアの顔をちらちらと窺うかがうように見上げた。いつもの冷然とした雰囲気はまだ残っているが、意外とまんざらでもなさそうだ。基本的に外部の人間に対して冷然としているマリーザをここまで迷わせるのは、完かん璧ぺきなメイドを目指すという彼女の夢を絶妙に刺激した画家の手柄である。

「いいんじゃない？」

「そうお時間は取らせません、ぜひ一筆、描かせてください」

　壮年の画家も、その顔に誠意を乗せて再度頼み込んだ。

　すると、ついにマリーザが観念したように、

「メ、メレア様がそうおっしゃるなら」

　すまし顔で言う。

「ありがとうございます。旦だん那な様の寛大なご許可にも、最大の感謝を」

　画家が嬉しげな表情で今度はメレアの方を向いた。

　メレアはとっさに掛けられた言葉に、やや遅れて反応する。

「──あ、旦那様って俺のことか」

「だんなー」「だんなさまー」

　隣で双子たちが楽しげに飛び跳ねながら言った。

「いざ面と向かって外部の人間に言われると少し戸惑うな」

「慣れてくださいまし。あなたはわたくしの主人なのですから」

　画家に案内された椅い子すに座りながら、マリーザがややツンとした声音でメレアに言う。

「はは、そう努めるよ」

　そう言って、メレアはまた困り顔を浮かべた。

「マリーザ、嬉しそう」

　と、マリーザから少し離れた場所で、シラディスが兜アーメットの中からこもった声をあげた。

「そうだ、ね。きっと、メレアくんのメイドって、ほかの人に認められたのが、嬉しかったの、かな？」

　アイズが笑みで答える。

「あの緩んだ顔を素直に主人に見せないあたりが、どうにも面倒な女だがな」

「恥ずかしいー」「はずかしー！」

　腕を組んでため息をつくエルマと、そのエルマの周りを二人してくるくると回る双子の声が最後に小さく響いた。
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　一方その頃ころ。

「シーザー！　幕をあげるぞ！」

「はーい！」

　道化師シーザーはとある劇場の舞台に立っていた。

　目の前には暗幕。それは虚空に茫ぼう漠ばくと広がる夜よ闇やみのごとく、目の前に立つ者の視界を黒く覆い尽くしている。

　──午前中の舞台にボクが駆り出されるのは久々だな。

　シーザーは道化師として、舞台劇の幕まく間あいのためや、また開幕オープニングの余興のために、さまざまな劇場に呼ばれることがあった。ときに咄はなし家かのように近頃のちょっとした話題をおもしろおかしく語り、ときには奇術師のように種も仕掛けもある奇術を披露して観客の熱を煽あおり。

　しかしそんなシーザーも、午前中の舞台に呼ばれることはあまりなかった。

　──芸術都市の午前中の劇は、往々にしておだやかなものが多い。

　朝のさわやかさに見合った静せい謐ひつな喜劇。はたまた、ゆったりとした歌謡や、ハープの音色をメインにした歌劇。

　いうなれば、夜と比べておしとやかで、上品なものが多いのだ。

　そうしたものを上演するときには、かえってシーザーのような道化師は余計だった。

　シーザーの道化師としての腕はたしかで、開幕の一演技で観客を沸かせ、一気に客の興味を劇のはじまりへと引き込む。

　されど、午前中の劇ではその熱狂性が静謐さの邪魔になるのだ。

　シーザー自身そのことを理解していた。

　──はてさて。

　だから、今日の仕事は異例だった。

　自分の仕事の性質をわかっているからこそ、この仕事をもってきた劇場の主あるじにしつこく「本当に自分でいいのか」と訊たずねたが、劇場の主はすべてにおおげさなうなずきを添えて答えた。

『ジュリアナがお前の開幕オープニングを必要としている。観客にではなく、むしろ彼女のためにこそお前の開幕が必要なのだ』

　ジュリアナ。──〈魅惑の女王〉ジュリアナ・ヴェ・ローナ。

　シーザーはそのとき、「なるほど」と胸中でこぼした。

　あの〈魅惑の女王〉が、自分の開幕を必要としている。

　おそらくそれは、自分の道化師としての手腕が関係したのではないだろう。

　至極個人的なつながりによって、彼女は自分の開幕を必要としたのだ。

　──そろそろ堰せきが壊れるかな。

　彼女の理性を支えている堰が、今にも不安の波によって決壊しようとしている。

　周りのさまざまなプレッシャーに、耐えられなくなってきているのだ。

　ここのところも彼女は渦中でひどく苦しんでいた。

　──〈サイサリス教国〉に保護されている〈魔王〉。

　そして彼女は、サイサリスに身を守ってもらうかわりに、自分も『あること』をしなければならなかった。それはいうなれば──代価だ。

　──この時代は魔王にとって優しくない。

　諸もろ々もろの不安と緊張が、彼女の中でピークに達している。だから、唯一会話をこなせる程度に近い場所にいる自分に、心の安息を求めてきた。

　──ボクとしたことが、少し感情的になったかな。

　シーザーは内心に自分をいましめる。近づきすぎた、と思った。

　──ここが限界だ。どうせほかの場所に行ってももっとつらい現実が待っているだけだろう。

　ならばきっと、彼女のためにもここは心を鬼にする必要がある。

　彼女がその魔王としての力に目覚めなければ、きっとすべてはうまくいっていた。

　めぐまれた容姿と清らかな心。やりようによっては純真な傾国の美女にすらなれただろう。

　しかし彼女の魔王としての血が、今になってその運命を呪のろった。

「──っと」

　途中まで考えたところで、シーザーは目の前の暗幕が上がっていくことに気づいた。考え事はここでおしまいだ。まずは自分の仕事をしなければ。

　──最初で最後だ。

　自分の開幕が彼女の心の癒いやしになるのなら、今だけはキミの道化師になろう。

　暗幕の向こう。大きく開けた視界に、シーザーは多くの観客の姿を捉とらえた。

　そしてすぐに、道化師として最高の笑みを顔に乗せる。

　それからシーザーは、快活な開幕台詞ぜりふをつむいでいった。

　すべてを忘れるように。ただ楽しく。明るい言葉の、数々を。
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「サル！　あれとあれとあれ！」「あとあれ！」

「あ!?　どれとどれとどれだよ！　ゆっくり言えよ！」

「だからあれとあれとあれ！」「あとあれ！」

「お前らぜってー俺の話聞いてねえだろっ!!」

　メレアたちは絵画通りを堪たん能のうしたあと、芸術都市の中心部へと足を踏み入れた。

「例によってここも派手だなぁ」

　さまざまなオブジェが飾られた広場。

　中央には塔といってしまっても差支えないほどの高さの噴水があった。正午の陽光を受けてきらきらと光る噴水の水は、風に吹かれると霧のようにあたりに舞って、小さな虹にじを浮き上がらせる。

「サル、使えない」「使えない」

「こいつら……！」

　広場には身なりのいい家族連れの姿がちらほらと見えた。気品をあふれさせる紳士たちが、その子どもたちと一緒に楽しげな様子で散歩をしている。そんな穏やかな雰囲気に合わせてか、周囲に並ぶ露店も子どものための菓子店や、清廉な雰囲気の料理店が多かった。

「サルマーン、いい加減買ってやればいいのに」

「買うもなにもどれだかわからねえんだよ！　──ってかメレア！　おめえさっきからこいつらを俺に放り投げすぎだろ！　少しは助けろよ!!」

　魔王一行はちょうど飴あめ細工を売っている露店の前で休憩しているところだった。

「あ、ついでに俺にはあれを買ってくれ。あの青いやつ。おいしそう」

「お前も俺の話聞けよっ!!」

　飴細工店のショーケースを眺めながら、よだれを垂らしている少女が二人。隣には疲れた表情でツッコみを入れる砂色髪の青年。そこへさらに、白髪赤眼の子どもが加わる。

「はあ……」

　砂色髪の青年──サルマーンが大きなため息をついた。その疲れを如実に表すように、彼の短髪はぼさっと外はねしている。

「てか、シーザーとの待ち合わせ時間がそろそろだろ。飴はあとで買ってやるからまずは待ち合わせ場所に行くぞ」

「えー」「えー」

　双子が露骨に顔をしかめる。

「言うこと聞かねえと買ってやんねえ」

「ぐむむ……」「むぅ……！」

　結局双子は飴を諦あきらめる。その様子をほかの魔王たちが微笑ほほえましげに見ていた。

　魔王たちはシーザーとの待ち合わせ場所である中央の噴水塔へ、肩を並べて歩きはじめる。




「今日は時間がなさそうだけど、一回は港の方にも行ってみたいな」

「あー、そうだな。内陸側が活発すぎて忘れがちだが、一応海沿いだし、一度は向こう側も見てみた方がいいか」

　噴水塔へ向かう途中、メレアとサルマーンがそんな会話をしていた。

　サルマーンの肩にはリィナが乗っていて、メレアの肩にはミィナが乗っている。それが飴を後回しにした代価であるらしい。

「あれ、お前海見たことないんだっけか」

「こっちでは」

　メレアの含んだ言い方に、サルマーンが小さく笑った。

「はは、なんかお前が言うと不思議な響きを持つな」

「俺もそう思うよ」

　メレアが苦笑する。

「しかしまあ、海自体はさほどおもしれえもんでもないと思うぞ。もうちょっと北の方に行くと、北大陸との接点が見えたりするらしいが」

「へえ」

「あとあれ、ちょろっと噂うわさに聞いたんだが、北大陸と東大陸の間にある海峡に最近〈海賊都市〉なんていう物騒な都市国家ができたらしい。だからもっと北の方の港に行けばそういうもんが見えたりするかもな」

「海賊都市か」

「マジで都市の正式名称だってんなら相当だ。さすがに周りの連中が揶や揄ゆしてつけた通称だとは思うが、そこまではまだハッキリしねえ」

　サルマーンが大きめの息を鼻で吐く。

「いずれにしても気になるね。でも北大陸との接触面はムーゼッグの活動地域っていうしなぁ」

「そうだな。よほど確度の高い情報がねえかぎりまだ近づかねえ方が無難だろう。──ともあれ、まだヴァージリアの周辺海域は平和な方だ」

「もしムーゼッグがその海賊都市を併合したりしたら、状況は変わりそうだけどね」

　サルマーンは「そうだな。困ったもんだ」と頭を搔かいた。すると、肩車されていたリィナがその手を邪魔だと言わんばかりにはたく。「頭くらい搔かせろよ」とサルマーンがげんなりとして口を開いた。

　と、そのあたりでついに中央の噴水塔の傍そばにたどり着く。

　魔王たちは近場のベンチにそれぞれ腰かけて一息をついた。

「あ、みなさんお揃そろいですね。お待ちしておりました」

　すると、噴水塔の反対側から一人の人物が軽快な足取りで近づいてくる。

「それでは皆様。今日は存分にこの街を楽しめるように、私が及ばずながら助力させて頂きます」
















　同じ宿に泊まる美び貌ぼうの道化師、シーザーだ。

　シーザーはしっかりと化粧の乗った顔に人当たりのいい笑みを乗せて魔王たちの前へやってくると、流麗な一礼を見せた。

「三秒の遅刻です、シーザー」

　そんなシーザーに、シャウが金色の懐中時計を見ながら淡々と言う。

「それくらい大目に見てよ、金の亡者。噴水塔の反対側にはいたのに」

「銅貨八枚で手を打ちましょう。──もしくは骨こつ董とう物のアルミナス硬貨三枚で」

「なんで昨日ボクが買った掘り出し物がすでにバレてるんだ……」

　やってきて早々、美貌の道化師が大きく肩を落とした。








第三幕　【魔王歌劇の幕が上がる】









　メレアたち一行はシーザーに案内されながら芸術都市の方々を歩いた。

　表通りの著名な芸術館。

　裏通りの怪しげな骨董店。

　例の絵画通りも案内付きで再度通過し、メレアたちはシーザーの的確な説明や案内に感嘆の息をもらしながらヴァージリアを堪能した。




　やがて、日も赤みを帯びはじめて夜が近づいてくる。

　夕暮れ時になって、通りを歩く人々もどことなく気取った身なりをしている者が多くなった。

「さて、では最後に。今、この街でもっとも熱気のある文化の集積地へご案内いたしましょう」

　ふと、中央通りに面した喫茶店で小休憩を挟んでいたとき、シーザーが言った。

「もっとも熱気のある？」

　芸術細工のほどこされた木製の椅い子すに座りながら、片手に紅茶のカップを持っていたメレアがシーザーの声に反応する。

「そうです。実は最近、〈魅惑の女王〉という大仰な名前がこの街の一角から広まりはじめていましてね」

　その言葉にメレアたちの目がわずかに見開かれた。

「それは──気になるね」

「でしょう？　ちなみにこれ、なんだと思います？」

　すると、シーザーはおもむろに道化師衣装のポケットに手をつっこみ、ややもったいぶってからあるものを取り出した。

　取り出されたのは数枚のチケットである。

「チケット？」

「そうです。実はこれ、今日の夜に行われる〈魅惑の女王〉が主演の舞台チケットなんです。いやぁ、入手するのに苦労しましたよ」

　シーザーの言わんとすることにメレアはすぐに気づいた。

「もしかして俺たちのために？」

「ええ、もちろんです。こうして同じ宿に泊まっているのもなにかの縁ですしね。ぜひ、お近づきの印にご招待できないものかと」

　願ってもない。シーザーの言葉を受けてメレアは内心に思った。思わぬ縁で、早々に〈魅惑の女王〉に近づける。

「ただ──」

　と、再びシーザーの声が場を貫く。今度の声はやや沈んだ音色を帯びていた。

「さすがに全員分、とはいきませんでした。今〈魅惑の女王〉が出演する歌劇はかなり人気でしてね。劇場仕事の伝手つてを頼ってどうにかこうにか八枚ほど集めましたが、結局のところちょうど一人分、足らないのです」

「なるほど」

　シーザーが改めて枚数を確認するようにチケットの端を指で弾はじき、次いでメレアたちを見渡して指差しで人数を数えあげた。

　言わずもがな、シーザーをのぞいてここには九人がいる。

　なので、一枚足りないことに間違いはない。

「では、私は外で待っていましょう」

　すると、不意にシャウが声をあげた。

「私はさほど歌劇に興味がないので、今回は遠慮します」

　その顔にはいつもの妖あやしげな微笑が浮かんでいる。

「本当にいいの？」

　メレアが小首をかしげながらシャウに訊たずねた。

「ええ、むしろその間に夜の芸術都市でよい商品を物色していた方が私としては楽しいですし」

　シャウは片手に持った紅茶のカップを優雅に傾けながら淡々と答える。

「まあ、シャウがそう言うならそれでいいけど……」

　メレアは少し申し訳なさそうに言った。

「ハハ、そう気を遣わなくても大丈夫です。私、かつて嫌というほど歌劇は見せられましたからね。興味がないというのも決して噓うそではありません」

「初耳だな。誰に見せられたの？」

「言うなれば──生家の方の知り合いに」

　シャウの言葉に、周りの魔王たちからひそひそ声があがった。「こいつに生家なんてあったのか」「金から生まれたのではないのか？」「かねのもじゃー！」──内容はどれもひどいものだ。

「あれ？　なんだか私、自分がすごく誤解されている気がしてきましたよ？」

「お前、まだ自分がまともな人間だと思ってんの？　おめでてえな」

　サルマーンが鼻で笑いながら言った。

「わたくしわかりました。コレは金から生まれたのですから、やはり生家も地中にあるのです」

「なにが『わたくしわかりました』ですか。あとそんな自信満々に親指を立てなくていいです！」

　マリーザがほかの魔王たちに言うのを見て、シャウは焦った様子でそれを否定する。

「まあ、そのあたりも追い追い話しますよ。とりあえず私は少し商店を回ったあとに劇場からそう遠くない場所で待っていますから、終わったら合流しましょう。──シーザー、その歌劇の劇場はどこですか？」

「レーヴ＝オペラ座だよ」

　シャウがシーザーの返答を受けてから再びメレアの方を向いた。

「わかったよ。じゃあまたあとで合流しよう」

　メレアはシャウの視線に片手をあげて答える。

「では、そのほかのみなさんが観劇なさるということでよろしいです？」

　最後にシーザーがたしかめるように言った。

「うん、それでよろしく頼むよ」

　メレアがみなを代表して答え、席を立つ。

「なら、劇場が混む前に早めに行こうか」

「その方がいいですね。ではでは、ご案内いたします」

　そうしてシャウを除く一行は、〈魅惑の女王〉に接見すべく、かの歌劇場へと向かうことにした。





◆◆◆






「人ってこんなに密集できるんだな……」

「毎度のことながらボクもそう思うよ」

　レーヴ歌劇場前。レーヴ＝オペラ座とも呼ばれる歌劇通りの片隅の劇場にメレアはいた。

「はぐれないように手を繫つないでおこう」

　メレアが言うまでもなく、魔王たちはそれぞれはぐれないように互いの腕や手を握っている。特に背の低いリィナとミィナにいたっては、そのまま地面を歩いていると人の波に吞のまれてしまいそうだったので、リィナはサルマーンの肩に乗り、ミィナはメレアの肩に乗っている状態だった。

「開場と同時に自由席を求める亡者たちによって、ここは戦場のようになる。覚悟しておいてね」

　先頭ではシーザーが慣れた手つきで人込みをかきわけている。

「特に今日はシーズン最多だ。ボクでもうまく渡り切れるかちょっと不安になってくるよ」

　それでもシーザーは徐々に徐々に劇場の入口へと進んでいき、ついに扉の目の前へたどり着く。

「ああー、うーん……、ここはここで危ないかなぁ……」

　と、シーザーが今度はうなり声をあげた。派手な衣装を翻しながら後ろを振り返って、周囲の様子を窺うかがう。

「うわぁ……」

　シーザーの視界に、鬼気迫る表情で今か今かと開場を待っている娯楽者たちの顔が映る。とてもではないが今の彼らに紳士らしい落ち着きを求めることはできそうにない。

「……しょうがない、ちょっとずるい手段を使おう」

　そう言うや否や、シーザーはミィナを肩車しているメレアを呼んだ。

「メレア」

「ん？」

　メレアはそのすらりとした体形からは想像がつかないほどの強きよう靭じんさで、周りの人波からの圧力をはねのけているところだった。

「今日の混雑具合を予想できなかったのはボクの不手際だから、これからこの人波を避けられる特別な方法を使う。できればほかの人たちには黙っていてくれると助かるんだけど」

　シーザーが額に汗を浮かべながら、それでも剽ひよう軽きんさを乗せた笑みで言った。

　メレアはその言葉と表情からシーザーの胸中を推し量って、素直に答える。

「もちろん。チケットを取ってくれただけでも感謝しているくらいだから、シーザーがそう言うならちゃんとそれを守るよ。みんなもわかってると思う」

　魔王たちがメレアの言葉にうなずく。

　それを見たシーザーは嬉うれしそうに笑って、また口を開いた。

「よし。じゃあついてきて。秘密の通路まで案内するよ」

　シーザーが再び人込みをかき分けはじめる。

　足元に細心の注意を払いながら、メレアたちはシーザーについていった。




　シーザーの後についていくと、次第に人の波は穏やかになった。さらにいくばくかして、人の波が完全に止やむ。

「本当は役者が使うための裏口なんだけどね」

　たどり着いた場所は、レーヴ＝オペラ座の裏側にある細い路地だった。

　入り組んだ迷路のような横道をいくつも抜けた先。その薄暗い路地は、とてもではないが華美な歌劇場に面している通路だとは思えない様相である。

「ここが？」

　表通りとの変わりぶりに、メレアが首をかしげて訊ねる。

「そうだよ。人気のある役者とかだと、表通りで出待ちするファンなんかがいてもみくちゃにされることがあるんだ。だから、あえて人目につかない場所に裏口が作ってある」

　そういってシーザーが指差す先には、くすんだ赤い煉れん瓦が造りの壁があった。

「見てて」

　シーザーがその煉瓦の一つを押し込むと、鈍くこすれる音と共にその煉瓦が向こう側へとずれ落ちる。

　さらにシーザーは煉瓦が抜けた場所に手を突っ込み、思案げな表情で中をまさぐった。

「──あったあった」

　いくばくもしないうちに、シーザーがパァっと表情を明るくさせた。続けて、突っ込んだ手で何かを引く動作を見せる。壁の向こう側からガコン、と歯車がかみ合うような音が鳴った。

「メレア、押してみなよ」

　シーザーが手を引き抜きながら、メレアに壁を押すよう促した。

　メレアは不思議がりながらもその言葉に従い、煉瓦造りの壁を軽く押す。

　すると、

「おお」

　その壁は摩擦部分から煉瓦の粉を落としながら、まるで隠された扉が開くかのように、ゆっくりと動き出した。

「こういうのがほかにもいくつかあってね。特にレーヴ＝オペラ座は昔にとてつもなく栄えたことがあったから、そのおかげでこういうものがたくさん作られている。当時ここで公演をしていた有名な役者たちのための秘密の扉さ」

「へえー！」

　メレアは隠し扉に興味津々で、その目をいつも以上に輝かせていた。その爛らん々らんとした輝きを見た魔王たちは、「またいつものか」とそれぞれに苦笑を浮かべたり微笑を浮かべたりしている。

「と、いうわけで、今日は特別にこの裏口を使っていいよ。でも、場所がバレるとあとあと面倒だから、さっきも言ったとおり一応秘密にしておいてね？」

　シーザーが両手を合わせて懇願するように言った。腰を低くする動作にグラデーションのある長い髪が揺れる。

「もちろん。なにからなにまで面倒を見てもらってすまないね」

　メレアは笑顔で答えた。

「はは、これもお近づきの印さ。実はボクもメレアたちに会えて嬉しいんだよ。キミたちはなんだか──ボクには抱けないいろいろな可能性を持っていそうで、こんなボクにも不思議な楽しさを感じさせてくれる」

「可能性？」

　シーザーの遠回しな表現を聞いて、隠し扉をくぐろうとしていたメレアは振り向いた。

「アハハ、ちょっと表現が遠回しすぎたかな。まあ、次にもう一度ゆっくりできるときにでもくわしく話すよ」

　しかしシーザーは両手を胸の前で振って、「なんでもないんだ」と自分の言葉をはぐらかした。メレアはシーザーの様子に首をかしげながらも、シーザーがそれ以上踏み込んで欲しくなさそうなことにも気づいて、大人しく隠し扉をくぐることにする。

　ほかの魔王たちも、メレアに続いて扉をくぐっていった。

「──あ、シラディス。あんまり天井が高くないから気をつけてね。頭をぶつけそうだ」

　何人かがその隠し扉をくぐったあとで、中からメレアの声が響いた。ちょうど全身鎧よろい姿のシラディスが裏口をくぐろうとしていたときだ。

「あっ。……遅かった、みたい」

　ガン、と。派手な音がその場に響いた。シラディスの後ろに立っていたアイズが、目の前で扉の上枠に思いっきり頭突きをかましたシラディスを見てメレアに知らせる。

「次からはもっと早く気づけるように努力する……」

「というかシラディスも自分で気づけよ……」

　扉の内側から、呆あきれたようなサルマーンの声が響いた。




　全員が隠し扉をくぐったあと、シーザーが扉を再び閉めるのを待って、一行は先へ進んだ。

　薄暗い通路を歩き、劇場のための小道具が重ね置かれた部屋を過ぎ去り、ついに広々とした場所へ到着する。

「これが──」

　そこは劇場だった。

　メレアは感嘆のあまり出てこない言葉を息に変えて、周囲を見渡す。

　──広い。

　派手な紅幕が垂れ下がった舞台を中心として、扇状に観客席が広がっている。それは階段状に上っていき、ある高さまで上ると今度は上階席へと続いていた。そちらは下の客席よりも豪ごう奢しやだ。バルコニーのように高い位置に設置されている上階席は、複数人のためのグループ席のようでもある。彫刻の入った小さな丸い机が置かれていた。

「これはこれで、それのみで芸術品のようでもあるとボクは常々思っているんだ」

「俺もそう思うよ」

　シーザーもメレアと同じようにその景色を見渡していた。

「……さて。ここは中段席だから、もうちょっと前の方に行こうか。たしか前の方にも隠れやすい場所があったはずだ。案内できるのであれば上階席でもよかったんだけど、あいにく今日は諸事情で閉まっていてね。人が多いこういうときにこそ必要なんだけど」

　シーザーがやれやれと肩をすくめる。

「ああ、それと、今日は全部自由席だからどこに座ってもいいんだけど、最初から席に座っているとほかの客に不審がられるから、椅い子すに座るのはもう少し待ってね。今に開場して娯楽に飢えた亡者たちがやってくるから、うまくその波にまぎれるように席を確保してくれたまえ」

　シーザーが芝居ぶった仕草で両腕を広げながら言う。

「なるほど。だから『隠れる』なんだな」

　メレアが悪戯いたずらっぽくシーザーに返した。

「そういうこと」

　シーザーは苦笑とともに、また肩をすくめる。

「わかった。うまくやるよ」

　メレアが仲間たちに目め配くばせをすると、彼らはそれぞれにうなずきを返した。

　そんな様子を見ながら、シーザーは最後に少し儚はかなげな微笑を浮かべて言う。

「じゃ、ボクはこれから劇場側としての仕事があるから」

「あ、そうなのか」

　メレアはシーザーの言葉に少し驚いた。てっきり一緒に観劇するものだと思っていた。

　しかし、ここまでしてくれたシーザーを困らせたくもなくて、内心で残念がりながらもメレアはすぐに答えた。

「うん、まあ、それならしょうがない。じゃあ、またあとで」

「うん、またあとで。──それではみなみなさま、ごゆるりと今こ宵よいの舞台を楽しんでいってください」

　シーザーは最後に道化師らしい口上を述べながら、流麗な一礼を見せた。

　それから、踵きびすを返し、一歩、二歩とメレアたちから遠ざかっていく。

「シーザー！」

　すると、不意にシーザーの後ろから声が掛かった。

「さっきの『可能性』の話、ちゃんとあとで聞かせてくれよ！」

　メレアの声だった。

　シーザーはその声を聞き、しかし振り向きはしない。

　片手を肩の上にまであげて、ひらひらと振って見せる。

　シーザーはそうやってメレアの声に応こたえたあと、ついに舞台側の扉の奥へと消えていった。




「喋しやべりすぎたボクもボクだけど、キミはキミでひどく勘がいいね。あの金の亡者がキミを慕う理由が少しわかった気がするよ。……もし本当に、もう一度会うことができれば、そのときは話そう。──約束だ」

　舞台裏の片隅で、振り向けなかった道化師の意味深な言葉がぽつりとこぼれる。

　その言葉は誰に届くでもなく、外から響いてくる観劇者たちの喧けん騒そうに人知れずかき消された。





◆◆◆






　メレアたちがシーザーと別れてまもなく、劇場に巨人が足踏みをしているのではないかと錯覚するほどの震動が走った。

「ははっ、きやがった」

　サルマーンが口角をあげて言った。やがて、劇場内の通路から床を硬い靴で小気味よく打ち鳴らす音が響いて来る。昂たかぶった人の声が遅れて混じった。

　最初に劇場に走った震動は、我先にと良いい席を求める娯楽の亡者たちがレーヴ＝オペラ座の正面入口を一斉に突破したがゆえの震動だった。

「変に緊張してくるな、これ」

　サルマーンに続いてメレアが苦笑をしながら声をあげる。

「ホント、はぐれないようにね？」

　さらにメレアは、仲間たちの顔をぐるりと見回した。そう気遣うメレアの方が、むしろ慣れないタイプの戦に少し緊張しているようだ。

「こういうとき、実はメレア様が一番にはぐれそうでメイドとして今から肝きもが冷えます」

「メレア、露店のときも、一番きょろきょろして危なっかしかった」

　そんなメレアに、マリーザとシラディスがなにげなく指摘する。

「メレア、迷子？」「超迷子？」

　駄目押しに双子が首をかしげながらメレアを見上げた。

「ああ、これなら心配はないな……」

　むしろほかの魔王たちはメレアよりも余裕のある笑みを浮かべている。メレアは彼女たちの声を受けて、苦笑を深めながらため息をついた。




　しばらくすると、舞台正面の扉が大きな音を立てて開いた。メレアたちが隠れている場所からはまだ少し遠い。

　扉が開くと、すぐに向こう側から紳士風の男たちがなだれ込んでくる。みながみなぴしりとした礼服タキシードを着ているが、息を切らしながらきょろきょろと良席を探しているさまを見るとあまり高貴さは感じられない。

「それじゃあ、彼らがもう少しなだれ込んで来たらなに食わぬ顔でそのへんに座ろう」

　メレアが身を低くして近場の座席の陰に隠れながら言った。

　魔王たちはそれにうなずき、同じく身を低くする。

　ややあって、最初の紳士風の男たちが広間の中ほどまで到達した。彼らの後ろには途切れなく人の列が続いていて、すでに劇場の後ろ半分はすさまじい熱気に覆われている。正面の扉付近が人でいっぱいになりはじめた頃ころ、今度はメレアたちの近くの扉からも音が聞こえてきた。

　──そろそろか。

　メレアはその音を誰よりも早く聞きつけ、ついに決心する。

「行こう、もうバレやしない」

　これだけ人が劇場に入ってくれば、もう席を確保しに走っても不自然なところはあるまい。

「よっしゃ！　椅子を確保だ！　おいてかれんなよ！」

「おー！」「あーっ！　おねーちゃん待ってよー！」

　メレアの合図を受けて、最初にサルマーンが飛びだした。それにつられるようにサルマーンの両隣で待機していた双子たちも飛びだす。

　──熱気にあてられたかな。

　どことなく声が昂ぶっているサルマーンを見て、メレアは苦笑とともに内心で思った。

　それからメレアはサルマーンについていった双子の方を見る。

「みんなはやいよー！」

　妹のミィナが少し遅れている。サルマーンと姉のリィナを必死で追いながらも、どこかおろおろとした様子だ。顔には少し泣きそうな色があった。

「おいで、ミィナ」

　メレアはサルマーンに一歩遅れて前に飛びだし、そんなミィナに手を伸ばした。

「メレアーっ！　サルもおねーちゃんもはやいのー！」

「大丈夫だ」

　メレアの伸ばした手にミィナが身体からだごと飛びついてくる。メレアはミィナに優しく声を掛けながらその白く小さな手を取って、一気に抱き寄せた。さらに近場の座席の背もたれを足場にして──

　一気に跳躍する。

「あの人、なんだかんだで自分もこういうお祭りムードにノせられやすいことに気づいているのでしょうか……」

　メレアの跳躍は思いのほか勢いがあった。まるで鳥のように、メレアの身体がミィナを抱えたままふわりと跳びあがる。メレアが足場にした座席のあたりでマリーザが額を押さえていた。

「苦労の多いメイドの心中を察するよ」

　そんなマリーザの肩を隣にいたエルマが苦笑して叩たたく。

　その間にもメレアの身体は放物線を描いて劇場の空間を舞っていく。

「お、おまっ、跳ぶのはずりぃぞ！」

　ついにメレアが着地した。ちょうど前列席の中央。少し遅れてその場にやってきたサルマーンが声をあげる。

「そんなルールはありません」

「そう言いながらも心の中で『やべえ、跳びすぎた』とか思ってね？」

「……少し」

「だよな。──まあいいや、ほら、お前らはここに座ってろ」

　二人はまったく同じ動きでリィナとミィナを中央の座席に座らせた。それから二人を挟み込むようにして自分たちも座り、ほかの仲間たちの姿を捜す。

「ここか？」

　すると、まもなくエルマがその場にやってきて二人に訊たずねた。

「うん。リィナたちを真ん中に。あとアイズも中央寄りで。〈剣エメリー〉の面めん子つはできるだけ外側に固まろう」

「わかった」

　短くやり取りをして、エルマが再度動き出す。わずかに遅れてやってきたシラディスとアイズを手招きし、リィナとミィナの後ろの席に座らせた。

　アイズはエルマの導きに応じ、すばやく座席に身を沈み込ませる。さらにその隣にシラディスがでんと座り込み、逆側にエルマが座った。

「ん？　そういえばマリーザはどうした？」

　そこで、いまさらながらマリーザの姿が見えないことに気づいて、エルマはもう一度腰をあげる。

「わたくしはこちらです」

　後ろからの声。マリーザはいつの間にかアイズの後ろの席に座っていた。

　全員の様子が後ろから窺うかがえる位置で、なによりアイズの後背を守るような位置取り。

　なに食わぬ顔で完かん璧ぺきな位置を確保しているマリーザを見て、エルマは少し疲れたように言った。

「本当にお前は抜かりがないな……」

「わたくしはメレア様とアイズ様のメイドですから」

「その答えで納得できる私もたぶんどうかしているのだろう……」

　最後にそう付け加えて、エルマも座席に身を沈み込ませた。

　それから数秒もしないうちにメレアたちの周りに続々とほかの観客が集まってくる。

　遅れてやってきた熱気が、瞬く間にその席の周囲を覆い尽くした。




　ミィナとリィナがさきほどのことでぎゃあぎゃあと言い合っている声と、周りの観客のそわそわとした衣きぬ擦ずれの音。そして口々に〈魅惑の女王〉がいかにすばらしいかを語る芸術評論家たちの話を耳に捉とらえながら、メレアたちは劇がはじまるのを待っていた。

　──本当にいい位置だな。

　メレアは姉が自分を置いていったことに対してぶつぶつと文句を言っているミィナの頭を撫なでてやりながら、舞台の方を見る。

　──ちょっとだけ舞台裏も見えそうだ。

　少し首を伸ばせば、ほんの少しだけ舞台の垂れ幕の奥が見通せそうだった。

　こういうところへ来ると、表からでは見えない裏側の事情にも興味が湧いてくるのは、自分が粋いきというものを理解していないからだろうか。

　自分の身のうちにある好奇心は、その節操のなさゆえに少し無粋だ。

　──いやいや、気になるものはしょうがない。探究心は大事だ。

　そうやって無理やりに自分を納得させつつ、メレアは今か今かと舞台のはじまりを待った。

　そして、ついに。──劇場の明かりが落ちた。

　高い天井のてっぺんで劇場全体を照らしていた術式灯が、ふっと消える。

　代わりに、舞台を照らす妖あやしい灯あかりがぽっと灯ともった。

　光の境界線で客席と舞台が区切られる。

　──へえ。

　メレアはその巧みな照明の作用に、見事に誘導されていることを実感した。その感覚はけっして悪いものではない。これから舞台上でなにが起こるのだろうかと期待させてくれる。

　それからしばらくして、舞台の上にとある女が現れた。

　その女が姿を現した瞬間、劇場の空気が止まり、そして──

「──!!」

　一気に弾はじけた。

　観客たちの反応でメレアは知る。

　その女が〈魅惑の女王〉であることを。

　そしてその女の容姿をまじまじと見て、

「あれは──」

　彼女が昨日助けた宝石のような髪を持った美女であることを、知った。
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　メレアは最初、二つの理由から言葉を失った。

　あの虹色石オパールのような独特の美髪を持った彼女が、まさか〈魅惑の女王〉本人だとは思わなかったという理由が一つ。

　そして、

「──綺き麗れい」

　ふと、後ろの席に座るアイズの声が聞こえた。

「──ああ、綺麗だ」

　メレアが言葉を失ったもう一つの理由が、まさしくアイズの言葉に表れていた。

　ただただ、美しかった。

　それが同じ人間であることを疑いかねないほどに。

　華麗な衣装に身を包み、舞うのみで軌跡を輝きに彩るあの水色掛かった髪。動きの一つ一つに無駄がないどころか、むしろその無駄な動きさえも求めずにはいられない。もっとその身体が動けば、なにか美しいものを見せてくれるのではないか。細く長い四肢の揺らめきに、憧どう憬けいを抱く。

「ありゃあ、魔性だ」

「ハハッ、サルマーンが言うならよっぽどだな」

　メレアは笑いながらサルマーンに言った。

　と、そのあたりでついに、舞台上の〈魅惑の女王〉が口を開く。

「ようこそ、レーヴ＝オペラ座へ」

　耳をとろけさせるような美声が、劇場を包み込んだ。

「わたくし、本日の歌劇を演じさせていただきます、〈ジュリアナ・ヴェ・ローナ〉と申します」

　その言葉のあと、劇場の天井を突き破らんばかりの歓声があがった。

「──ありがとうございます。さて、みなさま、もうしばらくお待ちください。もう二分刻ほどで歌劇がはじまります」

〈魅惑の女王〉──ジュリアナ・ヴェ・ローナは観客たちの歓声に恥ずかしがるように頰ほほを染めつつ、ほのかな笑みを見せて言った。妖よう艶えんな美び貌ぼうを持ちながらも、その清せい楚そな仕草が不思議と似合う。

「今回の歌劇は、少し趣向を凝らせていただきました。まず、題目は『迷夢の魔王人形』と言います」

　直後、劇場にどよめきが走る。

『聞いたことのない演目だ』

『新しい劇作家の作品か？』

　メレアの近場にいた観客たちから次々と声があがった。

「みなさまがご存じないのも無理はありません。この題目は、ここで初めて演じられるものです」

　どよめきの理由。

「記念すべき一回目を演じられることに、わたくし自身感動を禁じ得ません。そしてみなさまのご予想のとおり、この演劇の結末はまだ誰も知らないということになります」

　芸術に造ぞう詣けいの深いヴァージリアの住人たちは、当然ながらあらかたの歌劇演目にもくわしい。それは結末がわかってしまうということにも繫つながるが、しかし歌劇のよさは物語に対する不知の高揚感のみにはない。同じ演目でも、演じる者や演じる場所、それぞれに違う趣向がある。

　しかし、今回は一番わかりやすい高揚があった。

　まったく知らない。

「この『迷夢の魔王人形』が喜劇であるのか悲劇であるのか。それは本日、みなさまがその目でその耳で、その五感で、判断してくだされば幸いと存じます」

　ジュリアナはそう締めくくった。

「それでは、今しばらくお待ちください」

　そして彼女は再び舞台の袖そでへと消えていく。

　劇場の灯あかりは暗いまま。

　観客は劇のはじまりまで今か今かと待つ。

　いつ劇がはじまっても大丈夫なように、観客たちの声もひそひそ声へと変わった。

　しかし、そんな劇場の中で、とある一角だけが、妙に緊張した空気を漂わせていた。

「──迷夢の、魔王人形」

　メレアたちはその演目に、並々ならぬしがらみを感じずにはいられなかった。
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「ジュリアナ、いけそうかい」

「はい。全員が私を見てくださるなら、どうにかなるでしょう」

「じゃあ、大丈夫だね。この劇場でキミを見ない者はいない。それに今回は未知の演目だ。観客たちは一挙手一投足、キミの動きを窺うだろう。彼らは新たな芸術の一番の論評者になるべく、その栄誉のためにキミを血眼になって見つめる」

「……」

　劇場の観客たちが今か今かと舞台のはじまりを待っている裏側で、二つの声が響いていた。

「……あなたはどうするのですか、シーザー」

「ボク？　ボクは──」

　道化師と魅惑の女王。

　二人の間には五歩ほどの距離があった。

　詰めようと思えば詰められそうで、しかし容易には詰められない距離。

「ボクは、見届ける必要がある」

「なにを」

「キミの行いの結末と、キミの行き着く先と、とある友人たちの行く末を」

「友人？」

「そう、珍しいことに、ボクにも最近友達ができたんだ」

　シーザーは剽ひよう軽きんぶって両腕を広げながら言った。

「そんな彼らが、今日この劇場に来ている」

「っ！　それでは！」

「そう、キミに魅了される」

「その方たちはあなたの友人なのでしょう!?」

　それまでの悲しげな様相から一転し、ジュリアナは肩を怒いからせてシーザーに抗議していた。

「いいんだ。友達ごっこはここでおしまいさ。もともとボクに友達なんて重荷だった」

「でも今、あなたは自分から友人と──」

「嗚あ呼あ、やめてくれ」

　シーザーはジュリアナの言葉を片手でさえぎった。珍しくその顔には心底困ったような表情が乗っている。

「実のところボクも自分のことがよくわからなくなっているんだ。でも確実に言えることもある。──ボクにはこうすることが必要だった」

「友人を、サイサリスの生いけ贄にえに捧ささげることがですか」

　ジュリアナはまだ食い下がった。断固とした思いが彼女の声と表情に表れている。

　そんなジュリアナに対し、シーザーはややカっとなったふうに返した。

「まだそうと決まったわけじゃない」

　その言葉は、シーザーにとって最初で最後の本音の漏れであった。

　その一言が、ジュリアナになにかを悟らせた。

「……わかりました。あなたもそうやって苦しんでいるのですね。どうすることもできない状況と、それでもどうにかしようとしている己の意志との狭はざ間まで」

「そんな格好の良いいものじゃないよ、ボクのは。ボクはただ意地を張っているだけだ」

「ですが、その意地は誰かのための意地でしょう？」

「……そんなたいそうなものじゃない」

「今言いたくないなら、言わなくても構いません。ですが、どうしようもなくなって壊れてしまうくらいなら、その前に私に言ってください」

　ジュリアナはいつの間にかシーザーの手を取っていた。五歩という距離が、いつの間にか消えている。シーザーはジュリアナの視線を受けて、しかしすぐにそのまっすぐな目から視線をそらした。

「キミは人の心配をするよりまず自分の心配をした方がいい。今回の劇がどういう結末で終わるのかまだわからないけれど、いずれにせよキミの周りはまた大きく動き出す。その中でキミは自分の意志が大きな流れに巻き込まれて消えてしまわないように、ちゃんと気を張っておくべきだ。自分のことだけを考えて、自分にとって最善だと思う道を選ぶといい。……最後の可能性の種は、蒔まいておいた」

　最後の最後に、シーザーは意味深な言葉を残してジュリアナの手を振りほどいた。

　ジュリアナはその言葉をかみしめながら、シーザーの姿が暗くら闇やみに消えていくのを見る。

　潤んだ瞳ひとみで、されど強い意志の光を宿して、最後まで──見ていた。
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　そして歌劇の幕があがった。

　それは長い夜のはじまりでもあった。




『迷夢の魔王人形』という演目は、今から数百年前が舞台となっていた。

　最初に、かの有名な〈魔王〉、〈人形王〉ジューダス・ベルベットが出てくる。

　演じているのは背の高い男だった。

「私も、この私の作った人形のように永遠に風化しない傑作のまま生きられたらいいのに──！」

〈人形王〉はまず独白をした。

　彼はとある国を救った英雄だった。

　人形王は自分の生み出した実に精巧な、本物の人間のような人形を従えてある悪徳の魔王を討った。だがそれからしばらくあと、彼の身体からだは病に冒される。気づけば死ぬ寸前であった。

「こんな不完全な身体など！」

　人形王はそのことを嘆いた。彼は自分も朽ちぬ人形のように、病に冒されぬ人形のようになれればいいのにと、一人荒野で嘆く。

　そこで、舞台の袖からついにジュリアナが現れた。

　白いドレスを着た美しい人間。

　否──それは人形であった。

「この白磁の陶器のような肌、宝石のような髪、一片の乱れすらない完かん璧ぺきな造形！　いっそのこと私はお前が憎らしい！」

　人形王は自分の作った人形をいつしか憎むようになっていた。

　そうして、その叫びを最後に人形王は荒野に倒れる。

　病に殺された瞬間だった。

「嗚呼、主あるじ様──」

　残された人形王の人形は、主の死を嘆いて膝ひざをつく。悲嘆にくれる彼女の姿もまた、触れることの敵かなわない完璧な美の結晶で在り続けた。




　残された人形王の人形は、それから百年以上もの間生き続けた。

　人間のようでありながら、人間として肝心の部分が抜け落ちている人形は、その老いない身体のせいもあり人々に恐れられるようになる。

　人形は人目を避けて暮らすようになった。

　それからさらに数年が経たって、ある日人形はとある人間と出会う。

　その人間はさる国家の王子であった。

「あなたを捜していた！　この世でもっとも美しいあなたを！」

　彼は、なによりも美しい人形の噂うわさを聞いて彼女を追ってきた物好きな王子であった。

　曰いわく、あなたと婚儀をあげたい、と。

　彼は人形が老いないことを気にしない、少し変わった王子でもあった。

　人形は自分に意味を与えてくれる王子を次の主人として慕うことにした。

　やがて、人形は王子と結婚をする。

　それからしばらくして──

　今度は戦争が起こった。

　王子は王になり、子こそいなかったが順風満帆な生活を送っていた。

　だが、戦の惨禍はそのすべてを奪っていく。




　最終的に、王子の国は滅びる。




　もともと王子を除けば、歳としをとらない人形は人々に気味悪がられていた。

　そうして積み重なった恐れが、戦争で王子もろとも国が滅びたときについに人形への敵対心に転化する。

『お前がこなければ王は死ななかった』

『お前がいなければ国は滅びなかった』

　一説に、他国の王がその人形の美び貌ぼうに魅みせられて王子の国を攻め立てた、という噂があった。

　それがまた、人形に対する悪感の根源となった。

　そして人形は最終的に──

〈魔王〉と呼ばれるようになる。

　英雄の造り出した神器は魔器になった。

　長い時を老いずに過ごしてきた人形には、このときかぎりなく人間に近い感情が芽生えていた。

　ゆえに、人形はひどく悲しんだ。

　自分に意味を与えてくれた王子が死に、民たちにも追い立てられ、行くあてもなくなる。

　最終的に人形は深い森の中へ逃げ込んだ。

　森の中の透き通るように綺き麗れいな湖に向かい、そこで人形はただひたすらに歌を歌った。

　嘆き。哀かなしみ。ときには絞り出すような嬉き々きを乗せて。

　人形は森の生物や目に見えぬ精霊に囲まれて、ただずっと歌い続けた。
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　ジュリアナの扮ふんする人形の歌は、おそろしく耳に残る歌だった。

　耳の中にするりと撫なで入いってきては、脳裏にまでやってきて強烈なゆさぶりを掛けてくる。頭の中に手を入れられ、時に激しく、時に優しく愛あい撫ぶされるかのようだった。

　そしてまた湖の傍そばで膝をついて歌うさまを演じるジュリアナの身振り手振りも、視覚に心地よさを誘発させる。大きな動きではないのに、そのなめらかさに魅入ってしまう。

　メレアは、ジュリアナの手がなぞる空間に水色の光る線が描かれていくのを見た。

　それからふと、ジュリアナが客席の方を向いたことに気づく。

　メレアがとある異変を感じ取ったのはそのときだった。

「──」

　色。水色。

　彼女の動きにまとわりついていた輝きが、もっとも濃くその眼に表れていた。彼女の眼めのもともとの色を考慮しても、それは違和感を覚えるほどの光だ。

　直後、観客をなぞっていたジュリアナの視線がメレアの視線と交差する。

　その瞬間メレアは彼女の瞳の中にあきらかに普通ではない発光と──

　──っ。

　術式陣を見た。

　次いで、メレアは自分の視界が白く滲にじんでいくことに気づく。

　じっとりとなにかが精神に入り込んでくる感覚。

　それからだんだんとその心地よい白色に身を委ゆだねたくなった。

　──まずい。

　世界が白く染まる。

　それが危うい状態であることを頭の隅で警笛が知らせている。だがその音はひどく小さい。その音すらも最後には白色に覆われて──

　そしてレーヴ＝オペラ座は静寂に包まれた。




「ごめんなさい……」

　すべての観客が眠りこけるようにそれぞれの席上で頭こうべを垂れている中、舞台上の女王が涙を流しながら誰かに謝った。








第四幕　【展開】









〈魅み魔まの魔眼〉。

　眼を見た者の意識に直接的に干渉する力を持つ、ジュリアナの魔王としての力であった。

　今回観客にかけたのは、簡単に言うと『催眠』のようなものだ。術式効果自体はさほど強力なものではなく、外部からの衝撃で解ける可能性もある。

　だが、それはそれで別段構わない。

　このあとに行われる処置の間だけ眠っていてくれれば、すべて問題がない。

　これからここにいる者たちに、〈サイサリス教団〉がある暗示をかける算段だった。

「っ──」

　彼らには、教化に向いたいくつかの術式があるという。それを万全の状態でかけるためには、こうして意識を奪っておくことが肝要であるらしい。

「嗚あ呼あ──」

　自分の劇を慕ってくれた人々を、そうやってサイサリスの魔の手の前に差し出すのは、ジュリアナに自分に対する吐き気を催させた。──きっと自分は、救いがたいことをしている。

「ごめんなさい」

　だが、生きるためにはそうするしかなかった。

　これが今一番、自分の生存を保障してくれる方法なのだ。

「どうか、私を憎んでください」

　ジュリアナは劇場の裏の方からサイサリス教団の信者たちがやってきた足音を聞く。

「私は、卑ひ怯きような女なのです」

　死んでしまえれば楽かもしれない。そう思うときもあった。

「私は、生きるためにあなた方をサイサリスに差し出しました」

　生きたかった。自分の夢を叶かなえるために、まだ生きていたかった。

　自分には歌と踊りしかないけれど、本当はこの歌と踊りで誰かを──楽しませたかったのだ。

　それが絶望している誰かにとっての救いになれば、本望だった。

「けれど、私の夢は矛盾している」

　あの時計塔の上で白髪の青年と話したとき、お互いに自覚した矛盾。その夢に命を懸けている自負がある一方で、死んでしまってはその夢を叶えられなくなるというジレンマ。

「結果、私は誰も救えていない。それどころか……」

　再び涙がこぼれた。どうしようもない葛かつ藤とうが身体の節々を蝕むしばんで、小刻みに震わせる。そうして視線を落として待っていると、ついに舞台裏からサイサリス教団の白装束たちがやってきた。

「──すばらしい」

　彼らは上ずった声で、まず最初にそう言った。その声の上ずりが生々しくて、またジュリアナは吐き気を催す。

「惜しいな。これが同じ人間に何度も使える力であれば世界を牛耳ることすらたやすいというのに。……まあ、さすがにそれは神が許さぬか。所しよ詮せん魔王は魔王だ。怪物が世界の上に立つことは許されない」

　ジュリアナは誰かに肩を叩たたかれた。まだ視線を落としているため誰が叩いたかはわからない。もはや誰でもよかった。

「さて、時間も惜しい。早めに術式を刻もう。ジュリアナ、貴様は近場にいると落ち着かん。舞台裏に下がっていろ。今回のことはしっかりと上に報告する。これで貴様の命はしばらく安泰だ」

　もう安泰などどうでもいい。そのためにやったことなのに自棄やけになるあまりそんなことを考えてしまう。

「……わかりました」

　ジュリアナは目を伏せたまま立ち上がって踵きびすを返した。表舞台に出てくるサイサリスの信者たちと入れ替わりに、舞台裏に下がっていく。

　彼女からは悄しよう然ぜんとした空気こそ漏れはしても、声の一つもあがることはなかった。




　結局、ジュリアナは最後まで気づかなかった。

　その日のレーヴ＝オペラ座にあの時計塔で話をした白髪の青年がやってきていたことに。

　そしてさきほどまでほかの客と同じように頭を垂れていたその白髪の青年の姿が──




　いつの間にか消えていたことに。





◆◆◆






〈錬れん金きん王おう〉シャウ・ジュール・シャーウッドは、一人レーヴ＝オペラ座近くのカフェで誰かを待っていた。

　片手に陶器製のカップをつまみ、ときおりそれを口元に持ってきては中に入っている赤茶色の液体を流し込む。もう一方の手は目の前の小さな円卓に乗せて、その上に広げていた何枚かの薄い植物紙を押さえていた。

「ふむ、まずまずですね」

　それがカップの中の紅茶に対する評価なのか、机の上の植物紙に描かれた内容に対する評価なのか、いまいち判別はつかない。

　するとしばらくして、シャウのもとに一人の人物がやってきた。

「終わったよ、金の亡者」

　その人物は華美な衣装を身に纏まとっていた。

「そうですか」

　かの道化師──シーザーである。

「賭かけはボクの勝ちだ」

　シーザーは硬い表情でシャウの正面に立ち、それからいくばくかの間沈黙する。

　二人以外に客はおらず、その状況を不審に思う者もいなかった。
















　シャウはシーザーの言葉を受けてもまるで動じず、また一口、カップの中の紅茶を胃に流し込む。視線はまだ机の上の植物紙に向いたままで、シーザーを一いち瞥べつすらしなかった。

　すると、シャウは目の前のもう一つの椅い子すを顎あごでクイと指して、

「どうぞ」

　と、ようやくシーザーに座るよう促した。

「いまさら座って話すことなんて……」

　シャウの促しにシーザーは眉まゆをひそめる。

「いいから座りなさい」

　しかし、シャウのぴしりとした一言に、結局はしぶしぶと従って座り込んだ。

「それで？」

　シャウはついに白磁のカップを机の上において、視線をシーザーに向ける。

「何度も言うけど、ボクの勝ちだよ。キミと交わした約束もナシだ」

　シーザーは肩をすくめて言った。

「キミの目は節穴だった。彼はキミが言うほどの人物ではなかった。たしかに彼は普通の人間とは違う。大きなことをなせる人間だろう。でも時代の波には勝てなかった。彼は今の国家というものが作り出す大きな波の中では溺おぼれるしかなかった。これが結果だ」

「ふむ」

　シャウはこともなげに小さくうなずく。

「だからキミたちには彼女を任せられない。キミたちが彼女をそうした大きなものから守れるほどに強いのなら、秘密裏に彼女を託してもよかった。ボクは彼女に、よりよく生きて欲しいから」

「ハハ、シーザー、あなたは相変わらず人情に厚あつすぎる。あなたがかねてよりそのどうしようもない衝動に振り回されているさまは知っていますが、まったく変わりがないようで安心しました」

「──うるさい」

「大雨の日にいつも捨て犬を拾ってくるのはあなたでしたから」

「昔の話を持ち出すな。今と昔は違うだろう」

「いいえ、今も昔も同じです。──お互い、同じですよ」

　シャウは小さく笑ってまた紅茶のカップに手を伸ばす。

　しかしシーザーがそれを先に取ってシャウから遠ざけた。

「そうやって余裕ぶるのはやめなよ。キミは昔からそうだ。あのときだって──キミの故郷がなくなったときだって、キミは涙一つ流さな──」

「私の一族は滅ぶべくして滅びた。私の国も亡ほろぶべくして亡びた。だから必要以上に動揺する必要はなかった。それだけです」

　不意にシャウの目の中にそれまでとは一線を画す鋭い光が宿った。普段はあまり見せないような硬い表情。しかし、すぐにその表情は消える。

「キミはどこで泣いているんだい、〈エヴァンス〉。──いや、今はシャウ・ジュール・シャーウッドか」

「どこででも。あるいは、今この場所でなら少しは泣きやすいかもしれませんね。たぶん彼は私が寄り掛かっても大丈夫な人間でしょうから」

「違う、彼もまたジュリアナの眼めに堕おちた」

「なるほど、やはり精神に感応するタイプの魔眼でしたか」

「……そうだよ」

　シャウが笑みを浮かべて言うと、シーザーが観念するように答えた。

「とにかく、これでキミの願いも潰ついえた。また出直すといい。キミだけならまだ逃げられる」

　シーザーは再び神妙な面持ちで言う。

　するとシャウは、

「ハッ」

　それを鼻で笑った。

「私が逃げる？　──ない。この場においてその選択はありえません。私は金の亡者ですが、そんな私にだってある程度の意地がある。私は自分でも驚くことに、生きていて一度だけ誰かに命を預けてもいいと思ったことがあります。とても最近の出来事がきっかけでして」

　唐突にそんな話をはじめたシャウに、シーザーは怪け訝げんな表情を返した。

「まあ、お聞きなさい。──その男は私にできなかったことをしてしまいました」

「どんな？　キミが金をつぎ込んでできないこととなれば、結構限られてくると思うけど」

「簡単なことです」

　シャウは笑みのまま言葉を切って、もったいぶったように一息を置いてから言った。

「かのムーゼッグ王国を、ほとんどその身一つで圧倒したのです」

「──おとぎ話でもありえないね」

　シーザーは両手を投げ出した。

「しかも、その場には〈セリアス・ブラッド・ムーゼッグ〉もいました」

「ああ、あの噂うわさの天才児。時代の寵ちよう児じというのもまたよく言ったものだよね。時代は人が作り出すものなのに、まるで神に愛されているとでも言わんばかり。彼を寵児にしているのが自分たちであることを民衆は理解していない」

「ですが、そう形容されてもおかしくないほどにアレは天賦の才を持っていた。人の憧あこがれの集約と言ってもいいくらいに」

「……まるで実際にその戦いぶりを見たかのような口ぶりだね」

「見ましたよ？　正直、アレの正面には私も立ちたくないですね。まあ、私がさっきいった誰かに命を預けるのと同じくらい、アレに対してもいくつかの思いを抱いてはいます」

「ねえ、いい加減もったいぶった言い方はやめてよ。さっきから話がつかめない」

「バカですねえ。すごくわかりやすいじゃないですか。あなただって知っているでしょう？　いくらか前にレミューゼの近くでムーゼッグが撤退したという噂を。〈ザイナス荒野〉での話です」

　シーザーはそこでようやくなにかに気づいた。

「あなた、あれがレミューゼのくたびれた軍事力と、かろうじて間に合った〈三ツ国〉の戦力のみによって引き起こされたものだと本当に信じているのですか？」

　シャウは先ほどのシーザーの仕草を真ま似ねるように、両手を投げ出して言った。

「それこそありえない。あの戦は彼らがまともにやりあって勝てるようなものではなかった。ムーゼッグには赤い鱗うろこの成体地竜までいたというのに」

「たしかに、真っ二つに割れた気味の悪い地竜の死体があったって噂は聞いたけど……」

「あれをやったの、彼ですよ」

「……は？」

　シーザーは大口をあけて首を傾かしげた。

「だから、それをやったのはあの白い髪の彼ですよ。しかも彼、〈三ツ国〉が増援に来るまでたった一人で戦況を三十分近く支えていましてね」

「冗談を言っているの？」

「私はこういうところで冗談を言うの、あんまり柄じゃないんですけど」

「信じられない」

「まあ、私もこう言っておきながらそうなるのもわかります。しかし、事実です。この私が命を預けてもいいと思ったという言葉の意味をよくよく考えて、それを根拠にしていただけると助かります」

「仮にそれをやれるなら彼はもう人間じゃない。──怪物だ」

「あながち間違ってはいないでしょう。戦場における彼はムーゼッグに〈魔ま神じん〉と呼ばれました」

　そこでわずかの間があった。

　静寂が空気をなでる。

　しかし幾秒かしたのち、ある変化が二人のもとを訪れた。

　カフェの入口の方から足音がする。

　それは足早に二人に近づいてきて、ついに姿を現した。

「よう、金の亡者。シーザーも一緒か」

〈拳けん帝てい〉サルマーン。

　さらさらとした砂色髪を揺らす青年の姿が、そこにあった。

「──噓うそだ」

「あ？　噓ってなにがよ」

　振り向き、サルマーンの姿を仰ぎ見たシーザーは、愕がく然ぜんとした様子で顔を凍らせる。

　対するサルマーンは片眉をあげて、「なに言ってんだこいつ」と首をかしげた。

「やあやあ、災難でしたね、サルくん」

　そこで、シャウが満面の笑みで片手をあげながらサルマーンに言った。

　その声に気づいたサルマーンは大きなため息をついて──直後、一転して鋭い表情を浮かべた。

「てめえにはいろいろと話がある。裏でなんかしてやがったな」

　サルマーンがシャウに詰め寄ってその胸倉をつかんだ。

「ええ、ええ、まあ──少しだけ？」

　シャウは胸倉をつかまれたまま、笑みを崩さずに親指と人差し指を曲げて「ちょっと」という仕草を見せた。




「はあ。……あんときか。一番最初の夜、芸術都市に来てすぐの夜に、お前はシーザーと話してなんらかの情報とそれに準じた〈魅惑の女王〉へ近づく方策を思いついた」

　サルマーンはいったんシャウから顔を離して、自分の考えを口にする。

「んで、その日のうちに速攻で手を打ったな。近場にいた俺にもバレねえように、そのよすぎる手際で過激な手を」

　それでもまだシャウの胸倉は放していない。サルマーンは改めて鋭い視線でもってシャウの目を射い貫ぬき、言った。

「訊きくぞ」

　その短い言葉の持つ意味に、シャウはすでに気づいていた。ゆえに、ただゆっくりと、シャウもまた普段はあまり見せない真ま面じ目めな顔でうなずく。

　それを見たサルマーンが、ついに口を開いた。

「……失敗したときのことは、考えてたか」

「──ええ」

「あえて俺たちに今回の方策を話さなかった理由は、あるか」

「あります」

「あえてそれを言わないことで、俺たちはともかく双子やアイズを危険にさらしたことに対する罪悪感は」

「──あります」

「でもお前は、〈魔王〉を助けるためにこれが必要だと思った」

「そうです」

「ちなみに、メレアには知らせたか？」

「すべてではありませんが、可能性を示唆する程度には。メレアに今回のことを乗り越えるだけの可能性がまったくないと判断したならば、私はこの方法を取らなかった。──が」

　シャウは真面目な表情で言った。

「この程度で手こずるようなら、そもそもこれからのメレアに『可能性』なんてない。メレアがやろうとしていることは夢物語に類するものです。それを本気で達成しようとするのに、この程度のことで躓つまずいてもらっては困る。──『世界は茫ぼう漠ばくとして広く、時代は人に対し悪あく辣らつとしている』。とある悲劇作家の言葉です」

「……」

　サルマーンは表情一つ揺らさずにそう言ったシャウを、まだまっすぐに見ていた。

　まるでシャウの表情の中に言葉にならない答えを探すような、そんな仕草。

　するとサルマーンは幾秒か置いてようやく口を開いた。

「なら、もしメレアが失敗したら？　あいつは自分の道に命を懸けてるから、あいつが失敗したと認めざるを得ないようなときには、すでにあいつは死んでいるかもしれない」

　その口からずしりと重い響きを持った声が放たれる。

　その言葉にシャウは間髪容いれずに答えた。

「私も死にます」

　なんの躊躇ためらいもない、言葉。

「それが私が私自身のやり方に課す代価です。メレアが失敗したときには、私も足あ搔がくだけ足搔いて、そして死にましょう」

　シャウはふと口角をわずかにあげて言った。

「私はこういう性分ですから、それが良いいと思えば躊躇わずに今回のような手段を使います。裏でなにかをやる。ええ、それが必要ならやります。敵を騙だますために先に味方を騙す必要があるのなら、そういうこともするでしょう。ですが、だからといってそこに覚悟を持っていないわけではない。私には──」

　一拍を置いて、シャウは言った。

「これでも〈魔王連合メア＝ネサイア〉の一員であるという、矜きよう持じがある」

　そう言ったときのシャウは、一瞬すらサルマーンの目から視線を逸そらさなかった。

「それは、あの逃避行を経てレミューゼにたどり着いたとき、自分の中に芽生えた素直な思いだ。私はあなたたちほど切羽詰まってはいなかった。私には金がある。シャーウッド商会という地盤もまだ残っていた。だがそれでも、メレアというあの男についてレミューゼへ向かい、その途中途中であのバカな男の思いと行動を見ているうちに、思わず願った。──願ってしまった」

〈錬金王〉と呼ばれる男は言った。

「あの男がその望みを完遂させる瞬間を見てみたい、と」

　その目には意志があった。

「だから私は、メレア・メアという男があの無茶な逃避行を成し遂げてしまったとき、判断した」

　シャウは最後ににやりと笑う。

「この男は金と同じくらい身を捧げるにふさわしい男だと」

　その言葉を最後にシャウは口をつぐんだ。言いたいことは言ったと、そう言わんばかりの仕草だった。

　サルマーンはシャウの胸倉をつかんだまま、じっとその目を見る。

　そして──

「……はあ」

　ため息。

「お前も難儀だなぁ、シャウ」

　サルマーンはシャウの名を呼びながらその手につかんでいた胸倉を放した。

　それから顔にわずかな困惑を浮かべて、続ける。

「お前、ひねくれすぎなんだよ」

　サルマーンは片手で額を押さえて、もう片方の手でシャウを指差しながら二度目のため息をついている。

「別に俺だってお前を心底から疑ってたわけじゃねえ。こういう役割が必要なことも頭のどこかじゃ考えてた。メレアは間違いなく俺たちの中で一番意志が強いだろうが、あの意志の強さはまっすぐに前を見させておくにかぎる。ただひたすらに、求める道を前進させるために。んで、そのためにはあいつの進む道の先にある障害物をできるだけどかしておくことも必要だ」

「そうですね」

「進む方向が曲がったときに矯正するだけじゃなくて、進みやすいようにフォローするのもメレアの力に頼ろうとする俺たちがやらなきゃならねえことだ。お前はたぶん、そっちの方が性に合ってるんだな」

「かもしれません」

　シャウは屈託なく笑った。本当に珍しく見る、シャウの子どものような無邪気な笑みだった。

　サルマーンはそれを見て何度目かもわからないため息をつく。

「でもまあ、こっちはこっちでそんなお前にこういうふうに釘くぎを刺す必要があることもわかってくれよ。たぶん俺たちはこうしてそれぞれにバランスを取っていく必要があるんだ」

「わかってますよ。だからなされるがまま、あなたの問いに答えたのです。──いつも損な役回りばかりで大変ですね」

「ハッ、どの口が言うんだか」

　サルマーンはシャウの言葉を鼻で笑い飛ばす。されどその顔には楽しげな笑みが乗っていた。

「さて、んじゃてっとり早く状況を整理させろ。メレアたちは今サイサリスのやつらを追ってる。俺はお前のお守に飛ばされた。こっちにもなにか起きてないかって、メレアも心配してたぞ」

「まったく、懐が深すぎてそこに溺おぼれてしまいそうです」

「やめろやめろ、お前が言うと気持ち悪い」

「わざとですよぉ」

　やがてサルマーンは荒っぽく近場の椅い子すを持ってきて、シャウとシーザーの間に腰を下ろした。

「あの、えっと……」

　そこでようやくシーザーが声をあげる。

　シーザーは道化の化粧を剝はがさんばかりの狼狽うろたえようで、ちらちらとサルマーンとシャウの様子を窺うかがっていた。
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「シャウとリリウムの手際のよさに感謝しなくちゃな」

　シャウやサルマーンたちがレーヴ＝オペラ座近くのカフェの中で密談をしている頃ころ、メレアは後ろにマリーザとシラディスを従えて芸術都市を走っていた。

「あらかじめ言ってもらえれば、もっと安全に事を運べたとわたくしは思いますが」

　ふと、メレアの背後から声があがった。冷たく、落ち着いた音色ながら、その声音の奥底にはどこか怒ったふうな色合いが混じっている。

「マリーザからすれば少し不満だったかもね」

「少しではございません。近場にあの金の亡者がいたら脇腹の肉を削そいでおりました」

　マリーザがむすっとした表情を浮かべる。メレアはマリーザの言葉に苦笑を浮かべながら、目の前に三つ又道が現れたことに気づいて足を止めた。

「シラディス、ジュリアナの匂においはどっちから？」

　今度はシラディスの方を振り向いてメレアが訊たずねる。

「──右。こっち」

　鎧よろい姿のシラディスは、メレアの問いに即座に答え、右端の路地に足を踏み入れる。確信的な足取りはメレアたちに疑いを抱く余地を与えない。

「行こう」

　メレアがシラディスに続いた。




　メレアたちはここへ来るまでに幾人かの真っ白な装束を着た男たちとすれ違った。

　──あれが〈サイサリス教団〉の信者たちか。

『新派サイサリス』。清貧と言われた最初のサイサリス教から分派し、積極的な派閥の拡大を目指そうとしている一大勢力。

　思想の啓けい蒙もうが悪とは言わないが、メレアは彼らのやり方が現時点で嫌いだった。

　──無理やりに使わせたな。

　あの〈魅惑の女王〉、ジュリアナ・ヴェ・ローナ。彼女の涙がそのサイサリス教団の強行的な教化活動によってこぼされたものであることを、メレアはあの劇の狭はざ間まに知った。

「メレア様、どこまで追いますか」

「どこまでも。彼女を助けるまで、どこまでもだ。それと、余裕があればほかの情報も探る。今回こういう手段を取ったあいつらは、まだほかにも似たようなものを懐に抱えているかもしれない」

「そうで、ございますね」

「大丈夫、無理はしないよ」

　メレアはシラディスの示す道を一心に進みながら、マリーザを安心させるように言った。

　しかしメレアの後ろにいたマリーザの顔には、毛ほども安心した表情はなかった。
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「ああ、そういやこの状況はお前が招いたものでもあるんだよな、シーザー」

「あ、う、うん……」

　普通の着席体勢とは逆に、背もたれに抱きつくようにして持ってきた椅子に座り込んだサルマーンは、斜め下からシーザーの目を覗のぞき込んでいた。

　顔にはいぶかしげな表情があるが、シーザー自身はそれを仕方のないことだと素直に受忍している。むしろまっさきに殴られないだけマシだ。

「──半分だ」

「え？」

　ふと、サルマーンがシーザーから視線を切ってため息交じりに言った。

「いい意味と、悪い意味。今回のお前の行動は、俺たちにとって二つの意味を持った」

「いい意味？」

　まさか。悪い意味だけだろう。シーザーは心の中で言う。

　今回彼らは無防備な状態でジュリアナの魔眼にさらされた。一歩間違えればそのままサイサリス教団に心を操られていたかもしれない。どうしてここにサルマーンがいるのかいまだに理由がわからないが、その点において自分は彼らに悪いことをした。

　──それが、いい意味だなんて。

「悪い意味はお前のその申し訳なさそうな顔に表れているように、お前が俺たちをサイサリスの魔の手の傍そばに押しやったこと」

「……うん。その点には、弁解のしようもない」

　シーザーはうつむいて言う。

「だが──」

　するとサルマーンが続けた。

「逆に言えば、俺たちに近道をさせてくれたのもお前ということになる」

「近道……？」

　シーザーが首をかしげるのに合わせ、サルマーンはうなずいた。

「そうだ。俺たちは〈魔王〉を救いに来たんだからな」

　シャウと同じようなことをサルマーンは言った。しかも、シャウよりずっとまっすぐな言葉で。

　シーザーはメレアたちがやってきた最初の夜に、シャウとある会話をした。

　その中でメレアたちの目的をやや遠回しにではあるが聞いている。

　当然、最初は馬鹿げていると思ったが、いまさらになってその言葉が徐々に現実味を帯びてきたことをシーザーは感じていた。

「だから、あの〈魅惑の女王〉、ジュリアナ・ヴェ・ローナの近くに俺たちを押しやってくれたことは、一方で俺たちにとって僥ぎよう倖こうでもある。だから、結果論だが、今回はひとまず不問にしてやる」

　サルマーンは顔の横で悪感を振り払うように手を振って、シーザーに言った。

「だが、二度目はねえからな。お前がこれから俺たちの敵になるというなら、そのときはそのときだ。まあ、どこまで悪戯いたずらを許すかは俺じゃなくてメレアが決めるんだが」

　そう言ったあとで、サルマーンは再度ため息をついた。

「あいつのことだから結構許しそうだけどな」

「でしょうね」

　シャウが相あい槌づちを打つ。

「ともあれ、そういうわけだから、いったんここまでのことは水に流して次に向けた取引をしよう」

　と、サルマーンが椅子ごとずいとシーザーににじり寄った。顔には笑みがある。いつかのシャウと同じような、獲物を見つけたような笑みだ。

「取引？」

　サルマーンの言葉にシーザーは首をかしげた。

　しかし、その提案を断れない自分がいることにも、頭のどこかでは気づいていた。
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　──こういうときのあなたの無理をしないという言葉ほど、信じがたいものはございませんよ。

　マリーザは心の中でため息とともにそんな言葉を吐く。

　いまさらではある。だがそれゆえに間違いはない。

　この男が無理をする様子はもう何度も見てきた。

「メレア」

「ん？」

　と、マリーザが内心にため息をついたところで、不意にシラディスの方からメレアに声が飛んだ。

　彼女は鎧をがちゃがちゃと鳴らしながら、アイズに似たやや遠慮がちなリズムで言葉を並べる。

「さっきから、ジュリアナ以外にも、ずっと同じ匂いがする。たぶん──二人」

　シラディスは声音にわずかな緊張をともなわせて言った。

「──なるほど。やけに追いつきづらいと思ったら向こうもそうやってジュリアナを引っ張っているのか」

　メレアが答える。

「ということは、もしやわたくしたちがジュリアナを追っていることがバレたのかもしれませんね」

「……そういえば劇場の上階席がのきなみ封鎖されてたな」

「そこから見られていたのかもしれません」

　メレアの率直な予想にマリーザがすぐ同意を示した。

「なら、もっと急ごう」

「でも、位置は近いよ。あっち側」

　シラディスが再度指差しでメレアに方向を知らせる。

「よし」

　するとメレアが一気にその身を加速させた。メレアは軽業師のような身のこなしですばやく近場の建物の屋根へ登ると、そこから跳躍を重ねて飛ぶような速度でシラディスの指差した方向へ突き進んでいく。

「メレア、速いんだけど」

「節操がありませんね」

　シラディスがうんざりしたように言い、マリーザがそれにうなずきながら応こたえる。

「わたくしたちも急ぎましょう」
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「ねえ、取引をする前に一つだけ疑問を解消させて」

　シーザーはシャウとサルマーンを交互に見てから言った。

　シーザーにはまだどうしても理解できないことがある。

　なぜ、あの場で〈魅魔の魔眼〉の催眠にかけられたはずのサルマーンが、こうしてこの場にいられるのか。

「あれは初見で対応できるようなものじゃない。あの魔眼の力は通すまでが難儀だけれど、一度通ってしまえばとても強力だ」

「だろうな」

　サルマーンが「してやられたよ」と頭をかきながら言った。

「なのに、どうして──」

「シーザー、これをご覧なさい」

　すると、今度はシャウが声をあげた。シャウは机の上においてあった何枚かの紙片を指でつまんで、シーザーの眼前に垂らして見せる。

「これは？　……術式陣？」

　シーザーは言われるがまま、その紙面に視線を走らせた。その紙の上には黒のインクで複雑な幾何模様が描かれている。

「あなたの予想どおり、これは術式です。とある術式の断片とでも言いましょうか」

「これがいったいなんだと言うの」

「気づきませんか？」

　掲げた紙片の向こう側から、シャウがひょいと顔を出す。シーザーはまだシャウの言わんとするところがわからない。

「まあ、そちら側の陣営にいるあなたがこれをじっくり見ることはありませんかね」

　しかしそのシャウの言葉を聞いて、ようやくシーザーは勘付いた。

「それ、まさか」

「そう、実はこれ、かの〈魅惑の女王〉の魔眼術式です。まあ、かなり断片的なんですけどね」

　その紙に描かれた術式陣にはところどころ欠けている部分がある。大おお雑ざつ把ぱに見て術式だとはわかるものの、場所によっては大きく削れている箇所もあって、完成図は予想できない。

「こんなものどこで……」

「うちには優秀な情報収集員がいましてね。ついでにその情報を的確に補完する頭脳も持っていたりします。やたら派手な髪色の女性なんですがね。とても優秀なんです」

　シャウが言葉の後に「私の横腹をつねる力が強すぎるのが難点なんですが」と付け加えた。

「そんな優秀な彼女が、今回風鳥リルスを使ってこの文書を芸術都市まで送ってきました。──いやはや、いざというときのために〈魔王連合〉専用の風鳥を育てておいて本当によかった。備えあればなんとやらですね」

「お前いつの間に風鳥を調教してたんだよ」

「合間を縫って、ぼちぼちと。一羽は専用の風鳥がいないと不便ですからね。ハーシム陛下にお借りした風鳥もいますが、あちらは国外にまで匂においを追わせるには成長しすぎていましたし」

　シャウは顔の前で軽く手を振ってなにげなく言ったあと、再びシーザーの方を見た。

「ともあれ、そうやって送られてきた文書にこんなものがあったわけです」

「よくそんなものを見つけたね。〈魅魔〉はそこまで有名な魔王じゃない。それこそ今日の劇の〈人形王〉と比べればだいぶ知名度は下がる」

「彼女、近場にある文献を片っ端から調べていたんです。もう何週間も。──近場といっても一応一国の王城の中に貯蔵されていたものにまで手を伸ばしてましたし、量としては膨大でしょう。速読もしかり、その情報を頭の中で整理できる能力を持つ彼女でなければできなかったことです」

　シャウは手に持っていた紙を再び机の上において、疲れた腕をほぐすように揉もみながら言った。

「でも、仮に〈魅魔の魔眼〉の術式がわかったところでどうしようもないじゃないか」

「いえ？」

　シャウの即座の答えに、シーザーは思わず怪け訝げんな表情を浮かべる。

「まあ、どうしようもない可能性があったことは認めます。ただし逆に、どうにかなる可能性もあった」

「なにをバカな。魔眼術式だぞ。魔眼は術式の描写に動きを伴わないし、発動も異常に速い」

　シーザーが「どうしようもない」と言わんばかりに大仰な身振りで両手をあげてみせる。

「仮にあの世界最高の術師と呼ばれた〈術じゆつ神しん〉フランダー・クロウ・ムーゼッグであったとしても、魔眼に〈反転術式〉を当てることは不可能だ。術式を解読できたとしても、反転術式の生成が間に合わない」

「ハハ、どうなんでしょうね。今度本人がどう言っていたか聞いてみましょうか」

「ん……？」

　シャウの言葉にシーザーが首をかしげる。シャウは「こちらの話です」と手を振って答えた。

「たしかに、〈術神〉ならそうだったかもしれません。ですが、今あなたが仰おつしやったように、魔眼術式もある意味術式でしかない。反転術式を当てれば原理的に無効化は可能だ。──これは私の言葉じゃなくて彼の言葉なんですが」

『彼』という単語は、これまでの話の流れからシーザーの中で容易にメレアという単語に結び付いた。

「ちょっと待ってよ。さも反転術式の手法がこの世に残っているとでも言うような口ぶりだけど、今のボクのたとえだって相当な夢物語だ。だから仮に、と言ったんだけど」

「残ってますよ？」

　シャウが楽しげに笑った。

「彼は〈魔神〉であり、〈白はく神しん〉であり、そして──」

　かつての英雄たちはこの時代に一人の怪物を遺のこした。

「ある部分では彼らをすら超えた──〈英霊の子〉ですから」





◆◆◆






「──見つけた」

　シラディスの示した方角へ、一足先に跳躍して向かったメレアは、ついにジュリアナの姿を見つけた。

　──やっぱりこっちの存在に勘付かれてたか。

　芸術都市の細工掛かった建造物の屋根上から目を凝らすと、ジュリアナが二人の男女に手を引かれて街路の突きあたりの建物の中へ入っていくのが見えた。一瞬だったが、メレアは彼女の姿を見間違えない。

　メレアは建物の屋根上から飛び降り、すぐに彼女を追う。

　──建物の中は少し厄介だな。

　あれが新派サイサリスの拠点であるならそれでいいが、もし追手の目をかく乱するための手の込んだ遮しや蔽へい物であったりしたら面倒だ。

　ほんの数秒ののち、メレアは建物の上から跳躍したものとは思えない、やけに静かな着地音とともに地面に下り立ち、すぐさまその建物の方向へ走った。

　待ち伏せ等の可能性を頭の隅で考慮しつつも、メレアは猪ちよ突とつともとれる思い切りのよさで建物の扉へ近づき、そのまま取っ手に手をかける。

　その、瞬間だった。

「っ」

　メレアが開けようとした扉が、突如として炸さく裂れつした。

　扉そのものが弾はじけたというような炸裂ではない。

　木造の扉の向こう側から得体の知れない弾丸のようなものがいくつも飛んできて、それが扉を派手に貫いたのだ。

　しかし、扉に手をかけた瞬間にそんなものに遭遇したにもかかわらずメレアには傷一つなかった。

　おそるべきはその反射神経である。

　──足止め。何人だ。

　扉の向こうからやってきた一発目の弾丸に関してはさすがのメレアも完全には反応しきれなかったが、その一発目が扉を貫通した直後、メレアはおそるべき反応速度でその場に身を低くして屈かがんだ。その動きには一片の迷いもなく、三発目が扉の向こうからやってくる頃ころにはメレアは身を屈めたまま扉の横へと退避する。

　そうしてすべての弾丸が扉を通過したあとで、メレアは埃ほこりの舞い上がる扉付近に注視を向けた。

「あー、まだ生きてるぞ」

「噓うそ!?　絶対仕留めたよ！　だって扉の前にいたんでしょ!?」

　やがて、そんなメレアのもとへ二つの声がやってくる。

「うるさいな、あたしだってなんで仕留めきれなかったのかわからねえけど、まだ生きてるもんは生きてるんだよ。埃の向こう側にまだ術素の光が見える」

「えー……、てか姉ちゃんの目にはっきり術素が見えてるなら、その人結構腕のいい術師なんじゃないの？」

　面倒くさそうに息を吐きながら言う女と、上ずった焦り声をあげる男。

「まあ、たぶんな。……はあ、めんどくせえ。なんでこんなことまでしなきゃならねえんだ。教皇とか死ねばいいのに」

「それじゃあまた居場所がなくなっちゃうでしょ!?　それに戦うの俺だしっ！」

　女の方は声が少ししゃがれていて、それが独特の力強さを感じさせる要因となっている。

　対して男の方は少年のようなやや高めの声音だった。

「そこ、まだ扉の横に隠れてるぞ。おら、あたしのために撃て、撃て」

「横暴だなあ！」

　そんな声が響いた直後、メレアはその場から飛びのいた。




　一瞬前までいた場所を、再び弾丸が通過する。

　──どこだ。

　メレアは建物がどんどんとぼろぼろになっていくさまを見ながら、その向こう側からやってくる二人の姿を探した。

「おー、おー、やっぱあの白い髪のやつか。なんで〈魅魔の魔眼〉が効かなかったのかいまだによくわからねえけど、やっぱ普通じゃなさそうだな」

　いくらかの間があって、ついにメレアの視界に二人の姿が映る。

　舞う埃の向こう側から現れたのは、大きく腹部を露あらわにした軽装の若い女と、その女の隣で今にも泣きそうな顔を浮かべている、さらに一回り若い男だった。

「はー、ホントめんどくせえ」

　細くくびれのある腹部を大胆に露出している若い女は、赤みの混ざった茶色い髪をしていた。その左ひだり眼めにかかる前髪だけを特別に長くして、目元を隠している。隠れていない右眼を見ると、気の強そうなつり目が映った。無造作な格好も相まって、男勝りだとか、ガサツそうだとかいう印象を覚える。しかし、それでいて整った目鼻立ちとすらりと伸びた四肢が、独特の艶つや気けを醸していた。

「やばいよ姉ちゃん。やっぱりあの人強そうだよ」

　対して男の方は、彼女と比べれば身なりは整っている方だが、何の特徴もない白のシャツと、サスペンダー付きの茶色いズボンを穿はいていて、いうなれば芸術都市で靴磨きをしている貧しい少年、といった方がしっくりきそうな様相であった。

　だが、

　──あれは……

　その少年の手元にはそんな雰囲気とは一線を画するものが握られていて、それがメレアの彼に対する評価を一瞬のうちに改めさせる。

　──銃？

　彼の手にはまるで精巧な芸術品のような銃が握られていた。黄金と、水色に輝く光沢入りの鉱石によってゴツく成形されている、発射口とトリガーのようなものがついた代物。
















　──〈術じゆつ機き〉か。ムーランに見せてもらった大砲に似てるな。

　あのムーゼッグとの戦争のあとに、〈三ツ国〉の王の一人、クシャナ王〈ムーラン・キール・クシャナ〉に見せてもらった術機大砲。それとよく似ている。

「さっきから全然弾当たらないし……」

「当てろよ。気合で」

「無茶言わないでよ！」

　おおよそ戦闘に必要であろう情報を収集し終えたメレアは、ふと言い合いをしている二人の男女の関係性に意識を向ける。

　おそらく姉弟きようだいだろう。

　髪色や顔の造形は似ている部分がある。気の強そうな姉と比べると目め尻じりの下がっている弟の方はずいぶん気弱そうだが、

　──こっちの方が隙がないな。

　メレアはその弟の方へこそ戦闘者独特の雰囲気を感じていた。それは数々の手て練だれと打ち合ってきたメレアの直感による判断である。

「サイサリスの手の者か？」

　と、ついにメレアは二人に言葉を投げかけた。

「こいつ、喋しやべるタイプか。……面倒だな」

　そんなメレアの言葉に対し、姉の方がバツの悪そうな表情で答える。

「おい、アルター、もういいか、もう観察はできたか？」

「うーん……ダメだ、姉ちゃん。この人──よくわからない。さっきからずっと怖いか怖くないか頭の中で考えてるけど、答えが出ないんだ」

「マジかよ……。くそ、サイサリスの連中、ヴァージリアじゃ安全だとか言ってたじゃねえか。早速ヤバそうなやつが相手かよ」

　姉の方がわかりやすい悪態をついて、それからメレアの問いに答えた。

「ああ、そうだ。あたしたちは新派サイサリスの信者だ」

　そこまで言って、彼女はまたがしがしと頭を搔かいた。

「──って言うべきとこなんだろうが、たとえ噓でもそれは看過しがてえな。……ちげえよ。あんなクソどもと一緒にすんな」

　結局彼女は大きくかぶりを振ってそう言った。その拍子に赤茶の前髪が揺れて隠れていた顔の左半分がメレアの目に映る。そのときメレアは彼女の左目付近にいくつもの切り傷があることに気づいた。

「おい、もういいだろアルター。こいつの目はなんかまっすぐすぎてむかつく。そろそろやっちまえよ」

「うーん、姉ちゃんがそう言うなら……」

　弟の方がその言葉を受けて眉まゆ尻じりを下げながらうなずいた。

　そんな二人の動きを受けたメレアは、

　──さて。

　内心でここから自分がどう動くべきかを考えていた。

　目の前の二人を無視して建物の中に入って行ったジュリアナを追う。

　もしくは二人を叩たたき伏せてジュリアナをどこにやったか吐かせる。

　仮にあの建物がサイサリス教団の拠点であるなら秘密の部屋の一つや二つあるかもしれない。

　──マリーザたちが追い付いて来れば……。

　と、ちょうどそんなことを思ったところで、メレアの視界の隅に白い布地が翻った。

『遅くなりました』

　向こうの二人からは死角になる建物の陰に、マリーザが音もなく現れてかしずいていた。

『いかがいたしますか』

　口の動きだけで指示を仰ぐマリーザ。

「──」

　それに対し、メレアはほんの小さな動きを返す。顎あごでジュリアナが入って行った建物の方を指し、『追え』と伝えた。それは瞬まばたきをしていたら見逃してしまいそうな小さな動きであるが、マリーザがその動きを見逃すわけがない。

『承知いたしました』

　マリーザはすぐさま軽い身のこなしでその建物の陰から消える。

　おそらくこの二人の警戒網に引っかからないように回り込むつもりなのだろう。

　──なら、あとはこっちから情報を吐かせれば万全か。

　マリーザとシラディスであればジュリアナの追跡もうまくこなすだろう。メレアは目の前の二人の足止めを兼ねて、その場に残ることにした。

　そしてついに、メレアはすべての思考を完全に目の前の姉弟へと向けた。

「あ、やばい。来るかも」

　弟の方がメレアの変化に気づいて震えた声をあげた。

「いろいろと、気になることがある」

　メレアが身体からだの凝りをほぐすように肩を伸ばしながら言った。

「だから、まずは話をしよう」

「ハッ、どう見ても話すっていう様子じゃねえよ、お前。あんまそういうのに敏感じゃねえあたしでもわかるぜ。──おっかねえ殺気だ」

　メレアの言葉に今度は姉の方が引きつった笑いを浮かべて答えた。メレアの雰囲気の変化に姉の方もようやく気づいたようだ。

「どうせ口で説得したって聞かないだろう。そういう顔をしてる。それに、一応こっちは攻撃されてるからな」

　メレアは手の指をぽきぽきと鳴らしながら言葉を返す。

「だから──」

　ゆっくりと、白い髪を揺らしながら、〈白神〉が二人に近づく。

「こっちも相応の態度で臨もう」

　直後、殺気がメレアの身体から波動のように放たれた。

〈白神〉から〈魔神〉へ。

　メレアの頭の中でスイッチが切り替わる音がした。





◆◆◆






　ぱーん、と。乾いた音が芸術都市に響いた。

「〈風神ヴアン・エスターの六ろく翼よく〉」

　メレアが最初に発動させた術式は、かの〈風神〉の術式であった。突如としてその場に吹き荒れた風は、まるで生きているかのようにメレアの背に集まり、六枚の巨翼を象かたどる。

「なん、だ──」

　背に六枚の翼を生やしたメレアを見て、姉の方が口をあんぐりとあけて固まっていた。意外にもメレアの力に対してそれまで鈍感だった彼女の方が、術式の発動に対してわかりやすい反応を示した。

「……アルター、気をつけな。あれはちょっと普通じゃない」

「言われなくてもわかるけど、なにか見えたの？」

　彼女は顔の左半分を覆い隠す前髪を手で払って、傷きず痕あとの残る左眼付近を露わにしながらメレアのことを見ている。その左眼は髪と同じこげ茶色の右眼と違って明るい黄色の虹こう彩さいに彩られていた。黄金というよりも檸檬レモンのような鮮やかな黄色。

「見えたなんてもんじゃない。バカげた術素の量だ。しかも色の違う術素がいくつも混ざってる。──気味が悪い」

　彼女は顔に吐き気を催したような表情を浮かべ、口元を押さえた。

「なんであんなものを平然と身体の中に留とどめておけるんだ」

　対するメレアは姉弟のどちらをも入念に観察するように、短い間で何度も視線を移しながら、ゆっくりと歩き出す。悠然さすらたたえたその姿は、かえって姉弟に強烈な威圧感を与えた。

　そして、ついに。

「っ、それ以上姉ちゃんに近づくな！」

〈アルター〉と呼ばれた弟の方が動いた。

　背の六翼を緩く羽ばたかせながら近づいてきたメレアに対し、アルターは手に持っていた二挺ちようの術機銃のトリガーを引く。術機銃の中心に組まれた水色の光沢鉱石が明滅し、銃口から青白く輝く弾丸が放たれた。それは常人には反応できないであろう速度でメレアへと直進し──

「えっ!?」

　しかし、メレアへ撃ち込まれる前に何かに阻まれて霧散する。

「アルター！　あの背中の翼だ！　あれがお前の弾丸を握り潰つぶした！」

　アルターは姉の言葉を聞いてもまだはっきりとは事態を把握できなかったが、それでも『自分の術機銃弾が防がれた』という事実だけはしっかりと認識する。

　──この人、やっぱりすごく怖い。

　相手の脅威性に対して怖いか怖くないかという原始的な基準を使って判断を下すアルターは、メレアに対する恐怖を募らせた。

「でも、まだたったの二発……！」

　アルターはたぐいまれな精神力で驚きから復帰すると、すぐに次の行動を起こした。右へ、わざとらしいステップを踏み、すかさず左へ反転。ジグザグにフェイントを入れながらの高速移動を見せ、メレアの側面へと回り込む。

「……」

　メレアはまだ動かないが、その目はアルターの動きを正確に追っていた。

　──振りきれない……！

　アルターは側面に回り込みながら右手に持った術機銃で二発の弾丸を放った。

　青白く輝く弾丸は高速でメレアに向かって飛ひ翔しようし、

　──またかっ！

　再びなにかに阻まれて消失する。

　──でも、見えた。

　攻撃を阻止されたことに心の中で悪態をつきながらも、アルターはようやくその消失の原理を捉とらえる。

　六枚の翼から余波のように漏れだしている風が、放たれた弾丸を受け止めていた。

　さらにそれはぐるりと銃弾を包み込んで、弾丸を構成している術素ごと存在を握り潰す。

　──あれに触れちゃダメだ。

　くわしい仕組みはわからないが、そういう嫌な確信だけはアルターの中に芽生えた。

「くそっ！」

　二発、四発、六発。アルターは両手に握った二挺の術機のトリガーを連続で引く。

「なるほど、そういう原理か」

　ふと、そのあたりでメレアの方から声があがった。

「内部の刻印術式がトリガーを引くたびに決まった術式的動作で弾を作り出すんだな。燃料にしている術素さえ尽きなければ装そう塡てんいらずで連射ができる」

　おそろしい。アルターは内心で思った。

　これだけ害意と攻撃にさらされているのに、なんの動揺もせずに淡々と状況を分析している。そしてその分析がいちいち的確だ。この男にとって自分の攻撃は十分な脅威になっていないのだ。

「術式もなんとなく理解した」

　と、アルターが背中に滲にじんだ冷や汗を感覚したところで、メレアの方に動きがあった。

　──術式を解といた？

　背中の六翼が不意に消え去る。

　──なんで、この状況で。

　アルターは思わず首をかしげそうになったが、続くメレアの行動を受けてすぐに気を引き締めた。

「〈攻性反転術式〉」

　メレアが親指と人差し指を立てて、手で銃の形を作った。

「っ、……馬鹿に、してるのか！」

　子どもが玩おも具ちやの銃を撃つかのような仕草に、さすがのアルターも神経を逆さか撫なでされる。

　そして怒りに任せてすぐさま術機銃を放った。

「え？」

　しかし、次の瞬間。

「もうその銃弾は俺に届かない」

　アルターは眼前で起こった現象に目を疑う。

　術機銃から青白い術式弾丸が放たれたと同時、メレアが銃口に見立てた人差し指から赤黒い術式弾丸が放たれ、まるで吸い寄せられるかのように青白い弾丸と衝突し──相殺された。

「〈雷神セレスター・バルカの白雷〉」

　さらに一拍もおかず、メレアが白雷を纏まとう。

「っ！」

　アルターがハっと我に返ったときにはメレアの姿がその場から消えていた。

　──やば、い。

　ぞわりと背筋をなぞった悪寒。アルターは生存本能を総動員した勘で自分の右側頭部を守る。

　直後、アルターは背後から手のガードごと右側頭部を殴りつけられ──それこそ弾丸のように遠くの壁まで吹っ飛ばされた。
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「まさか本物のレミューゼ王からの書簡まで見せられるとは思わなかったよ」

　一方その頃ころ、レーヴ＝オペラ座の傍そばのカフェでとある取引の話を持ち出していたシャウたちは、シーザーの疲れたような声を聞いていた。

「結局キミは全部見越してたわけか」

「はは、そうでもないですよ。むしろ私らしくもなく、今回は賭かけに走った方です」

　シーザーの言葉にシャウが苦笑して答える。

「言われてみればそうかもね。……そっか」

　すると、シーザーが観念したように両手をあげた。

「わかった。キミたちがどれだけ本気なのかも、十分理解できた。だから今回は甘んじてキミたちとの取引に応じよう」

　シーザーは覚悟を決める。

「ジュリアナをキミたちに引き渡す。キミたちの言う取引ってこういうことだろう？」

　シーザーの言葉に今度はサルマーンがうなずいた。

「そうだ。協力してくれると助かる」

「うん、構わないよ」

　シーザーにとってはジュリアナがより自分らしく生きられる場所に行けるのならなんでもよかった。彼女が彼女らしく生きるためには後ろ盾がいる。ムーゼッグよりはサイサリス。サイサリスよりは──

「もしかしたらキミたちのところの方が、彼女にとっては安住の地かもしれない」

　この魔王たちの集団は、サイサリスという国家と比べるとまだ小さい。けれど、彼らが持つ力は決して劣っていない。

　──苦難は多いだろうけど。

　それでも、サイサリスにいて望まぬ行いをさせられているよりは、きっとジュリアナにとって良いい場所たりえるだろう。

「じゃあ、話を進めよう。これから彼女のことをどうやってサイサリスから救うか」

　そして作戦会議がはじまった。




「サイサリスの勢力はさほど多くねえみたいだな。ムーゼッグの軍団と比べたら塵ちりみたいなもんだ」

　しばらく三人で会話をして、情報の共有が行われてから、ふとサルマーンが言った。

「……でも、なんか引っかかるんだよな」

「場所でしょうか。ヴァージリアは入り組んでいますし、私たちもあまり街の事情にくわしくない。ネズミのように逃げ回られてはかえってやりづらい」

　シャウがサルマーンの言葉になにげなく答える。

「いや、そういうことじゃねえんだ。うまく言葉にできねえな。……もやもやする」

　いくばくかの沈黙。

　するとシャウが、突如なにかに勘付いたように目を丸くした。

「──」

　時が止まったかのような、あきらかな停止。

　その、直後。

「──失念していた」

　シャウの顔が不機嫌そうに歪ゆがんだ。

「サイサリスが今回こういうやり方をしていることを知った時点で、その可能性にも気づいておくべきだった」

　シャウの言葉は判然としない。だが、

「もしこのサイサリスの勢力の中にほかの魔王が交じっていたら──」

　次にその口から放たれた言葉を聞いて、サルマーンもようやく自分の中の引っかかりに気づいた。

　そしてサルマーンは勢いよく立ちあがり、なにも言わずにカフェの外へ駆け出す。

「えっ？　なになに？」

　シーザーは急に動き出したサルマーンに啞あ然ぜんとしながら、シャウを見る。

「話はあとです。私たちもすぐにメレアのところへ向かいましょう。──場合によっては少し厄介なことになります」

　シャウは懐から銀貨を二枚取り出して、カフェのテーブルに置きながら、同じく立ち上がっていた。








第五幕　【たかが言葉、されど言葉】









　──なにか、引っかかる。

　メレアは容赦のない一撃でアルターを殴り飛ばしたあと、自分の中に生じた靄もやに顔をしかめていた。

「ゲホッ、ゴホッ」

　向かいの壁にまで吹っ飛び、衝撃で崩れた瓦が礫れきにまみれながら咳せき込むアルター。間違いなく身から体だのどこかは壊れているだろうと思うが、それでも彼は瓦礫の中から立ち上がろうとしている。

　──なぜ、そこまでする。

　メレアはそんな彼の姿を、一瞬自分と重ね合わせた。

「お前たちは、サイサリス教団の信者じゃないんだろう」

　さきほどの姉の言葉。自分たちはやつらとは違う。そう言った。ならば傭よう兵へいか、あるいは雇われの殺し屋か。いずれにしてもここまでやる義理はないはずだ。

「そう、だ、けど……」

　アルターが震える膝ひざを鼓舞しながら、ついに立ち上がる。

「ここで、やらないと、また姉ちゃんが狙われる」

　そのアルターの言葉に、メレアの胸が嫌な鼓動を刻んだ。

「まさか、お前ら──」

　メレアの胸に引っかかっていた靄は、そのときすでに明確な形になっていた。

「──魔王、なのか」
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〈ザラス・ミナイラス〉は弟と白い髪の怪物の戦闘を見て諦てい念ねんを覚えていた。

　──こりゃあ、ダメだな。

　弟──〈アルター・ミナイラス〉は、教化活動に重要な魔王の護衛としてサイサリスにその力を買われるくらいには武勇に優れている。普段は姉の自分にべったりの、年相応──いや、逆の意味で年不相応の気弱な男だが、武の才覚に関しては手て練だれと呼ばれるような武芸者にも劣らないものを持っていると心こころ内うちで思っていた。

　──なのに、なんだ。

　しかし、あの白い髪の男はそんなこちらの努力や準備など意味のないものだと言わんばかりに、その身一つでアルターを圧倒した。

　──バケモンじゃねえか。

　このままでは負ける。負ければサイサリスには捨てられる。

　そう思っていた矢先──

「──魔王、なのか」

　ザラスは白い髪の怪物の動揺を察知した。

　もしかしたらこの瞬間にこの場を切り抜ける材料を見つけられるかもしれない。

　ザラス・ミナイラスは目を凝らした。

　その白い怪物の一挙手一投足、瞳ひとみの揺れに至るまで、なに一つすら見逃すまいと。
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「ッ!!　お前も姉ちゃんを奪いにきたのかッ!!」

　メレアの口から言葉が放たれた直後、アルターはカっとなったように身を跳ねあげて大声をあげた。

「やっぱり、か……」

　メレアにはもう、その答えだけで十分だった。

　こうしてジュリアナという〈魔王〉を生かしたまま利用する新派サイサリスの連中は、もしかしたらほかにも魔王を利用しているかもしれない。それがメレアの抱いた予感。

　──あ。

　そしてこのとき、メレアは気づいた。

　──俺、は……

　メレアの身体から殺気が消え失うせる。その顔に今まで誰も見たことがないような強い困惑の表情が表れた。おそらくこのときのメレアは、稚ち児ごにすら殺せるほどに無防備であっただろう。

　──狭はざ間まに立っている。

　メレアの心は、いつの間にか葛かつ藤とうという名の網に捕われていた。

「姉ちゃん！　逃げてっ！　こいつも姉ちゃんを狙ねらってるんだ!!」

　アルターの叫びにメレアはハっと我に返った。アルターが再び術機銃をたずさえてメレアに銃口を向けている。痛みで腕が震えているにもかかわらず必死に銃口を向けてくるアルターに、メレアはまたも自分に似たなにかを感じ取る。

「大丈夫だ、アルター。たぶんこいつはあたしを奪ったりはしない。……実際に見るのは初めてだ。お前たぶん──すごくバカなやつだろ」

　ザラス・ミナイラスはメレアに眉まゆ尻じりを下げた苦笑を向けていた。彼女はまるでメレアの葛藤のすべてを見透かしたような言葉を、いくぶんかの慈愛すらをたたえてメレアへ飛ばす。

「あたし、知ってる。サイサリスの幹部たちの話を盗み聞きしたから。話っていっても噂うわさ話ばなしだとか、冗談めいた話って部類だな。──『近頃東大陸のザイナス荒野のあたりで、ムーゼッグを相手に魔王をかばった人間がいるらしい』。なんでもそいつは、ムーゼッグが力の収集のために追っていた魔王を全部抱えてまるごと助けたって」

　それはまさしくメレアのことだった。

「あと、レミューゼか。まあ、実際はその謎なぞの誰かが主導していたのか、レミューゼが主導していたのかはわからねえけど、なんか、おもしろいことになってるって。ともあれ、そんなことをするやつは、もしかしたらお前みたいなやつなのかもな」

　ザラスは面倒くさそうに頭をかきながら言った。

「で、これは仮にの話なんだが、もしそいつがお前だったとしたら、あたしはお前にこう言うよ」

　そして彼女は言った。

「『あたしたちのために、この場は見逃してくれ』って」

　メレアはザラスの言葉に肩を強こわ張ばらせた。

「本当に、仮にの話なんだがな」

　ザラスがアルターの方に歩み寄りながら言う。その様子は、まるですでに戦闘は終わったとでも言わんばかりのものだった。

「仮に、か……。なら、こっちも仮にの話をさせてもらう。もしお前たちが魔王で、今の居場所に満足していないのなら──俺のもとに来る気はないのか」

　メレアはザラスから返ってくる答えを知っていた。〈魔王〉というものを知っているからこそ、なんとなく答えがわかっていた。

「ねえな。そもそもムーゼッグ相手に魔王をかばったなんて荒唐無む稽けいな話、信じられねえ。あたしたちは〈魔王〉だぜ？　それこそそんな甘い話につられてきた魔王たちを一網打尽にするムーゼッグの罠わなかもしれねえ」

　メレアはザラスの言葉を否定できなかった。

　彼女の言い分はあまりにもまっとうで、そしてあまりにも悲しくて、なによりもメレアは──

「少しでも信じてみようとは……思わなかったか」

「ああ、思わないよ」

　力のない自分に腹が立っていた。




　言葉の力だ。

　魔王というそれと同じ。

　メレアたち〈魔王連合メア＝ネサイア〉にはまだ──『名声』が足りなかった。

「実際にその場面を見てたらあたしもそれを信じたかもしれない。んで、近くにいたら、『あたしたちも助けてくれ』って叫んだかもしれない。……でも、見てない。人の話や言葉なんか、あてにならないもんだ。めんどくせえから言っちまうが、お前の予想どおり、あたしは〈魔王〉だ。〈光こう魔ま〉なんて呼ばれててな。知ってたか？」

「……知らなかったよ」

「そうか」

　ザラスは少し目を丸くして驚いた表情を浮かべるが、それ以上の反応は見せなかった。

「じゃあ、あたしを魔王だと見抜いた褒美に教えてやる。あたしには別に戦う力はない。才能がなかった。でも、〈光魔〉としての力はある。……あたしはな、身体に『回路』を持ってるんだ。特殊な術式回路ってやつ」

　腕を開いて、みずからの身体をさらすようにしながらザラスは続けた。

「頭のいいやつ曰いわく、『光を異常なまでの効率で術素に変換する回路』らしい。だから〈光魔〉。安易な名前だよな。でもたしかにわかりやすいんだ。わかりやすいから人の頭に簡単に情報が定着する。──クソみてえだな」

　口から漏れた脈絡のない悪言が、ザラスの得も言われぬ怒りを体現していた。

「でもまあ、そんなもんだ。本人は術式なんてたいして使えねえのに、術素だけはやたらある。あとまあ、そんな術素に親和しすぎる体質のせいで、左ひだり眼めが変異して人の術素がよく見えるようになった。たいしたことねえだろ？　魔号だし、こんなもんだろ。──って、あたしも思ってた」

　そこでザラスがわざとらしく肩を落とす。

「だが、あたしが生まれた時代が悪かった」

　そのころにはメレアにも予想が芽生えていた。それを表すように、メレアの視線は自然とアルターが手に持っている術機の方に流れる。

　ザラスはその視線の動きにめざとく気づいて、小さく笑いながら言った。

「やっぱお前、察しがいいな。そうだ、術機だ」

　彼女の口をついて出てきた言葉で、メレアは確信する。

「術機産業なんてもんが近頃ところどころで盛んになってるだろ。あたしはバカだから難しいことはわかんねえけど、やたら術素だけはあるあたしの身体はずいぶん術機を使うのに便利らしい。あたしがこのクソみてえな血筋のせいで継いだ身体のことを、どこかから嗅かぎつけた輩やからが何年か前から追っかけて来てな」

「……それで」

「逃げたよ。あいつらの目、超こええからな」

　ふと、アルターの方から鼻をすする音が聞こえてきて、メレアはそちらへ視線を向けた。

「ああ、あたしの弟は泣き虫でな。あとついでにバカだ。実はそいつには〈光魔〉としての回路はない。理由はあるが、言いたくねえから言わねえ。ともかく、そいつはバカで、あたしに無理についてきやがる。勝手にどこへでも行けばいいのに」

「ダメだよっ！　姉ちゃんは幸せにならなきゃダメなんだッ!!」

「ほら、なに言ってっかわかんねえ。話すとき自分の中の独自の論拠に頼りすぎるクセがあるんだ」

　ザラスは鼻で笑っておおげさに肩をすくめた。

「だがまあ、そのバカな弟にはあたしと違って戦う才能があった。あと泣き虫だが根性はある。だからあたしの代わりにいつも弟が戦う。あたしを守るために」

　ザラスは一転して慈しむような目でアルターを見た。

「今回もそうだ。あたしだけだったらたぶんこうして取引の体裁を取っていられなかった」

「サイサリスは……」

　メレアがついに口を開く。ザラスはそれだけでメレアの言わんとすることを察して答えた。

「そうだ、マシな取引相手だ。追ってきたほかの連中よりもいい条件で取引をしてくれた。だから別にサイサリス教とかに恩はねえけど、外に出るとまた厄介なことになるから、こうして使われてやってる。もちろん、ほかにもっといい条件があればそっちに鞍くら替がえするよ」

　それは追われる魔王ゆえの合理性だった。

「でもあたしだって、易やす々やすと信用するわけじゃない。サイサリスはでかい国家だ。そこから鞍替えするんなら相応の根拠が欲しい。同じレベルの国家の名前か、そういうものに対抗できると思わせてしまう出来事を自分で見るか」

　ザラスは続けてため息をついた。

「だから、もしお前が魔王をかばったっていう『噂の誰か』であったとしても、あたしはお前にはついていかない。たしかにお前はアルターを手玉に取るような強い男だが──」

　ザラスは鋭い表情で言った。

「それでも国家に勝てるという証拠にはならないからだ」

　メレアはその言葉に言い返せなかった。どうすれば彼女たちを信用させられるのか、とっさに思いつけなかった。

「アルター、帰るよ」

　ふと、ザラスがアルターに言った。

「えっ!?　で、でも、この人たちジュリアナを追ってきてるんじゃ……」

　アルターは姉の言葉が腑ふに落ちないと言わんばかりに大きな驚きを見せる。

「そうだけど、お前本気でやってあいつに勝てるのか？」

「そ、それは無理……」

「じゃあやり合ったって意味ねえだろ。一応時間は稼いだが、この分だとジュリアナの方にも別のやつが送り込まれてる。これはあたしらだけじゃどうにもならん」

　ザラスは両手を投げ出しながら言った。

「でもこのままじゃ上の連中に……」

「まあ、まだ賭かけみたいな方法は残ってるから、そのための種を植えておく。それでどうにもならなかったらあたしらに運がなかったってことだ」

　すると、不意にザラスがもう一度メレアの方を見た。

「なあ、白い髪のお前。実はあたしら、ジュリアナを護衛しきれなかったときに罰を受けることになってるんだ。内容は想像に任せるが、まあ、アルターはともかくあたしは多少痛めつけられても能力に支障はねえからな。んで、もしあんたが本当に立場の弱い魔王を助けようなんて理想を掲げてる噂のバカなら、あたしらのことも少しは気遣ってくれると嬉うれしいね」

　ザラスは自分で自分のことを『バカだから』と言いながら、その実ひどく心理的な策謀に長たけた女だった。

　彼女の言葉は目に見えぬざらついた手となって、メレアの心をがりがりとひっかいていく。

「もしお前があたしらのことを気遣ってくれるってんなら、ジュリアナをもう一度その建物の中に戻しておいてくれると助かるよ」

「そんなバカげたことを……」

「ああ、普通に見りゃかなりバカげてる。でもたぶん、お前はそうする気がする。それにあたしはあの女の性格も知ってるからな。余計にそう思うんだ」

　意味深な言葉を残し、ついにザラスは踵きびすを返した。

　アルターは急ぎ足で彼女を追って行き、二人は建物の中へと消える。

　メレアはその二人の背中を、動かずにただ後ろから眺めていた。

『あたしたちも助けてくれって叫んだかもしれない』

　彼女のあの言葉が、メレアの足に楔くさびのように突き刺さっていた。





◆◆◆






「メレア！」

　やがて、路地の横道の方から声がやってくる。サルマーンの声だった。

　足早に駆けてきたサルマーンは、どこか悔しそうに立ちすくんでいるメレアに近寄り、その顔を覗のぞき込む。

「メレア、ジュリアナは確保したってマリーザに聞いたぞ。もうそろそろ来ると思うぜ」

「……ああ」

　すると、それから数分も経たたぬうちに、サルマーンの言葉どおり複数の足音が背中側から近づいてきた。

「メレア、さん？」

　メレアの耳を、心地よい揺らぎを持った声が撫なでる。〈魅惑の女王〉──ジュリアナの声。

「もし？　どうかされましたか？」

　メレアはすぐに彼女の方を振り向かなかった。

「あの、どこか具合でも悪いのですか？」

「ああ、いや。……なんでもない。ジュリアナも、怪け我がはない？」

「はい、おかげさまで」

「そうか……、よかった」

　心からそう思いながらも、メレアの頭にはまだ靄もやが掛かっていた。

「メレアさん？」

　そんなメレアの顔を、ジュリアナが覗き込む。

「……やっぱりなにか変です」

　しかし結局、メレアはジュリアナの目を誤魔化せなかった。

　ジュリアナは今までの優しくほんわりとした雰囲気を一転させ、メレアにずいと詰め寄る。

「私がここに来るまでになにがあったかを聞かせてください」

　メレアは急なジュリアナの接近に少したじたじとなりながら、言葉を返した。

「本当に、なにもなかったよ」

「噓うそです」

「噓じゃないさ」

「いいえ、噓です。私はあなたと出会ってまだそんなに時間は経っていませんが、それでも私はあなたの強がりに気づけます」

　ジュリアナは意外な気の強さを前面に出しながら、メレアの目と鼻の先にまで自分の顔を近づけた。

「理由は言えませんが、自信があります。だから、話してください。今ここでなにがあったのか」

　宝石のような瞳ひとみがメレアの目を覗き込む。メレアはとっさにその瞳から逃れようとしたが、背けようとした顔をジュリアナの両手に押さえられた。

「さきほどあなたのお連れさまに聞きました。あなたは私を救ってくださるようですね」

「そんな、たいそうなものじゃない」

「いいえ、実は私はすでに二度もあなたに救ってもらっています。もう十分たいそうなことをしてもらっているのです」

　その声のあと、メレアは伏せていた視線をおそるおそる上げ、ジュリアナの顔を見た。

「だからどうぞ、仰おつしやってください」

　至近にある彼女の美しい顔には、今度は母のように優しげな微笑が、浮かんでいた。

「機会があるのなら、私は今すぐにでもあなたに恩返しがしたいと思っているのです」





◆◆◆






「姉ちゃん、あれで本当によかったの？」

「あ？　なんだよアルター。あたしなにか間違ってたか？」

「うんうん。たぶん姉ちゃんの判断は正しいよ。でも──」

「でも？」

　ザラス・ミナイラスとその弟であるアルター・ミナイラスは、あのぼろぼろの建物の中で肩を並べて座っていた。

「あの人、姉ちゃんを〈光魔〉だって知ってからも手を出さなかったよ」

「ああ、そうだな。あたしを追ってる連中の中じゃ、一番の甘ちゃんだ」

「素直じゃないね、姉ちゃん」
















「なにがだよ」

「本当はああいう人のこと、好きでしょ」

「あっ!?」

　不意に言ったアルターに、ザラスは怒ったような声を返した。

「『まっすぐな目をしてるやつは嫌いだ』っていうけど、それは噓だよね。俺だって姉ちゃんの弟だ。それくらいはわかるよ」

「知らねえよ、お前の勘違いだろ」

　ザラスは続けてアルターの言葉を否定したが、アルターは嬉しげに笑っているばかりだった。

「あの人、例の『白い髪の魔ま神じん』だと思う？」

「……」

　と、今度はアルターがザラスの顔を下から覗き込みながら訊たずねた。ザラスはそんなアルターの視線からわざとらしく顔をそらし、そのままいくばくかの間をおいてぽつりと言う。

「……だろうな」

「まあ、そう思っていなければ姉ちゃんもあんな確信的な物言いはしないよね」

「でも、断定はしてねえだろ」

「どうして断定しなかったの？」

「……知ってるならいいじゃねえかって、そう言うかもしれねえ。『あとで証拠を見せるから、今は大人しく連れ去られろ』って。男はよくそういう言い分を使う。──あのクソ親おや父じみてえにな」

「あの人は親父とは違うよ。実際に追ってこなかったじゃない。俺はあそこまで魔王に関して葛かつ藤とうしてる人はじめて見たよ。姉ちゃんの言い分を使えば、あれだけ強いんだから無理やりさらっちゃえばいいのに」

「……」

　ザラスはバツが悪そうに舌打ちをした。

「じゃあお前、あいつについていきゃよかったって言うのかよ」

「うんうん、姉ちゃんの判断は間違ってないよ。身を守るためなら俺もまだサイサリスの方が信頼性は高いと思う。本当にあの人がほとんど一人でムーゼッグの遠征隊を追い返したっていうなら話は別だけど」

　ザラスはその言葉に内心でうなずいていた。〈地竜レイルノート〉すらを含んだと言われるムーゼッグの騎兵隊をたった一人で追い返したとなれば、むしろそちらの方が脅威性はわかりやすい。

「……想像がつかねえんだよ」

　ザラスがぼやくように言う。

「それがただの噂うわさで終わったらどうするんだ。こっちは命が懸ってる」

「そうだね。サイサリスと手を切って、向こうへ行って、やっぱりダメでしたってなったら、今度はサイサリスにすら帰れないかもしれない」

「それでムーゼッグにでもつかまってみろ……」

「うん」

　アルターは優しげな笑みを浮かべて姉の肩を撫でた。ザラスはいつの間にか落ち込むようにうな垂れている。

　するとザラスが顔をあげてアルターの方を見た。

「アルター。もしサイサリスがあたしらを裏切ったり、ムーゼッグが介入してきたりして、面倒なことになったときは──あんたは逃げな」

「……」

　アルターは姉の表情の中に強がりを見つける。そしてその強がりの中に隠れた、今にも泣きそうな表情を見つけた。

「いいか、あんたまであたしと一緒に死ぬ必要はない。あたしだってこれが移植できないような力であるってわかれば、殺されずに済むかもしれない」

「でも、そうなったらそうなったで姉ちゃんはきっと自由じゃなくなる」

「いいんだ、あたしは別に。もしかしたら何年かしたあとうまくいくこともあるかもしれない」

　漠然とした良案を求める姉が、アルターにはひどく弱々しく見えた。人目があるときは気丈だけれど、二人だけのときは彼女の弱みが表れる。むしろアルターはその点に安心する。こういうところでそれを吐きだせなければ姉はもっと早くに壊れてしまっていた気がするから。

「だからあんたはヤバくなったら逃げな。もともとあたしに付き合う義理なんてないんだ」

「ダメだよ、姉ちゃん。俺たちは家族なんだ。だから義理とかそういうのじゃない。俺は好きで姉ちゃんと一緒にいるんだ」

　アルターが笑顔で言うと、ザラスは面食らったように顎あごを引いて、それから両膝ひざを立ててその間に顔をうずめてしまった。

　アルターはそんな姉の肩を、それからずっと、優しく撫で続けた。




　しばらくして建物の中に物音がやってくる。

「……ジュリアナ」

　隣の部屋に続く扉の奥から、あの〈魅惑の女王〉が姿を現していた。そのときアルターは姉が蒔まいた種が見事に咲いたことを知る。正直に言えばかなりの驚きを覚えていた。

「あ……」

　しかしアルターはすぐに顔をうつむける。この状況では彼女に憎まれるだろうと思った。

　──いや、憎まれるべきなんだ。

　彼女にとってはおそらく、向こうに行っていた方がよかった。

　彼女がサイサリスに与えられた役割はあまりにもつらすぎる。

　アルターはぶちたければぶってくれとでも言わんばかりに身体からだを少し前にずらした。

「もし、お疲れですか？　癒いやしになるかはわかりませんが、一曲歌いましょうか？」

　が、ジュリアナの口から放たれた言葉は優しい音色をたたえていた。

　アルターはバっと顔をあげてジュリアナの方を見る。

「あら、顔になにかついてます？」

　彼女の顔には、声と同じくとても優しげな微笑が浮かんでいた。

「っ」

　アルターはそれを見て強烈な罪悪感に襲われる。

「いえ……なにも」

「そうですか」

「歌も、大丈夫です」

「それは残念ですね」

　ジュリアナはいたいけな少女が残念がるように、無邪気に片かた頰ほほをふくらませて言った。

　アルターにはそんなジュリアナの内心がまるで読めない。

「たぶん、もうすぐサイサリスの方が来ます。そうしたら一度隠れ家へ向かいましょう。なんだか力を使った初日から変なものに巻き込まれてしまったようですので」

　不意にジュリアナの方からそんな言葉が飛んでくる。

「ああ、わかった」

　その言葉にザラスが顔を膝にうずめたままで答えた。

「では、三人で待ちましょう」

　ジュリアナがアルターとは反対側、ザラスを挟むように同じく両膝を立てて座り込んだ。

　部屋の天井で回る洒落しやれたシーリングファンを見上げながら、彼女はその美び貌ぼうにぼうっとした表情を浮かべる。

「──ごめん」

　ふと、ザラスがとても小さな声で言った。

「……今、なにかおっしゃいましたか？」

　しかし、あまりにも小さな声だったので、シーリングファンに夢中だったジュリアナには聞こえなかったようだ。ジュリアナは透き通った水色の髪をさらりと顔横に垂らしながら、小さく首をかしげてザラスに訊ね返す。

「……いや、なんでもない」

　結局ザラスはそう答えて、それ以上なにも言わなかった。

　彼女の漠然とした謝罪の言葉は、反対側に座っていたアルターにだけ、頼りない音量で届いていた。




　やがてしばらくすると、その場に道化衣装を着たサイサリスの手先がやってくる。

　その道化師は軽妙な動作を伴わせて自分についてくるように指示を出すと、そのままサイサリスの地下隠れ家へと向かいはじめた。

　隠れ家へと連れられる途中、アルターは再びジュリアナの顔を窺うかがう。

　やはり彼女の顔には怒りなど映っていなかった。

　──むしろ、前よりずっと楽しそうだ。

　いろいろな考えがアルターの中に駆け巡ったが、さきほどの戦闘で疲れた身体は徐々に思考する気力すらを奪っていく。結局それから数時間、まともにものを考えさせてくれなかった。

　アルターの脳裏には、ぼんやりと、あの白い髪の魔神の姿が浮かんで揺れていた。





◆◆◆






「予定どおり、ジュリアナ嬢はシーザーのお供付きでいったん向こうに帰しました。──いやはや、あそこまで豪気な女性だとは思いませんでしたよ。なんだかこの集団にやってくる女性は基本的に男前ですね」

　千年亭ミレニウム。その一階の食堂に魔王たちは集まっていた。

「ジュリアナ嬢もあの二人に関しては気がかりだったようですが」

　シャウが身振りを加えながら言った。

「シャウ、ジュリアナの安全を最優先した上で、どの程度時間が稼げる」

　すると、メレアが真剣な表情でシャウに訊ねる。

「そうですねえ。シーザーの手腕にもよりますが、次の公演を口八丁で遅らせたとして一週間程度でしょうか」

「一週間か……」

　メレアは厳格な表情で一人思案に耽ふける。

　するとエルマが横から口を挟んだ。

「一週間をまるまる使うとなると、むしろこちらの神経が持たないな」

　エルマは怜れい悧りな美貌に悩ましげな表情を乗せる。

「私も〈光魔〉たちはなんとか説得したいと思う。だが、ジュリアナのことを考えると明確なラインはあらかじめ設定しておく必要があるだろう」

　メレアたちはジュリアナをもう一度サイサリスの懐に戻した。

　あの〈光魔〉の姉弟きようだいを無事なうちに説得する時間を稼ぐためである。

　それがメレアから話を聞いたジュリアナの提案した方法だった。

「それは、俺が決める」

　メレアが言った。

「それが、俺の役目だ」

　メレアは今回、自分がどれほどおぼろげな足場の上に立っているかを強く自覚させられた。

　そしてその立ち位置こそが、自分の最大の弱点になりうることを知らされる。

『魔王を救う』。

　言葉にしてみれば短く儚はかないものだ。

　されどその言葉にこそ、この世界において起こりうるすべての苦難が含まれている。

「──五日だ」

　そしてメレアは言った。

「五日のうちに俺たちでできる限りのことをする」

　そんな前置きのあと、ついにメレアはこの集団の指針となる言葉を告げた。

「もし、この五日のうちに彼らを説得できなければ──〈光魔〉の姉弟は置いていく」

　自分の背にジュリアナを含めた二十二人の魔王の命が乗っていることを、忘れてはならない。

「そこが、ラインか」

　メレアの言葉にエルマが答え、そしてほかの魔王たちがうなずいた。

　彼らもメレアと同じく〈光魔〉たちに手を伸ばしたいと思っている。彼らの魔王ゆえの合理性と選択を理解できるからこそ、強くそう思った。

「お前にはいつもつらい選択ばかりさせるな」

　しかし同時に、メレアがどれほどの葛藤を経てその答えを口にしたのかもよくわかっていた。

「いや、いいんだ。それに、まだそうなると決まったわけじゃない」

　メレアはその赤い瞳ひとみに再び力強い意志を宿して言った。

「だから、この間にできうるすべてのことをしよう」

　メレアは再びみなの視線を集めた。

「救いを求めた〈魔王〉の手を、もう一度つかむために」

　彼らはその日、自分たちの望みがどれだけ途方もないものかを再確認した。

　それでも結局は足あ搔がくしかない。未来が見えないからこそ、あとでその選択を後悔することになるのかもしれないけれど──

　──ただ今は、目の前の手をつかみに行く。

　考えた最後には決断して動くしかないのだ。

　芸術の街で二人の〈魔王〉を巡った最後の救出劇がはじまろうとしていた。








第六幕　【そして舞台は盛大に】









「あんなことがあったせいか、今回はなかなか外に出してもらえませんね。いつもなら定例の集会のあとすぐに自由にしてもらえたのに」

「お前を狙ねらってるやつらがいるってわかっちまったからな」

　あの騒動からすでに三日ほどが経たっていた。ジュリアナは、ザラス、アルターとともにいまだにサイサリス教団の隠れ家にいる。

　迷路のように入り組んだ施設の一室。窓のない地下であるためか、ご丁寧に外の景色を連想させる絵画が部屋の壁にかけられていて、かえってそれらの気遣いが今の三人に鬱うつ陶とうしさを感じさせる。

「これ、サイサリスの連中が飾ったものだと思うか？」

　ザラスは三日前と比べるとずいぶんと活気を取り戻していた。左ひだり眼めを前髪で隠しながら、露あらわになっている右眼の方でジュリアナを見る。ジュリアナは三日前と比べるとさすがに少し身だしなみが崩れてはいるが、それでも十分すぎるほどの美しさをその身に保っていた。

「どうでしょう。あの方々がそこまで気を遣ってくれるとは思えませんが」

　ジュリアナは小さく首をかしげながらザラスの問いに答える。

「それもそうか。じゃあ、この地下拠点を作った人間が最初に飾ったのかな」

「そうかもしれませんね」

　ザラスのぼんやりとした言葉にまたジュリアナが答えた。

「姉ちゃーん、腹減ったー」

　すると、今度は机に突っ伏して大きく腹を鳴らしていたアルターが情けない声音で口を挟む。

「我慢しな、バカ弟」

「でもぉ……」

　アルターは机に突っ伏した状態で右に左にと首をまわし、その額を机上に押し付ける。

「もうすぐだ。いずれ、たぶん、『もう一度やれ』って言われる。新派サイサリスの連中は旧派と真逆でどでかい欲を抱えてるからな」

「もう一回かぁ……」

　アルターは先日の劇中に起こった出来事を思い出した。

　ジュリアナの〈魅み魔まの魔眼〉に魅入られて、ひとたびに意識を失っていった観客たち。あのあとなにもなければ、教団の手の者が彼らにサイサリスの教化術式をかけたはずだ。自分たちはそれを見る前にジュリアナの護衛として外に出てしまったので、実際にはどうなったかわからない。

　──でも、あの白い髪の人がいたなら、うまくはいかなかったかもしれない。

　あの公演のあと、何人かの教団信者たちに会ったが、不思議なことに皆どこか苛いら立だたしげな様子だった。もしかしたら、本当に教化がうまくいかなかったのかもしれない。

「それにしても、教化術式って改めて考えるとひどい代物だね。本当に昔のサイサリスとは真逆だ。積極的な教化が悪いとは言わないけれど、ここまでくると教化ではなく洗脳だよね」

「サイサリスはムーゼッグほど直線的ではないにしろ、やっていることはやつらとそう変わりない」

　ザラスがアルターの言葉に答える。

「いや、この場合、むしろムーゼッグの方が例外なんだ。あんな真正面から堂々と『力をよこせ』なんてやってるの、国家としちゃ異例だろ。太古の〈悪徳の魔王〉が一人で力を振り回してそうしてるってんならよくある昔話っぽくて信じやすいんだが、国家単位でそれをやるとなると別だ」

　ザラスの言葉に、今度はジュリアナがうなずく。

「国家ってもっと陰湿に、からめ捕るようにまわりを捕食していくイメージがあったんだが、この場合サイサリス教国の方がそういうイメージに合致している気がする」

　ザラスはこの部屋に弟とジュリアナ以外がいないことを確認してからそう言った。

「とにかく、サイサリスも大きな力を求めてる。もしかしたら最初は身を守るためにやっていたのかもしれねえが、結局それがどこかで侵略のためのものに傾いていったのかもな」

「そうですね。力というのは……魔性ですから」

「ハハ、〈魅魔〉が言うとなんだかグッとくるよ」

「でも、そういうあなたも魔王でしょう？」

「ああ、……そうだよ」

　ザラスはジュリアナの問いに正直に答えた。もしかしたらサイサリスの信者たちに知らされていたのかもしれないが、面と向かってそのことについて話したことはない。

「だから、わかるよ。あたしは自分の身体からだに宿る力をうまく扱えないから直接的にはわからないけど、あたしを追ってくるやつらの顔とか目とかを見れば力ってのがどれだけ魔性なのかはわかる」

　そう言ったあと、今度はザラスがジュリアナに訊たずねた。

「どうしてお前はサイサリスにいるんだ」

　今になって、似た境遇の魔王としての共感が芽生えている。だからこそ返ってくる答えはなんとなくわかっていたが、明確な言葉として彼女からその理由を知りたかった。

「追われていたからです。戦う力のない私には、あの絶望の中で差し伸べられた手を振り払う勇気がありませんでした。たとえその手が黒ずんでいるとわかっていても」

「そうか……同じだな」

　完全に同じではない。しかし理屈は同じだ。

「あたしにはアルターがいたけど」

　ザラスは机の上に突っ伏したまま動かなくなっているアルターへ視線を送る。気づけばアルターはその体勢のまま眠りこけていた。「器用なやつだ」とザラスが苦笑して、またジュリアナを見る。

「こいつはあたしを一人にしないためにこんな過酷な道に付き合ってくれてるんだ。バカだけどまっすぐな弟。できればあたしは……ついてきて欲しくなかった。いや、ついてきて欲しかったけど──やっぱりついてきて欲しくなかった」

　矛盾したその言葉にジュリアナはうなずきを返す。

「こいつは血のつながった弟だけど、実は半分なんだ。種違いってやつでな。あたしの〈光こう魔ま〉としての能力は親おや父じ側から継いできたもの。どっかでご先祖サマがこの血に呪のろいをかけて、それが親父側から流れてきた」

「呪い、ですか」

「術式にくわしくないやつから見れば、こんなのはわけのわからねえ呪いと同じだ」

「そうですね。私もそう思います」

　ジュリアナも〈光魔〉であるザラスと似た能力の持ち主だった。後天的に継がれる術式の力などではなく、生まれつき身体に組み込まれていた先天的な力。互いに身体の一部に術式が刻まれている共通点を思うと、どこかの時代でこういう手法が盛んになっていたのかもしれないとも思えてくる。

　もしかしたら互いの先祖は同じ時代に生きていたのかもしれない。

「ともかく、弟はそんな呪われた血は継いでない。そんで、こいつは泣き虫だけど、結構いろんな才能があるんだ。手先も器用だし、手に職ってのも悪くない」

　ザラスはアルターを優しい目で見ていた。

「こいつにはいろんな道があった。……いや、まだある。だから、できれば早めに──」

　と、ザラスがそこまで言ったとき、アルターが座っていた椅い子すの脚がぼきりと一本折れて、アルターがそのまま顔面を机にこすりつけながら床に倒れ込んだ。

「んんんぁあっ！　痛い!!　──えっ!?　なにっ!?　あっ、顔痛い!!　えッ!?」

「あは、あはは、お前、本当に運がないなぁ、アルター」

「なに笑ってんだよ姉ちゃん！　うわっ、この椅子脚がボロボロじゃん！　もっと早くに気づいておけばよかった！　せっかく気持ちよく寝てたのに！」

　アルターは顔をさすりながら今にも泣きそうな顔で自分と一緒に倒れた椅子を見る。

　椅子にぶつくさと文句を言いはじめたアルターを見て、ザラスとジュリアナは一緒に笑った。

　さきほどまでの二人の会話は、そこで自然と途切れた。




　それから数十分が経った。

　三人は適当な雑談を重ねながら部屋の外からの反応を待っていた。

　すると、さらに数分が経ったあと、ようやく動きが起こる。

「ジュリアナ、出ろ」

　ギギ、と立てつけの悪い部屋の扉が開いて、その向こうから白装束に身を包んだ男が姿を現した。

「わかりました。……次の公演ですか？」

「違う」

「……？」

　ジュリアナは返ってきた答えに思わず首をかしげる。

　だが、白装束の男が面倒だと言わんばかりに早く出るよう仕草を見せたので、ジュリアナは大人しく指示に従った。

　扉の手前でジュリアナは部屋の中を振り返り、ザラスとアルターにいったんの別れを告げる。

「それでは、また」

「ああ」

「気をつけてね、ジュリアナ」

　ザラスが短く返し、いつの間にかジュリアナに気軽に接するようになっていたアルターも彼女を気遣う言葉を返した。

　そしてジュリアナは白装束に連れられて行く。

　部屋にはザラスとアルターが残った。




　それからさらにいくばくか。

「外が騒がしいな」

　ザラスがふいに耳をそばだてて言った。

「祈りでも捧ささげてるんじゃないの？　改変されたサイサリスの神に」

　そう言いつつも、アルターが姉の疑問に応こたえるようにおもむろに扉に歩み寄った。

　扉に耳を当てて、外の音を拾う。

「んー……」

　よくわからない。たしかに音が錯さく綜そうしている気がするが、不ふ明めい瞭りようだ。

「さっき扉は開けるなって言われたけど、少しくらいならいいかな」

　ジュリアナを迎えに来た白装束が去り際にそう言っていた。

「そーっと……」

　アルターはゆっくりと扉の取っ手を回し、極力音を立てないように扉を押し込む。

　顔半分を扉からひょっこりと出して、薄暗い通路に視線をやった。

「っ！」

　その、直後。

「姉ちゃん！　──やられた!!」

　アルターはすぐに振り返って焦燥を乗せた顔を姉に向けた。

　ザラスはアルターがなにを言っているのかすぐにはわからなくて、とっさに立ちあがり扉に駆け寄る。

「なんだ、これ……」

　扉から首を出すと、左右に延びる廊下が両側とも大量の土ど囊のうによって塞ふさがれているのが見えた。まるでここから逃げ出せないようにするかのごとく、天井いっぱいにまで積み上げられている。

「っ」

　その土囊の向こう側から駆けるような音が聞こえた。音が不鮮明だったのはこのせいだ。

「──アルター！　荷物持ちな！」

　それがなにを意味するのかはまだわからない。だが、このままここにいるのはまずい気がする。ザラスはアルターに言いながら自分もいったん部屋の中に戻って外がい套とうを羽織った。

「なにかあの土囊をどかすのに使えるもんは──」

　周辺を見回すと扉に使うつっかい棒のようなものがあって、無いよりはマシだとそれを片手に引っつかんだ。

「アルター！　準備は──」

　ザラスが先に扉の外に戻ったアルターに声を掛けようとする。

　その次の瞬間。

　今度は廊下から大きな破裂音が鳴った。

「アルター！」

　ザラスは急いでアルターへ近寄る。

「だめだ、姉ちゃん。下がってて」

　しかし、アルターがザラスを片手で制した。アルターは一人廊下側に目をやって、なにかを見つけたようだった。

　一体なにが、と次々にやってくる謎なぞの事態にザラスが混乱しはじめたところで、再び廊下側から破裂音が鳴る。おそらく土囊が粉々に砕け散った音だ。

「──」

　その破裂音に混じって、誰かの声が聞こえた気がした。

「嫌な感じだ……」

　アルターが術機銃を掲げながら小さくつぶやく。

　やがて土煙が収まり、この騒ぎを起こした犯人の姿が術式灯の光の下に晒さらされた。

「サイサリスも存外臆おく病びようだ。〈魅魔〉を渡さないためにあえて〈光魔〉を囮おとりにしたか」

　アルターに銃口を向けられているというのに、なんの躊躇ためらいもなく歩み進んでくるその若い男は──妖よう美びな金髪と碧あおと紫のヘテロクロミアを宿していた。




　少年に特有の無む垢くな美び貌ぼうをたたえながら、しかしその顔とはまるでかけ離れたおそろしげな剣気を放つその男は、黒い外套を身に纏まとっていた。

「なによりこういうやり方は僕も好むところではない。殿下もきっと顔をおしかめになるだろう」

　黒。ムーゼッグの国色。ザラスはとっさにそれを思い浮かべ、そしてすぐにその男の羽織っているマントの胸元にムーゼッグの紋章が刺し繡しゆうされているのを見つける。

「さて、自己紹介でもしておこう」

　そこで男が言った。

「僕の名は〈ミハイ・ランジェリーク〉。ムーゼッグ王国の軍人だ」

　男──ミハイ・ランジェリークはザラスを見て薄い笑みを浮かべる。

「〈ザラス・ミナイラス〉で間違いないな」

「っ」

　ザラスはミハイと目が合って、即座に首を引っ込める。

「そう怯おびえるな。いずれにしろ逃げ場なんてないんだ。サイサリスはもうお前たちを守りはしない」

　廊下から響いて来るミハイの言葉を聞いて、ザラスは今までの出来事の意味を理解した。

「お前は飼い主に捨てられた」

　ジュリアナだけが白装束に連れられた理由。逃げられないように積み上げられた土囊の訳。

「さきほどサイサリス教団は僕たちムーゼッグの介入に気づき、そして僕たちと敵対することを避ける選択をした。ついでに、〈光魔〉ザラス・ミナイラスを囮に〈魅魔〉を連れ去る算段らしい」

　ミハイの憐あわれむような声がザラスの耳を撫なでる。

「まあ、僕たちとしては仕事が楽でいいんだがな」

　ザラスはミハイの言い分を聞いて、すべてに得心した。そして同時に、この時代を再び呪った。

「時代が悪かったな、〈光魔〉。今、この時代でなければお前はまだ諸国に放っておかれただろう」

　おそらくムーゼッグの目的は──自分の魔王としての力を奪うことにある。

　──また、この呪いのせいか。

「いまだに問題は多いが、燃料確保の難しさという難点をその〈光魔回路〉で解消すれば、我が国の術機産業は一気に飛躍する。ムーゼッグはさらなる高みに昇る」

「──戦うことしか考えてねえんだな、お前らは」

　ザラスはついに、部屋の中から言葉を返した。

「お前ら？　〈光魔〉の末まつ裔えいがよく言う。お前の身体からだだってもともとは戦いに飢えた人間が造ったものだろうに。さも自分がこの戦いの輪の外側にいるような言い方はやめろ」

「黙れ！」

　すると、アルターが怒声をあげ、なんの躊躇いもなく術機銃の引き金を引いた。

　青白い弾丸がミハイへと飛ぶ。

「喋しやべるな、アルター・ミナイラス」

　しかし、ミハイはどこに飛んでくるのか知っていたような動作で弾丸を避けた。

「お前が〈光魔回路〉を持っていないのはわかっている。お前はそこにいる姉のおかげでぎりぎり生かされているんだ。死んで後追いでもされたら面倒だからな」

「っ！」

　声は徐々に近づいてくる。ザラスはアルターを制し、ついに部屋の中から首を出した。

「そうだ、あたしの先祖は戦いばかりを考えてた。その上クソなことに、ずいぶん頭がよかったらしい。術機産業が隆盛する時代を予想して、こんな燃料回路を一族の身体に刻んだ。だが頭がよかった一方で、バカでもあった。思ったほどすぐには時代が追い付いてこなかったし、理論を実際の形にするまでに時間が掛かりすぎた」

「そうだ、光魔回路は理論ばかりが先行した。しかしこの時代になって、ようやく完成した。まるでムーゼッグのためにあつらえたかのようなタイミングのよさだ」

「都合の良いい解釈するんじゃねえよ。たしかに親おや父じはクソだが、お前らのためにこれを完成させたわけじゃねえ」

「なら、誰のためだ。なんのために、お前の父は光魔回路を完成させた」

　ザラスはミハイの問いに、

「──」

　答えられなかった。

　──あたしだって、わからねえよ。

　背中に刻まれた気味の悪い術式が、ほのかに熱を持った気がした。
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　自分の父は、いかにも〈光魔〉の家系らしい人間だった。

　妄執的な学者気質とでも言おうか。理論の完成と回路の実現のために、ほかのあらゆるものを犠牲にしてしまえる男。ついでに言えば、術式学者としては〈光魔〉の家系随一の天才でもあった。

　──結局あの男は、あたしの身体に光魔の回路の完成を見てすぐに死んだ。

　この忌々しい回路を完成させるためだけに神に生を与えられていたと言わんばかりの幕切れ。この力を使って『人の役に立て』なんてありきたりなことも言わなければ、『戦争を止めろ』とも言わないし、『この術式理論を世間に発表して名誉を』とすら言わなかった。とかく、人間味がなかった。

　そんなものだから、特段に願われもせず、命令されもせず、ただ身体にこんな術式だけ刻まれて、自分は野に放り出された。

　自分はなんのためにこんな能力を身体に宿しているのか。

　これならいっそのこと理不尽な使命でも与えてくれた方がマシだったかもしれない。

　持て余すこの背中の術式をどう使うべきかに答えがあるのなら、

　──教えて、くれよ。

「教えてやる」

　すると、再びミハイから声があがった。まるですぐに答えられなかったザラスから内心の逡しゆん巡じゆんをすべて察したかのような言葉。

「ムーゼッグに使われるためだ」

「ッ……！」

　次いで放たれたミハイの言葉に、ザラスはカっとなった。身体の奥でぐつぐつと煮えたぎったなにかが跳びあがって、喉のどを伝って口から漏れ出そうになる。

　だが、違うと言えなかった。ほかに明確な答えを持たない自分は、なにも言えない。

　──くそ……。

　ザラスは拳こぶしを握る。意図せず目め尻じりに熱いものが込み上げてきたのを感じた。

　──やめろ、みっともねえ。

　これではあまりに情けない。思いながらも、身体は言うことを聞かない。じわりじわりと身体の奥からなにかが染みだしてくる。

　ザラスの心は自身で思っている以上に限界が近かった。

「──お前は絶対許さない」

　と、不意にアルターの声があがった。アルターは今まで聞いたことがないような低い声で、言葉に怒気を表していた。そしてアルターが、ザラスの身体を部屋の中に押し戻して、手に持った二挺ちようの術機銃をミハイに向け直す。

　──だめだ、アルター。

　まともにやり合ってもアルターは斬きられる。この男には偉そうな口を利くだけの力がある。自分でもそれがわかるのに、よりそういうものに敏感なアルターが気づいていないわけがない。ザラスはとっさにアルターを止めようとした。

「アル──」

「姉ちゃん、俺、絶対姉ちゃんを逃がすから」

　しかし、一転して優しげな声がアルターから飛んできて、ザラスは言葉の頭を押さえられた。

「だから、姉ちゃんは振り向かないで逃げてね」

　──やめろ。

「俺、姉ちゃんの弟で、本当によかったよ。口はちょっと悪いけど、こんな優しい姉ちゃんはほかにいないと思うから」
















　──やめろ、アルター。

　ザラスは部屋の中からアルターに手を伸ばす。震える足を鼓舞して、アルターを部屋の中に引き戻そうと思った。

　しかし、ザラスが駆けだす前に、アルターとミハイの間で殺気にまみれた視線のやり取りが行われ──

「そうか、お前は死ぬ道を選ぶんだな」

「違う。俺は姉ちゃんを生かす道を選ぶ」

　二人の言葉が交差する。剣が抜かれる音が聞こえた。

「なら死ね」

「お前が死ね」

　誰か、アルターを助けてくれ。ザラスはいもしない救世主に願った。

　撃音が鳴る。

　怒号が耳をつんざいた。

　術式の光が廊下で瞬き──

「あたしを一人にするなっ……アルター!!」

　赤い血が飛ぶ。

　撃音は止まらない。

　絶望の足音が、聞こえた気がした。




　そしてザラスは部屋の壁がなにかに破壊されたのを見る。

　一瞬にして舞い上がった瓦が礫れきと土煙の中で──白い雷いかずちのようなものが閃ひらめいていた。
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　──強いや、こいつ。

　アルターは術機銃でミハイの剣撃をどうにか弾はじきながら心の中で言った。

　すでに右手に持っていた銃は弾き飛ばされている。それでいてこちらからの攻撃は先が見えているのではないかと思うほどの正確さで避けられた。

　──それにこの剣、普通の剣じゃない。

　この金髪の男が使う黒い術式剣。それに銃身を打たれた直後、中に貯蔵していたはずの術素燃料が不自然に融解した。なんらかの術式効果が込められている可能性がある。

　──ダメだ、諦あきらめるな。

　ここで退ひけばこの男は姉を連れ去る。なんとしても踏みとどまらなければならない。

「終わりだな」

　しかし男が言った。

　その意味をアルターは遅れて察した。

　──……くそ。

　背中から鋭いなにかが身体の中に侵入してきた感覚。

　──遠隔操作もできたのか。

　気づかぬうちに死角を取られていた。

　──嗚あ呼あ。

　泣いている姉の姿が脳裏を過よぎる。

　──俺は……




「諦めるな、アルター！　お前はザラスを守るんだろう!!」




　そこで不意に誰かの声が耳を穿うがった。

　どこかで聞いたことのある声。

　次いで、アルターは背中から自分を貫こうとしていたなにかが腹の半ばで止まったのを感じた。

「なら諦めるな!!」

　そしてアルターは自分が死の淵ふちから救い上げられたことを知る。

　自分を貫こうとしていた黒い剣を素手で握りしめた一人の男が──目の前に立っていた。
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「メレア……さん？」

　ジュリアナから聞いたその名前。

　地下に閉じ込められている間、ジュリアナはあの白い髪の魔ま神じんの話をよくした。

　──どうして、ここに。

「喋らなくていい、大人しくしてろ」

　白い髪の魔神は、黒い剣の刀身を握り込んで血まみれになった右手を気にも留めず、崩れ落ちたアルターの身体を抱きとめた。

「飲め、お前なら耐えられる」

　さらにその魔神は、懐から小さなガラス瓶を取り出して、中の液体をアルターの口元に垂らす。

「薄めた〈薬やく王おう〉の血と薬草を混ぜ込んだ薬だ。気力があればそれくらいの傷すぐに治る」

「姉ちゃん、は……」

「安心しろ、無事だ。それにすぐに俺の仲間が来る。お前もザラスもムーゼッグに渡しはしない」

　それを聞いたアルターは安あん堵どした。口元に垂らされた赤い宝石のような液体を飲み込みながら柔らかな笑みを浮かべる。

「よかったぁ……」

「あとは任せろ。お前たちもジュリアナも、〈魔王連合メア＝ネサイア〉が全力をもって助ける」

「……そっか。なら、きっと姉ちゃんも、安心だ、ね……」

　そして、アルターの意識は暗くら闇やみに吞のまれた。

「なぜ、貴様がここにいる……」

　すると、そこで別の声があがった。

「〈メレア・メア〉……!!」

　ミハイ・ランジェリーク。

　かつて二度、その〈魔神〉と相対したことがあるセリアスの腹心は、その男の髪の白さと瞳ひとみの赤さを嫌というほど覚えていた。

「黙れ。そんなことはどうでもいい。──俺はお前を許さない」

　ミハイは状況が整理できない。

　しかし今ここで自分が前に出るべきではないことは、身体からだが知っていた。

「くっ……！」

　ミハイは即座に二歩下がり、さらに大きく三歩目を踏む。

　メレアは瞬まばたき一つせずミハイを凝視する。

「くそッ!!」

　結局ミハイは後方への四歩目を踏んだところで身体を反転させてその場から逃げ出した。

　メレアはミハイを追わない。なによりも大事にするように、アルターを優しく抱きかかえていた。
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「アルター!!」

　ミハイがその場から去ったあと、ザラスが部屋の中から飛びだしてきて意識を失ったアルターに駆け寄った。

「ああ……アルター……」

「心配ない。もう血は止まったし、呼吸も安定してる」

　メレアはザラスを安心させるように言う。

「お前は……」

　するとザラスがメレアの顔を見上げた。表情は弱々しく、目尻には涙のあとがある。

「ムーゼッグの介入を察知してここに来た。とある道化師がこの場所を教えてくれたんだ」

　道化師。おそらく最初に自分たちをここへ案内したあの妖よう艶えんな人物だろう。

「君も無事か、ザラス・ミナイラス」

　ザラスはメレアにそう訊たずねられて、目を伏せた。いまだに頭は混乱しているが、目の前の男に命を助けられたことだけはしっかりと認識している。

　しかしザラスは、だからこそ、メレアの顔を見ていられなかった。

「居場所を失なくしたと、思っているか」

　再びメレアから声があがる。

「居場所……」

　もともとあってないようなものだった。サイサリスというのは寒風の吹く荒地に建てたボロ小屋のようなものだ。ないよりはマシだが、あったからといって安全というわけでもない。

「最初から……あたしたちに居場所なんてなかった」

　ザラスは言った。

　──でもまあ、これでまた荒野に逆戻りだ。

　正直に言えば、今回のはいつもより堪こたえた。それは裏切られたからではない。あの強国ムーゼッグが自分たちを追っているという事実を突きつけられたせいだ。

　不安と焦燥がいまさら同時にやってくる。

　ザラスは胸に嫌なムカつきを覚えた。

「居場所が欲しいと、今でも思っているか」

　すると、そこでまた声が来た。

「そんなものが……あるんならな」

　もうずっと探している。でもまだ見つからない。そんなもの本当はないのかもしれない。

「なら言おう」

　そこで、メレアが言った。




「俺が居場所を与えてやる」




　ザラスは再び顔をあげ、メレアの顔を見た。

「俺の名は〈メレア・メア〉。レミューゼに拠点を置く、〈魔王連合〉の長おさだ」

　まるで舞台上の主演役者のようだった。地下の薄暗い闇の中で、たいして光なんてないのに、不思議と白く輝いているように見える。

　そしてザラスは、メレアが手を差し出してきたのを見た。その手は戦闘者のものとは思えないほど綺き麗れいだったが、それでいてとても大きく見えた。

「……ダメだ」

　ザラスは思わずその手を取りそうになって、しかし、伸ばしかけた右手を左手で押さえる。

「あたしはお前にとても『よくないこと』をした。……あたしは三日前、お前の思いを踏みにじった。わかっていて利用したんだ」

　ザラスは自分の思いを正直に吐露した。

「だからあたしには、お前の手をつかむ資格がない」

　それは彼女なりのけじめだった。

「……ただ」

　しかし、その直後にあることを思い立って、最後に言葉を繫つなげる。

「もし正式に魔王じゃなくても受け入れてくれるってんなら──」

　──せめて、アルターだけは。

　そう思ってすぐに言葉を口にしようとしたら、不意に向こうから声が飛んできていた。

「なら、俺が勝手にその手をつかむ分にはいいんだな」

　気づいたら、引っ込めようとした手を誰かに取られていた。ザラスがとっさに顔をあげると、自分の手を優しげな笑みで引っ張るメレアの姿が近くにあった。

「今の話しぶりからすると、絶対に嫌だってわけじゃないんだろう？　自分の良心の呵か責しやくがあるからあえて手を取らないわけだ。嫌だというものを無理やりさらうのはさすがに俺も躊ちゆう躇ちよするけど、そうでないと言うのなら──」

　メレアは断言する。

「俺は踏み込むよ」

　メレアがザラスの手を引っ張ってゆっくりと立ちあがらせる。

「判断はあとでしてくれればいい。もしこれから一緒にいて、信頼に足らないと思ったときは好きなようにしてくれ。ほかにもっといい居場所を見つけたときも、好きなようにしたらいい。そうなったとき俺は君を引きとめると思うけど、でも無理に引きとめることもしないとも思う」

　ザラスはメレアの中に底の知れない器を見る。

「だから、今現在どこにも行く場所がないなら、とりあえず俺のところへ来るといい。今この場ではっきりと嫌だと言うのなら、もう一度この手を離そう」

「っ……」

　メレアのまっすぐな視線を受けて、ザラスは唇を嚙かんだ。

「っ、い──」

　けじめだ。嫌だと言え。

「姉ちゃんを……連れて行って……」

　拒絶の言葉を口にしようとした瞬間、ザラスの耳をアルターの声が穿った。

　メレアの腕の中に視線を落とすと、アルターが薄く目を開けてメレアを見ていた。

「──」

　ザラスはその弟の姿を見て、ついになにも言えなくなる。

「アルター。別に魔王じゃなきゃ引き入れないってわけじゃないから、お前も一緒に来るといい」

　すると今度は、メレアがアルターに優しげな微笑を向けて言った。

「うん。ありがとう……メレアさん」

　アルターは屈託のない笑みを浮かべ、小さくうなずく。

「俺は君を尊敬する。よく今まで一人で魔王を守ってきた。たった一人なのにその思いを捨てなかったことは本当にすごいことだ」

「俺の、大事な姉ちゃんだから……ね」

　ザラスはそのとき、自分がこの弟に思っていたよりもずっと守られていたことを知った。

「なら、ひとまず外に出よう。上でほかの仲間も待ってる。俺にもまだやるべきことがあるから」

　そう言ってメレアが部屋の壁に開いた大穴を顎あごで指した。

「隣の部屋の天井をぶち壊してきたから、そこから上に行ける」

　メレアがアルターを抱えたまま歩きはじめる。

「ま、待て」

　その後ろ姿をザラスが引きとめた。

「あたしは──本当にお前の手を取っていいのか」

　助けられた。この上なく助けられた。そのうえ手を差し伸べてもらった。もはや断る理由などない。あのとき言った力の証明も、今まさにムーゼッグを相手に為なされた。

　だからこそ、一度その手を払いのけた自分は、いまさら都合よく彼の手を取っていいのだろうか。

「それを決めるのは君だ。もし君が自分を許せないと言うのなら、許せるようになるまで俺の近くにいればいい。いつか自分を許せるようになったら、改めて俺の手を取ってくれ」

　メレアの答え。

　そのときザラスは決心する。

「……わかった。ならあたしは、これからあんたの手を取るための努力をする。あたしがあんたにしてしまった行いを償えるぐらい、努力をする。それでもし、あたしが自分を許せるようになったら、またあんたの手を取りに行く。そのときまで──あんたはその手を開いておいてくれるか」

「ああ、もちろんだ」

　メレアは優しく微笑ほほえんだ。

〈白はく神しん〉としての笑みが、そのときのメレアの顔には乗っていた。
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　メレアはザラスたちを連れてヴァージリアの地上に出た。

「お二人とも〈魔王連合〉の一員になったということでよろしいですかね？」

　軽妙な声音と仕草でそう言ったのは、縦穴の出口の傍そばに立っていたシャウだった。

「ああ、紆う余よ曲折はあったけどね」

　メレアはそんなシャウの方を振り向いて言う。

「では、例によってさほど悠長にしている暇がなさそうなので、次の行動に移りましょう」

　シャウは剽ひよう軽きんな笑みを消し、今度は真ま面じ目めな表情でメレアを見た。

「ジュリアナは？」

　メレアもまたその顔に鋭い気迫を乗せ、シャウに訊きく。

「アイズ嬢とシラディス嬢がそれぞれの方法で追っています。シラディス嬢はどちらかというと保険ですね。実のところアイズ嬢だけでも追えそうですよ。──おそるべきことに」

　シャウの感嘆のこもった言葉にメレアもうなずいた。

「こういうときのアイズの集中力はすごいからな。本当に連れてきてよかった」

　星樹城でのやり取りを思い出しながら、メレアは思わず嬉うれしさを感じてしまう。

「シラディス嬢にはサイサリスの白装束たちが地下通路等を使った場合等を想定して匂においで追ってもらっています。というわけで、あなたはまず西にある大きな建物の屋根上へ向かってください。そこにアイズ嬢がいるので」

「わかった」

　メレアはアルターをシャウに任せて西を向く。

「──やっぱりシャウは俺とは出来が違うな」

　と、そこでメレアは思い出したようにシャウの方を再び振り向いた。

「俺はなにも考えずに突っ込んでばかりだ」

　メレアはザラスたちに魔の手が迫っていたことを知ったとき、ほとんど衝動的に動いた。まったくあとのことを考えていなかったわけではなかったが、少なくともここまで周到ではなかった。

　対し、シャウはいつのまにか驚くべき早さで手を回している。メレアはその敏腕ぶりに何度も助けられていることを忘れない。

「ハハ、あなたはそれでいいのです」

　そんなメレアの言葉に、シャウは一度きょとんとして目を丸くしたが、すぐに口を開いて言った。

「なによりもまずは魔王を守らねばならないのですから。私のようにいちいちあとのことを考えてから動いていたのでは間に合わないこともあります。たぶん、今回はそうでした」

　だからちょうどいいんです、とシャウが続ける。

「それに、私たちはあなたのために道をつくるのが役目なのですから」

　シャウは少し嬉しそうに、それでいていつもどおりのわざとらしさを伴わせながら、妖あやしい笑みで優雅な一礼をした。

「ああ」

　メレアはあえて言葉を短く切ってうなずく。掛けようと思えばいくらでも声は掛けられる気がしたが、むしろ今はそれだけで十分な気がした。

「じゃあ、行ってくる」

　そしてついに、メレアはアイズがいるという建物の方へ一歩を踏む。

「あ、一応言っておきますが──気をつけてください。ムーゼッグが絡んできてからきな臭さが鼻につきます。さきほどのムーゼッグの手先もエルマ嬢が追っていますが、まだなにがどうなるか未知数な部分が多いです」

　メレアは後ろから飛んできたシャウの声に片手をあげて答えた。

「私たちはあらかじめ決めておいた待ち合わせ場所にまっすぐ向かいます」

「わかった。ノエルには〈竜りゆう鳴めい〉で知らせておくよ」

　メレアはそう言いながら、懐で掌てのひらを鳴らそうと軽く腕を広げる。

　しかし、実際に掌が合わせられる寸前、メレアのもとへまた別の人影が近づいて、その気配に気づいたメレアはとっさに動きを止めた。

「マリーザ」

　近づいた人影に視線を向けたメレアが、短く人影の名を呼ぶ。メレアの傍にやってきたのは、それまで会話の邪魔をしないように粛然として後ろに控えていたメイド衣装の女だった。

「マリーザ、ザラスたちを頼むよ。俺はジュリアナのところへ行く」

「……はい。しかと承りました」

　マリーザは両手を胸元で組んで、はっきりとうなずく。そこには主人の命を忠実に実行しようとするメイドとしての矜きよう持じと、そんな主人の方をこそ心配するもう一つのメイドとしての矜持が混在していた。

　そんなマリーザを見たメレアは、ふっと微笑を浮かべて、マリーザの頭に片手を伸ばす。

「大丈夫だよ、マリーザ」

　メレアはそのままマリーザの頭を優しく撫なでた。

「ええ。……そう信じております。そしてこんな状況ですから、無理をするなとも言いません。ですが、やっぱり少しだけ、言わせてください」

　マリーザは慈しむようにメレアの手をとって、そこに自分の手を重ねた。

「どうか、ご無事で」

「うん」

　メレアはまた優しげに笑って、最後にザラスの方を振り向いた。

「ザラス」

「……ん」

「安心してくれ。絶対にムーゼッグにもサイサリスにも手は出させない。俺の仲間はみんな優秀なんだ」

　ザラスはその言葉を受けてすぐに答えた。その顔には苦笑があった。

「もう疑ってねえよ」

　ザラスはそう言ったあと、すぐに襟を正して続ける。

「それよりも、ジュリアナを助けてやってくれ。あたしがこんなこと言うの、都合が良いいのかもしんねえけど……」

「いいや、〈魔王連合〉の一員としてはこの上なくまっとうな言葉だ。──大丈夫、絶対にジュリアナは助け出す」

　メレアはまっすぐにザラスを見て言った。

　そしてついに、胸元で拍手の音を響かせながら、西への二歩目を踏む。

「こっちは任せた」

　その場に残る仲間たちに言葉を残し、メレアは白雷を纏まとって駆けだした。

　一瞬のうちに加速した身体からだは、数度瞬まばたきをするうちに街路の奥へと消え、屋根へと上り、暗い空の中を一筋の軌跡を描きながら翔かけていく。

　その白い光に夢を見せられた魔王たちは、ただ静かにその背中を見守っていた。
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　メレアがシャウの指差した高い建物の屋根上へたどり着くと、そこにはサルマーンと双子、そしてアイズがいた。

「よう」

　サルマーンがメレアの到着にまっさきに気づいて、片手をあげながら声を掛ける。

「アイズは？」

　メレアが同じく手をあげて返すと、サルマーンはすぐに自分の後ろの方を指差した。

「すげえ集中力だぞ」

　サルマーンの促しにしたがってメレアがその先を見ると、微動だにせず、じっとしてなにかに集中している一人の少女の姿があった。

　銀色の瞳ひとみに淡く光る術式陣を浮かばせた少女──アイズだ。

「声、掛けても大丈夫そう？」

　瞬き一つせず宙へ視線を飛ばしているアイズを見て、メレアが少し驚きながらサルマーンに訊く。

「大丈夫、だよ」

　すると、そのメレアの問いにサルマーンではなくアイズ本人が答えた。いまだに視線は宙へと飛ばされているが、メレアの声はしっかりと聞こえているらしい。

「そっか。早速だけどアイズ、ジュリアナが今どこにいるかわかる？」

「うん、わかる、よ」

　アイズはまた眼めを開いたままで答える。その様子はいつもよりもどこか毅き然ぜんとしていて、力強ささえ見て取れた。

「今、広場を抜けて、西の大通りに差し掛かったところ。まっすぐ、そのまま都市門の方に、向かってる。シラちゃんが、ぴったり、ついてるよ。あと、シーザーさんが、うまく途中で合流したみたい」

「そのあたりなら〈白雷〉と〈六ろく翼よく〉ですぐに追いつけるな」

　メレアはアイズの返答を受けて再び拍手をした。二度の拍手のあと、身体に白雷が纏われ、同じく背に風の六翼が展開される。

「気を、つけて。西の方、なんだか人が、少ない気がするの」

「サイサリスがなにかしたかな。あるいは、ムーゼッグか」

　アイズは無む暗やみに不安を口に出すタイプではない。そんなアイズがあえて口に出すということは、その違和感に看過しがたいものを感じ取ったということでもある。

「わかった。気をつけるよ。こっちも気をつけて」

「うん」

　アイズは〈天てん魔まの魔眼〉で白装束たちを追うことに集中しているため、メレアの方を向きはしなかったが、小さく、しかしたしかにうなずいた。

「サルマーン」

　次にメレアはサルマーンの名を呼ぶ。

「ああ、アイズは任せろ」

　サルマーンは名を呼ばれただけでメレアの言わんとすることを察し、すぐに答えた。

「任せろ！」「任せろー！」

　さらにそんなサルマーンの答えに傍らに控えていた双子──リィナとミィナが続く。

「ああ、任せる」

　メレアはサルマーンとリィナ、ミィナに一度ずつ視線を向け、それからまた視線を西に戻した。

「ここからの段取りはシャウに任せてある。もしかしたらこのままノエルに乗ってレミューゼまで戻ることになるかもしれないから、そのつもりで」

「そうだな。長居するよりもそっちの方がいいかもしれねえ」

　サルマーンが重くうなずいた。

「じゃあ、俺は行くよ」

「お前も気をつけろよ」

「ああ」

　そしてメレアが再び夜空へ飛んだ。跳躍で斜め上に飛び、直後、空中で風の六翼を羽ばたかせる。それは鳥のように飛ぶための翼ではなかったが、その代わりに爆発するような勢いの風をメレアの背部で生み、その身体に莫ばく大だいな推進力を与えた。

　メレアは瞬く間にサルマーンたちがいる建物から一区画隣の建物群へと跳躍し、着地と同時に今度は街中を走る奇妙な稲光のようになって路地を駆けて行く。

「毎度のことながらホントはええな……」

「メレアもう見えない」「横に走る雷みたい！」

　サルマーンと双子たちの呆あきれたような声がアイズの耳をつついた。
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「さっきからずっと追われてる！」

「なにっ!?　ムーゼッグは〈光魔〉の方に釣られたのではないのか！」

　メレアがジュリアナを追って動き出した頃ころ、〈道化師〉シーザーはヴァージリアの一角でわざとらしい焦り声をあげていた。

「わからない！　でもずっと嫌な気配を感じるんだ！」

　位置は都市の中央広場からやや南西に寄ったあたり。ときおり秘密の地下通路を通りながら、シーザーはほかのサイサリスの白装束たちと肩を並べて走っていた。

「地下通路を使ってもまだ追ってくるのか！」

「もしかしたらなんらかの能力者かもしれない！　術師である可能性も考慮しておいた方がよさそうだ！」

　斜め後方から聞こえてくる白装束からの抗議じみた声に、シーザーはまた芝居ぶって答える。

「ジュリアナ、急げ！」

　そんなシーザーは片手にジュリアナの手を握っていた。集団の先頭、シーザーの今の役回りは、ジュリアナを守る『サイサリスの手先』である。──表面上は。

「わ、わかっています！」

　ジュリアナの方も走り続けで多少息が弾んでいるものの、特に苦しそうな表情はしていなかった。シーザーに手を引かれながら、なされるがままという体ていで走っている。

「シーザー！　なにか心当たりはないのか！　相手が本当に術師であったらかなり面倒なことになるぞッ！」

　そこでまた白装束の声があがった。声をあげた白装束の男は額に汗を浮かべ、顔に隠しきれない焦りを浮かべている。

「わからないよ。原因になりそうなものなんて術式以外にもいくらでもある。たとえば、匂においとか。地下通路を使ってもまだ追ってくるということは、視覚以外に頼った方法で追跡されている可能性は高い」

「匂い？　ありえん！　どれほど鼻がよければ匂いで人間を追跡できるというんだっ!!」

　──ハハ、まったくだ。

　シーザーは先頭を走りながら小さくほくそ笑んだ。

　──でも、彼の仲間の一人が自信を持ってできると言ったからね。

　そして実際に今、こうしてしっかりと自分たちのことを追ってきている。すさまじい追跡能力だとシーザーは改めて思った。

「……だめだ！　やっぱり正確に追われてる！」

　ちょうど西の都市門へ続くいくつかの路地の一つに入ったところで、シーザーがまた大声をあげた。

「こうなったら二手に分かれよう！」

　それは計画された提案だった。

「なに!?」

　後ろを振り向いて言ったシーザーを、後尾にいた白装束たちがわかりやすい驚きの表情で見つめる。

「さっきも言ったとおり、ジュリアナの匂いを追われているのかもしれない。でも見てくれ。ちょうどあそこに衣装店がある。疑わしいものにはすべて対処していった方がいい。──ここでジュリアナの衣装を替えるんだ。キミたちはジュリアナが着ていたものを持って囮おとりになってくれ」

　シーザーが見つけたのは路地の横に建っていた一軒の衣装店だった。自分も劇に使う衣装をよくオーダーメイドしていた店だ。

「ダメだ！　わざわざ衣装を替える時間は作れん！　それならこの場で服を脱げ！」

　白装束はシーザーの提案に首を振って答えた。

「それこそダメだ！　彼女は女性だぞ！　しかもすぐ隣は多くの人目がある大通りだ！　これが心の傷になって魔眼の力にまで影響を及ぼしたらキミたちは責任を取れるのかっ！」

　シーザーは内心で「その程度なんともないだろうけど」と付け加えながら言った。魔王としての苦難を死なずに乗り越えてきた彼女が、その程度で心を壊すわけがない。彼女はお前たちが想像するよりずっと強いのだ。

「ぐっ……」

　サイサリスの白装束たちはシーザーのその言葉に見事に引っかかった。実際にジュリアナが精神的なダメージによって魔眼の力を使えなくなるという状況になった場合、サイサリスは重要な手て駒ごまの一つを失うことになる。そうなれば今こうして〈光魔〉を囮にしてまで逃げている意味もなくなる。

「くそっ！　なら早くしろ!!」

　ジュリアナが一度白装束たちの目の前でその力の有用性を示したことがかえってこのときよい方向に作用していた。

　──よし。

　シーザーは白装束たちの返答を聞き、内心で短く声をあげて踵きびすを返す。ジュリアナの手を引っ張りながら衣装店へと走った。

「シーザー……」

「大丈夫だよ、ジュリアナ。ここからは手て筈はずどおりさ」

　白装束たちが離れたところで、ジュリアナが心配そうな声をあげた。それはジュリアナが自分の身を案じてあげた声ではなく、シーザーの立場を気遣っての言葉だったが、シーザーはそうとは取らなかった。

　今のシーザーはジュリアナのことだけを考えていた。




　衣装店に入ると、中はもぬけの殻だった。

「あらかじめボク以外の誰かが手を回しておいたのさ。──いやはや、金の力は偉大だね」

　シーザーが所狭しと飾られた衣装棚を奥へ抜けながら言う。

「ここで衣装を脱いで、別の物に着替えてくれ」

「しかし、これを渡してしまったら本当にシラディスさんが惑わされてしまうのでは？」

　ジュリアナは水色の髪を揺らしながら、同じ色の瞳に不安げな表情を乗せて言った。

「いいや、白装束たちに渡すのはキミが脱いだ衣装じゃない。その衣装とまったく同じ新品さ。もちろん多少しわを作ったりして工作はしてあるけど」

　シーザーの返答にジュリアナが「なるほど」と小さくうなずく。

「とはいえ、キミが同じ衣装のまま外に出たら白装束たちが不審に思う。ボクもここで少し衣装を替えていくから、その間にキミも着替えてしまった方がいい」

　シーザーは適当な衣装を掛け棒から外しながら続けた。

「それにキミ、あの劇場での一件からずっと軟禁されていたんだろう？」

「ええ」

「なら、着心地という観点からも替えた方がいいんじゃない？」

　シーザーがジュリアナの方を振り向いて楽しげに言った。そのシーザーの笑みはジュリアナを少し安心させる。

「シーザー」

「ん？」

「その劇場での一件に関して、どうしても訊きいておきたいことがあります」

「なんだい」

　ジュリアナはそんなシーザーへまっすぐな視線を向けながら、両手を胸の前で合わせて言った。

「私があの劇場で魔眼の力に掛けたほかの観客たちは、どうなりましたか」

　ジュリアナはそれがずっと気がかりだった。メレアと再会したときにそのことを訊ければよかったと思うが、あのときはあまり悠長にしている時間がなかった。それに、なによりも、

「あのときは怖くて訊けませんでした。でも今は、少し覚悟ができています」

　自分の魔眼のせいで彼らがサイサリスに無理やり洗脳されていたりしたら、その罪は自分が背負わなければならない。そして必ず、償いをせねばならない。ジュリアナの心の中には静かなれど炎のように燃え盛る決意と覚悟があった。

　シーザーはそんなジュリアナを見て一瞬きょとんとする。しかしすぐに微笑を浮かべて答えた。

「ハハ、大丈夫」

　シーザーは選んでいた衣装を片手に持ち替えて、空いた手でジュリアナの肩を優しく撫なでた。

「安心して、ジュリアナ。彼らはメレアたちが助けておいてくれた」

「……嗚あ呼あ、よかった……」

　ジュリアナはシーザーの答えを聞いて大きく息を吐いた。

「こんなときまで自分ではなく観客の心配とは、劇役者の鑑かがみだね」

　シーザーがジュリアナに苦笑を向けながら言う。

「まあ、ボクもメレアたちのてきぱきとした手腕には結構驚かされてるよ。金の力に優れた参謀を中心としながら、なによりもすさまじいのはその行動力の方だ。あのメイドさんとかもおそろしく身のこなしが軽やかだったしなぁ」

「そうですね。あのメイド衣装の方は素人しろうとの私から見ても只ただ者ものではないとすぐにわかりました」

「それでいてときおりメレアを見る目が尋常じゃなく熱っぽいけど」

　シーザーはそのあたりの関係性にも気づいている。男の気持ちはそこまで敏感に察知できないが、女の気持ちは手に取るようにわかる。それには理由があった。

「あ、シーザー。すみません、この衣装とても脱ぎにくいので、少し手伝ってください」

　不意にジュリアナがシーザーの方に背中を向けて言った。

「ん？　いいけど、ボク男だよ？」

　シーザーは自分自身衣装を脱いでいる途中にその声を受けて、ジュリアナの方を振り返る。

「構いません」

「そっか。……わかった。ちょっと待ってね」

　シーザーは結局、ジュリアナの許可をもらって彼女の傍そばへと歩み寄った。

「この紐ひもが絡まってるんだね」

　衣装を脱ぎにくくさせている部分をすぐに見つけ、細長く綺き麗れいな指でそれを解ほどいていく。

　すると、

「わっ」

　紐が解けたところで、ジュリアナが急に振り向いた。

　そして──

「──やっぱり」

　彼女はシーザーの胸元に、躊躇ためらいなく手を伸ばしていた。

　ジュリアナはシーザーの胸に手をおいて、納得の表情を浮かべる。

　そこには少し、困ったような色も混じっていた。

「あなたは女だったのですね」

　シーザーはジュリアナの行動にまだ衝撃を受けているようだったが、ややあって観念したようにため息をついた。

「まったく、キミも策士だね。ボクが着替えているところを狙ねらっていたなんて」

「あなたほどではありませんよ」

　シーザーが困ったように笑うと、ジュリアナもまた小さく笑った。

〈道化師〉シーザーは、ジュリアナの言うとおり──女だった。




「なぜ男装を？」

「その方がいろいろと都合がいいのさ。こうしてサイサリスの中で動き回るにも、ボクの目的を遂行するのにも」

「きっとあなたは、普通に女として振る舞うと目立つのでしょうね」

「そんなことないさ」

「いいえ。あなたはとても綺麗な人です。私だっていろいろな役者を見てきたからわかります。あなたが本気でこのヴァージリアで役者をしていたなら、〈魅惑の女王〉と呼ばれたのは私ではなくあなただったでしょう」

「はは、キミにそこまで褒められると照れるな」

　言いながら、シーザーはまた衣装を脱ぐ手を動かしはじめた。急ぐ動きで襟元まで整えていき、あっという間に着替えを終える。

　するとシーザーはすぐにジュリアナの衣装替えを手伝いはじめた。

「キミはとても強い。だけど、心だっていつまでも強きよう靭じんなわけではない。摩耗もするし、疲れたら休む必要がある」

「……そうですね」

「だから、無理をしてはいけないよ。キミはメレアを頼るといい。彼は──大丈夫だ」

　シーザーは『大丈夫』と、先にその言葉を残した。あとにどんな言葉が続くのか、ジュリアナにはわかっていた。

「彼はキミを裏切ったりはしない」

「はい。それは私もあの方と話をして確信しました」

　ジュリアナは力強くうなずく。

「でも、彼が失敗しないというわけでもない」

「それは？」

　しかし、次にシーザーが口にした言葉に、ジュリアナは首をかしげる。

「彼はとてつもなく大きなことをしようとしている。大きくて、おそろしく難しいことを」

　不意に、ジュリアナの脳裏にあの時計塔で交わしたメレアとの会話が蘇よみがえった。




『あなたには命を懸けるほどの信念がございますか？』

『──あるよ』




「メレアはキミを裏切らない。だけど、メレアが倒れてしまったら、結局キミはまた苦しむことになるだろう。あの集団はメレアがいるから存在できているんだ。ボクはそれを彼らと話して確信した。そしてたぶん、彼ら自身それを知っている」




『あなたは……強いのですね』

『俺には、いざとなったら傾いた天てん秤びんをもとの位置に戻してくれる仲間がいるから。だから思い切った行動をとれるんだ』




　会話の断片が光り輝いて、ジュリアナの頭の中を巡る。

「だから彼らは、メレアを支える。もちろん打算じゃあないんだろうけど」

「そうですね」

「つまりキミは──」

　シーザーはジュリアナの衣装の背中部分の紐をしっかりと縛って、「はい、終わり」とつぶやいたあと、言いかけた言葉の続きを口にした。

「彼らの一員になるつもりがあるなら、同じくメレアを助けてやるといい。それがキミの生き残れる可能性に直接つながるし──」

「大丈夫です、シーザー」

　ジュリアナはふと、シーザーの方を振り向いた。その表情には断固とした決意が宿っていた。

「私はどこまでもあの方についていくと決めました。あのとき、私をもう一度サイサリスへ戻さねばならない状況に陥ったとき、彼が見たこともないような悲痛な表情で『必ず助ける』と言ったのを見て、そう決めたのです」

　ジュリアナは自分のためにあそこまで悲痛な顔をした者をかつて見たことがない。

　そしてそのとき、同時にメレアの思いの苛か烈れつさにも気がついた。

「あの方は危ういのです。あの方はおそらく仲間のために自分の命を簡単に懸けます。正直に言えば私はあの方が心配でなりません」

　ジュリアナは虹色石オパールのような輝きを放つ目を伏せた。両手を胸の前で組み、まるで神にでも祈るかのような仕草を見せる。

「あの方の周りにいる方々の気持ちが、私にもわかりました。あの方は『完全無欠な救世主』ではないのです。昔の英えい雄ゆう譚たんの中に出てくるような英雄でもありません。あの方はどちらかと言えば、英雄譚の『外典』の方に出てくる英雄でしょう。生々しく、いくつも傷を負って、失敗もして、それでもなおなにかをなそうとする、泥臭い英雄」

　否、それこそが昔の英雄たちの本当の姿だったのではないだろうか。

「だからこそ、あの方の意志はとても美しい。ほかにもいろいろと思うところはありますが、気づいたら私は──あの方を好きになっていました」

　唐突にジュリアナの口からこぼれ出た言葉に、シーザーはきょとんと目を丸くした。

「あはは！　それはいいね」

　そしてすぐに、笑い出した。

「そういうのでいいよ。人間なんてそれくらいシンプルな方が力を出せるものさ」

　シーザーは本当に楽しそうに笑って言う。

「そ、そんなに笑わないでくださいよっ」

「だって、こんなところでいきなり告白されても──あはは」

「も、もうっ！　これは言わなければよかったですっ！」

「いやぁ、楽しいなぁ。──あ、でもほかの〈魔王連合〉の女の子たちがいる場では言わない方がいいよ？　ボクの見立てだとすでにずいぶんと火種が転がっているからね」

　シーザーは「ロマンスにはそういうスパイスが似合うけど」と付け加えて、楽しげに考え込む。

「わかっています。私もこの街で多くのロマンスを見て来ましたからね。──うまいことやります」

「キミって結構したたかだよね。それだけの美び貌ぼうがある上にしたたかだと、彼女たちからしたらかなり手ごわい相手になりそうだ」

「私はほかの方よりもスタートが遅いわけですから、これからがんばります」

「うんうん、期待しているよ」

　シーザーはおおげさにうなずき、最後にジュリアナの肩を叩たたいた。

「さて、あんまり遅いと外の白装束たちが怪しむ。突入されても困るから、そろそろ行こうか」

「はい」

「大丈夫、ボクが責任を持ってキミをメレアのところに送り届けるよ。そしてメレアも今にキミを迎えに来る。──大丈夫」

　シーザーはその言葉を何度も重ねる。それから二人は衣装店を出た。





◆◆◆






　シーザーはさきほどまでジュリアナが着ていた衣装と同じ──しかし匂においのついていない新品の──ものを白装束たちに渡し、彼らを別行動にさせることに成功する。

「行こう。あとは西門の方まで走りながらメレアが来るのを待つだけだ」

　そういってシーザーはまた走り出した。




　それからいくばくか走ったところで、シーザーは後方から気配が近づいてきたことに気づく。

　──少し重いな。

　その気配は殺気を含んでいるような気がした。

　追跡に集中するあまり漏れてしまった攻撃心のようなものか、あるいは本当に殺気か。シーザーには判別がつかない。

　確認のためにシーザーは後方を振り向いた。

「っ」

　そして気づく。

　路地の向こうから、こちらを追ってきている人影があった。

　それはシラディスでも、ましてやメレアでもない。

　──金髪に、黒い外がい套とう……。

　直後、その男が腰に帯びた剣を抜いたのを見て、シーザーは後ろを振り向くのをやめた。

「ジュリアナ、走って！　このまま大通りに抜けるんだ！　人にまぎれて西門まで走れ!!」

　あれは敵だ。

　シーザーはその路地から横に続いていた細い道へジュリアナを押し込む。こうなると人通りのある中央通りの方がいい。ちょうど今は歌劇の開演時間とかぶっていて、少し人ひと気けが少ないが今いる路地よりはマシだ。

　そうしてジュリアナを押し込んだシーザーは、その間にまた自分たちを追ってきている人影の方を見た。

「──あっ」

　すると次の瞬間。今度は見覚えのある人影がその金髪の男の前に立ちはだかるように現れたことに気づく。

　──エルマ。

　しなやかに躍動する身体からだ。彼女もまた絶世の美女と形容できるだけの美貌を持っていた。

〈剣けん帝てい〉エルマ・エルイーザ。

　メレアに付き従う黒髪の麗人が、金髪の男を迎え撃つように横の路地から飛び出てきて、即座の動きで腰の剣を抜いていた。

『行け』

　そしてわずかに振り向いた彼女の口が、そう動いたのをシーザーは捉とらえる。

「──わかった！」

　シーザーは彼女の言葉に従い、先に行かせたジュリアナをすぐに追いかけた。





◆◆◆






「〈光魔〉がダメとなったらすぐに〈魅魔〉か。相変わらず節操がないな、貴様らムーゼッグは」

〈剣帝〉エルマ・エルイーザはシーザーを見送ったあと視線を正面に戻しながら言った。視界の奥、鋭い殺気を纏まといながら走ってくる男の姿が一つある。その男はシャウの黄金に寄った金髪とは少し色味が違って、より黄色によった金糸の髪をさらさらと揺らしていた。

「貴様、何度か見た顔だな」

　やがてついに、その男が目の前にやってくる。

「思い出した。貴様は〈剣帝〉エルマ・エルイーザか」

　金髪の男──〈ミハイ・ランジェリーク〉はエルマの正体に気づいて言った。

「そこをどけ。〈魔剣クリシューラ〉は捨てがたいが、今は貴様と戦っている暇がない」

「この状況で素直にどくバカがどこにいるのだ。私は貴様にあの者たちを追われると困るんだ」

　エルマは魔剣クリシューラの切っ先をもたげ、ミハイの顔に突きつける。

「……はあ。いつもいつも貴様らは僕と殿下の邪魔をする。大人しく狩られるのを待っていればいいものを」

　ミハイはわざとらしいため息をつきながら肩をすくめた。

「それはこちらの台詞せりふだ。貴様らはいつも魔王の道行きの邪魔をする」
















　エルマはその安い挑発には乗らず、同じ台詞を返す。

「もう一度言う。そこをどけ、〈剣帝〉」

　直後、ミハイの身体からひときわ鋭い殺気が漏れだした。視線だけで人を射殺せるかと思うほどの邪視。

　だがエルマは一歩も退ひかない。紫色の瞳ひとみに戦人にふさわしい剣気を乗せ、ミハイの邪視に応える。

「断る。通りたければ私を倒して行け、ムーゼッグ」

　エルマは剣を正眼に構え直して言った。

「私の名は〈エルマ・エルイーザ〉。〈剣帝〉の名を継ぐ──〈魔王〉だ」

　エルマは自分が魔王であることをもう偽らない。今は剣帝の名を継いでいることに誇りを持っている。そして魔王であり続けることにもはや躊躇ためらいもなかった。

「ならばその魔剣をおいて折れろ、エルイーザの末まつ裔えい。帝号という過分な序列はもとより、そもそも貴様ら一族にその剣はふさわしくない」

　そしてついに、二人は剣を構えた。二本の剣から放たれた光が交差する。

〈剣帝〉と若年の天才の戦いが、はじまった。




　最初に動いたのはミハイだった。

　黒い剣を右手に、斜め方向からエルマへ迫る。

「散れ！」

　斜め下からの斬きり上げ。

「っ」

　エルマはその一撃を魔剣を縦にして受ける。

「さすがに一撃では死なないか」

「ぬかせ」

　短いやり取りを挟み、今度はエルマが動く。エルマはミハイの剣を受けた状態のまま強ごう力りきでその剣を外側に弾はじき、すぐに逆側から袈け裟さ懸けにクリシューラを振り下ろした。

「その程度の剣撃でッ！」

　ミハイは外側に流れた体勢を即座に振り戻し、袈裟に振り下ろされたクリシューラを自分の剣でいなす。

「やはり貴様にはもったいない剣だ！　僕よりも技量のない女が魔剣など！」

　金属同士がこすれ合う音が響いたあとに、ミハイが三歩ほど間を空けながら言った。

「やかましいやつだ……っ！」

　たしかにミハイの剣の技量は優れていた。エルマ自身、今のほんのわずかな攻防の中でミハイの天賦の才に気づく。

「剣帝が帝号を与えられた理由は剣技に優れていたからではない！　〈七しち帝てい器き〉という偶然の賜たま物ものをその幸運によってたまたま得たから囃はやし立てられた！　貴様らの功名はそこにしかない！　今の時代になってしまえば〈剣帝〉の名など……!!」

　続けて放たれた言葉にエルマの眉まゆがぴくりと反応する。同時、エルマは前に走り出した。一瞬で間合いを詰め、目にもとまらぬ四発の剣撃を放つ。

「なんだ、怒ったのか？」

　ミハイはその斬ざん撃げきを余裕の笑みを浮かべながらすべていなしていく。

　──が、

「っ！」

　四発目の斬撃のあとに、剣に隠れて飛んだエルマの鋭い蹴けりがミハイの腹部を襲った。

「ぐっ」

　剣の打ち合いの中に混ぜ込まれた打撃。ミハイは思わぬ攻撃に数歩後退し、小さなうめき声をあげる。

「本当に、斬り合っている最中によくそこまで舌が回るものだ」

　そのときエルマはやや呆あきれたような表情でミハイを見下ろしていた。決して余裕というわけではなさそうだが、かといって焦燥は見られない。ただ毅き然ぜんと、そして凛りんとして戦いに臨む一人の剣士の姿がそこにはあった。

「ふむ。貴様の言うとおり、もしかしたら細かな剣の技量は貴様の方が上なのかもな」

　私と違ってそこまで舌が回るのなら、と付け加えてエルマは続ける。

「だがそんなことはどうでもいいのだ。いいか、戦場ではどんな形であれ斬れば勝ちだし、斬られたら負けだ。たしかに私はまだ剣の技量が〈剣けん魔ま〉や初代〈剣帝〉と比べると劣るかもしれんが、今、この場においてそれはどうでもいい」

　エルマはそこでふっと息を吐いて、それから今までの言葉をまとめるように短くはっきりとした口調で言った。

「私は、貴様が斬れれば、それでいい」

　エルマは毛ほども油断のない表情でミハイを見据える。

　瞳に宿る光は鋭く、立ち姿は超然としてさえいた。

　そしてエルマは、再び魔剣を構える。

「だが、貴様が私の先祖たる初代〈剣帝〉を馬鹿にするというのなら──ついでだ、今この場で雪辱を果たしてやる」

　エルマの構えは両手持ちによる上段の構えだった。

　エルマがとっさに取ったその構えは──

　メレアが一度だけ見せたあの〈剣魔シン＝ムの一いつ閃せん〉の構えとよく似ていた。

「やれるものならやってみろッ！」

　ミハイがエルマの売り言葉に反応し、すかさず剣を片手に突進する。さきほどまでの流麗な払いの斬撃から一転して、突き込むような刺突の一撃。それはエルマの視線に対し平行に繰り出された距離を計らせない絶妙な突きであった。切っ先がエルマの目前に迫る。

「ッ！」

　と、ミハイの突きがもう数瞬もあればエルマに触れようかというところで、不意に上段に構えられていた魔剣クリシューラが消えた。

　その、次の瞬間。

「──」

　エルマの顔面に突き込まれたミハイの黒剣が──

　──なん、だ。

　縦に走った一筋の銀閃に両断される。

　天てん稟ぴんを持つゆえに目の前で起こった出来事を正確に捉えていたミハイは、その一瞬の間に内心でつぶやいた。

　──ありえない。

　黒剣が、こんなにもたやすく斬られるなど。

「帝型一式、〈無想天水〉」

　目の前の光景を、ミハイは最初信じることができなかった。




　ミハイは大きくその場から飛びのいて自分の剣をまじまじと見た。

　長い時間をかけて術素を込めに込めた黒剣の刀身が真っ二つに割断されている。この黒剣は通常召喚された黒剣とはまったくの別物、特別製だというのに。

「私たちがいつまでも貴様らの知る魔王のままだと思うなよ」

　半ば呆ぼう然ぜんとするミハイの正面で、エルマは剣を再び上段に構えながら言った。

　──この技は、本当に〈剣魔の一閃〉とよく似ている。

　ヴァージリアに来た当初にメレアが見せた剣撃。あの剣撃を、エルマはとても近しく感じていた。エルマがそう感じたのにも理由があったが、まだエルマはその理由に気づいていなかった。

「ミハイ様！」

　すると、そこで不意にエルマの耳を聞き慣れない声が打った。声の方に視線を向けると、ミハイの後方から数人の男たちが走ってきているのが見える。手元には術式陣。──増援だ。

「っ！」

　と、同じく後方を一瞬見やったミハイが、その男たちの姿を捉えて動きを見せた。

　すばやい動きで後方に下がって、近くにあった横道に入る。

「待てッ！」

　まさかの敵前逃亡にエルマはある意味で意表をつかれた。

　──強国とすら呼ばれているくせに。

　そう思ってしまう一方で、

　──いや、ムーゼッグの目的を考えればこの逃亡は常道か。

　自分の見込みの甘さを叱しつ咤たする。ムーゼッグだからこそ目的のために的確な取捨をしたのだ。ミハイ・ランジェリークは今の一戦を経て、ジュリアナを捕えるためには〈剣帝〉を無視するべきだと判断した。

　横道に入っていったミハイを追うべく、エルマは急いで前への一歩を踏む。

　だが、増援にやってきたムーゼッグ兵たちが手元に編んでいた術式陣から炎塊を生み出し、すかさずエルマに対して一斉に放ってきた。

「くっ！」

　エルマは神速とも言える剣速でそれらをすべて斬り落とすが、あまりの数に足が止まる。

　さらにいくつかの術式炎弾が続いて、エルマは数秒の間その場に釘くぎ付づけにされた。

　──このまま好き勝手やらせてたまるか……！

　しかし三度目の一斉掃射の頃ころには、エルマは持ち前の戦場適応力で敵の術式を見切り出し、ついには炎弾をすばやい身のこなしで避けながら前進してムーゼッグ兵を斬り伏せる。そのままの勢いでミハイの入った路地に向かい、路地の奥へと視線を移した。

　しかし、すでにそこにミハイの姿はなかった。

「くそっ！」

　この細い路地を抜けてすでに大通りにまぎれてしまったのだろう。

　試合には勝ったが勝負には負けた。そんな気分だった。

　──しっかりしろ。私がここでうな垂れてどうなる。

　まだ身体からだは動く。エルマはすぐにミハイを追うため路地へ踏み込んだ。

　すると、

「──！」

　不意に雷音が聞こえた。ばちりという炸さく裂れつ音。その音が上からやってきたことに気づいて、エルマはとっさに空を見上げる。

「メレア！」

　直後、薄暗い路地の空を白い光が通過したのを見た。

　その光はおそろしい速さで過ぎ去ったが、それが自分たちの主あるじであることをエルマはまったく疑わなかった。

　ついに、〈白神〉が追いついてきた。

　一直線に、一心不乱に駆け抜けていったその男の姿には、迷いなど微み塵じんも見えなかった。





◆◆◆






　──ジュリアナは行ったか。

　シーザーはエルマの助けがあって、やや遅れてジュリアナのことを追うことができたが、すでに彼女の姿は人にまぎれて見えなくなっていた。

　──大丈夫。サイサリスはさっきので分散させたし、ムーゼッグらしき追手もあの様子だと先にはいないだろう。

　もう西門方向には彼女の道行きを妨げる者はいない。今彼女の障害となるのはむしろ後ろから彼女を追う者たちだ。

　──行かせない。

　シーザーはもう一度後ろを見やった。ヴァージリア西門へ続く中央通りは歌劇のはじまるこの時間帯になってもやはり盛況だ。商人、旅人、歌劇以外の芸術に没頭しようとあたりを物色する身なりの良いい者たち。慌てた様子で歌劇通りの方へ駆けていく黒い衣装の紳士淑女もちらほらと見える。

　と、シーザーはそんな人の群の向こう側にあの金髪の男を見つけた。

　──っ、あの男。

　追ってきた。まだだいぶ距離はあるが、どうやらエルマの妨害を突っ切って来たらしい。

　しかしあの金髪の男がさきほどまで腰に差していた剣が消えているのを見つけて、シーザーは内心にほくそ笑んだ。

　──十分だよ、エルマ。これだけ時間も稼いでくれたし、武器まで奪ってくれた。

　申し分ない成果だ。シーザーは掛け値なしにそう判断する。

　──それに。

　それからシーザーは視界の端にある光を捉とらえた。煌こう々こうと輝く白い光。それは芸術都市の建物の上をおそろしく身軽な動きで跳躍している。

「やっぱりキミに任せてよかった」

　紛まがうことなく、白雷を身に纏まとったメレアだった。シーザーはメレアがあの金髪の男のことなど目もくれず、ただ一直線にジュリアナの逃げた方向へ駆けて行くのを見て嬉うれしげに言葉をこぼす。

「それでこそ魔王たちの救世主だ。キミがただの戦い好きな〈魔神〉ではなく、なにかを救おうともがく〈白神〉であることをボクは友人として誇りに思うよ。──あの金髪の男はボクができるだけ足止めする。彼女は任せた」

　そのときシーザーは、次に自分がどういう行動を取るべきかすでに心の中で答えを見み出いだしていた。

　シーザーは遠くにミハイの姿を確認したあと、すぐに近場の商家の建物の中へ駆け込む。店内できらきらと綺き麗れいに輝くガラス細工を売っている店。店主とは一応顔見知りである。

「お、久しぶりだな、シーザー」

「やあやあ、お久しぶりです。──それでですね、ちょっと急ぎなんですが、三階まで失礼させていただきますね」

「えっ？　あっ、おい！」

　手短に挨あい拶さつをして、店主の了承を得る前にシーザーは建物の二階への階段を駆け上がって行く。後ろから「気をつけろよっ、あんまり揺らすと品物が落ちて割れちまう！」という店主の悲鳴が聞こえたが、

「あはは、申し訳ありません。こちらも結構急ぎなんです」

　シーザーは笑いながらそう断りを入れてそのまま三階まで駆け上った。




　やがて、三階にたどり着くと、動物を模した色つきのガラス細工が整然と並んでシーザーを迎える。シーザーは極力それらを揺らさないように、しかし全力で急いで窓際に駆け寄り、そこから一気に身を乗り出した。

　たどり着いたのはガラス細工商家の屋根上だった。

「やっぱりここはいい景色だ。通りに面する舞台のようだね」

　その商家の屋根上は中央通りに面していて、そこに立つシーザーの姿は通りからもよく見えた。

　シーザーは屋根上に立つと、わざとらしく衣装を翻して通りを歩く人々の視線を集める。

　──さて。

　そしてシーザーは彼らの興味がほかへ逃げる前に、絶妙なタイミングで声をあげた。

「さあみなさん！　ご注目あれ！　星の綺麗な今こ宵よいは絶好の歌劇日和！　実は本日、秘密裏に野外で歌劇が行われます！　あの〈魅惑の女王〉が主演の歌劇ですよ！」

　それは意図されない歌劇の幕開け。手て練だれた道化の舞台挨拶がはじまった。





◆◆◆






「なんだ！　この人だかりはッ!!」

　ミハイ・ランジェリークはヴァージリア西門へ続く中央通りを駆けている途中、唐突に道に発生したすさまじい人だかりに悪態をついていた。

「あいつは……！」

　そしてミハイは一人の道化が背の高い商家の上で踊っているのを見つける。──否、よく見るとそれは道化というより一人の歌劇役者だった。

　中性的な美び貌ぼうを持ったその役者は、華美な衣装の腰のあたりを破り開いて、急場のドレスのように着こなしている。そのスカートの隙すき間まからのぞく細長い足は真白くなめらかで、驚くほど流麗に宙を舞っていた。しなやかに伸びた身体は時に優雅に、時に力強く躍動し、手は思わず撫なでられたいと願うほど優しげに宙を泳ぐ。

　やがてその一連の踊りがふっと終わり、

「──!!」

　観客たちの空と地を震わせんばかりの歓声が通りに木霊こだました。

「お見苦しいものをお見せしました。あまり前例のない野外での歌劇でして、少し役者が遅れてしまっているのです。今しばらくお待ちください。それまでは恐れ入りますが、この道化めが皆様の前で拙つたない歌と踊りを披露させていただきます」

　そう口上を述べた直後、道化が不意にミハイの方を見た。

「ああ──今、一人の役者が到着いたしました」

　そしてその道化は、ミハイのことを指差してそんなことを言った。

　瞬間、通りに集まっていた観客たちの視線が一斉にミハイへと集まる。

「なっ！」

　唐突に無数の視線にさらされたミハイは、思わず一歩後ろに下がってのけぞった。

『おお！　役者が一人到着したぞ！』

『これはなんという劇なんだ!?』

　集まったヴァージリアの好こう事ず家かたちが口々に声をあげる。

「静粛に、静粛に。お楽しみはこれからです。実は彼がこの場に到着した時点ですでに劇ははじまっておりまして、今に別の役者も揃そろうところなのです」

　再び屋根上の道化が言う。大きな身振りで一礼をしつつ、その右手で遠くに映るヴァージリアの西門の方を指差した。

「今、一人の女役者が向こうへと逃げております。──そう、皆様のよく知る、かの〈魅惑の女王〉です。今回の彼女はそこにいる悪漢から逃避する一人のか弱い少女という役回り。白く儚はかなげなドレスを着て駆けている女性を見かけましたら、決して引きとめず、逃避劇に参加する一観客として歓声の一つでも掛けてやってください」

『観客も劇に参加できるのか!?』

『近くで〈魅惑の女王〉を見られるまたとない機会だ！』

「そうです、今回の劇は皆様との距離がとても近い劇です。この機会にぜひとも彼女の真に迫る表情、その美しい声、思わず慈しみたくなるような美貌を間近でご覧あれ。さあさあ、そこにいる悪漢から全員で彼女を守りながらかの少女を見に行きましょう。喜劇となるか、悲劇となるかは皆様のご尽力に懸かっています」

　道化が言い終えると、彼が率先して屋根から屋根へ飛び移った。向かう先は西門の方だ。

　さらにその下でがやがやと声をあげていた観客たちが道化の動きにつられるように通りを西に移動しはじめる。

「これは……」

　ミハイはその光景を愕がく然ぜんとして見ていた。最初は横道を使って回り込もうと思っていたが、すでにその横道にまで観客がぎゅうぎゅうに詰まっている。彼らが一斉に西へ移動しはじめたため余計に回り込みづらくなった。

「くそッ！」

　こうなると自分も屋根上を行くしかない。

　ミハイは即時の決断で近場の建物へ入り、その屋根上へ登りはじめた。





◆◆◆






　ジュリアナは一足先に西門の近場にまでたどり着いていた。

　周囲にはいくつもの人影がある。都市門の間近はいつもどおりの盛況さだ。

　──待ち合わせはたしかこのあたりで……。

　シーザーを通してこういう状況になったときの動き方は聞いてある。〈魔王連合〉という組織に属する彼らが、自分のために立てておいてくれた逃避策。ここで彼らと合流し、そのあとは彼らの足手まといにならないように必死についていくだけだ。

　──どこでしょう……。

　しかしこれだけの人がいると、目当ての人物は捜しづらい。

　ジュリアナはあたりをきょろきょろと見まわしながら、向こうが自分を見つけてくれることを半分祈りつつ、メレアたちの姿を捜した。

　すると、

「やあ、御嬢さん。お迎えにあがりました」

　不意にジュリアナは肩をつかまれる。

　その肩に掛かった手には不穏な力が込められていた。

　ジュリアナは急いで振り向きながら嫌な胸の鼓動を覚える。

「こんな毛むくじゃらで申し訳ないが、こちらも仕事なんでな」

　そこには船服に身を包んだ、いかにも荒っぽそうな中年の男が立っていた。




　ジュリアナはハっとして我に返りながら、自分の肩をつかんでいる男の船服に剣と碇いかりが重なった紋章が刺し繡しゆうされているのを見つけた。ジュリアナの頭はすぐにとある答えを弾はじき出す。

「──〈海賊都市〉の」

「お、やっぱりここは港町だけあって俺たちの名前も伝わってんだな。そうだ、俺たちは海賊都市の海賊さんだ。最近ムーゼッグと手を組んでな。まあ、今回は話し合い兼初仕事って感じだ」

　その言葉のあと、周囲の人垣からさらに幾人かの大柄な男たちが歩み出てくる。一様にニヤニヤとした笑みを浮かべ、みながみな身体からだに武器を携帯していた。

　──っ、魔眼で……

　ジュリアナは彼らの身なりや背格好に最初は威圧されたものの、すぐに強い意志を取り戻して〈魅魔の魔眼〉による催眠を掛けようとした。

「おっとあぶねえ。たしか魔眼を使うんだったな」

　しかし、間髪容いれずにジュリアナの目元に布が被かぶせられる。

「っ！」

「暴れたって無駄さ。魔眼さえなければあんたはただのか弱い女だ」

　ジュリアナはとっさに手を振り払ってそこから逃げ出そうとしたが、両手を別の男につかまれ動けなくなった。その頃ころになって自分がどれだけ思いきり力を込めても微動だにしない彼らの腕がとてもおそろしく感じられてくる。

「たすけ──」

「口もダメだ。あんたの声はよく通るからな」

　大声をあげようとしたところへ、今度は布を嚙かまされた。

「よし、んじゃあとはミハイの旦だん那なが来るのを待つか。……ったく、いきなり魔王の捕獲を手伝えってのにゃ驚いたが、金を積んでくれるなら問題はねえ。おい、お前ら適当に壁作れ。軟弱な芸術都市の連中はいちいち邪魔なんてしてこねえとは思うが、騒がれても面倒だ」

　男の声が響き、周りからいくつもの返事が返ってくる。

　──シーザー。

　ジュリアナは為なされるがままに歩きはじめた。立ち止まろうとしても、強引に背を押された。

　──メレアさん。

　心の中で自分を助けてくれた彼らの名を紡ぐ。

　目も見えず、声も上げられず、周囲のがやがやとした喧けん騒そうばかりが耳を打つ。

　──……。

　しかしその頃になって、ジュリアナは内心に『これでよかったのかもしれない』と思いはじめていた。

　──彼らまで……こんな危険な状況に巻き込むわけにはいきませんね。

　ムーゼッグ。そして最近噂うわさに聞く〈海賊都市〉勢力。この二つの団結は殊ことのほか厄介だ。ここで自分を助けるために彼らがまた大きな危険にその身をさらすことになるのは、不本意だった。

　──もう、十分です。

　夢は、見させてもらった。

　悲劇のヒロインを気取るつもりはさらさらないが、あれだけ自分を思ってくれた彼らを危険にさらすことになるのは、やはり嫌なのだ。

　──せめて、最後くらいは。

　まだ自分は、彼らの仲間にはなれていないのかもしれない。

　けれど、彼らのために自分もなにかをしたい。

「お？　急に大人しくなったな」

　そう思ったとき、ジュリアナの胸に決意が浮かんだ。

「それどころか姿勢まで整っちまってる。どういう心境の変化かね」

　海賊の声にジュリアナは答えない。布を嚙まされても声をあげるくらいなら可能であったが、それでもジュリアナは一声すらあげなかった。ただまっすぐに立ち、悠然と前へ歩きはじめる。後ろの方からひときわ騒がしい喧騒が聞こえてくるが、それに耳を傾けるのもやめた。

「あ？」

　しかし、不意にさきほどの海賊が短い声をあげて、一瞬ジュリアナの意識が持っていかれそうになる。その声の聞こえ方には動きが伴っていて、それが振り向きながら発せられたものであることをジュリアナは察した。

「待たせてごめんね、ジュリアナ」

　そして直後に聞こえてきた別の声を聞いて、ジュリアナは自分が思ったよりもずっと強がっていたのだということを自覚した。

「ッ──!!」

　ジュリアナはとっさに声をあげた。布を嚙まされているせいで言葉にはならない。けれども心の中では『助けて』と叫んでいた。

「大丈夫。すぐに助けるからね」

　そしてその言葉を、やはり彼はすくい上げてくれた。

「なんだぁ、てめえ」

「彼女の知り合いだ。すぐに手を離せ」

「あ？　ダメに決まってんだろ」

「知ってる。一応言っただけだ」

　同時、ジュリアナの耳を鈍い音が打つ。そして次の瞬間に、自分の肩を押さえていた男の手から不意に力が失うせたのを感じた。

　次にやってきた感触は、とても優しげな温ぬくもりだった。

「今、目隠しを取るよ」

　口元に嚙まされていた布が外れ、すかさず視界を奪っていた布も取り払われる。

「本当に、怖い思いをさせちゃってごめんね」

　視界が開けた先。

「メレア、さんっ……！」

　ジュリアナはあの白髪の青年の顔を見た。

　まだ名前も知らなかったとき、時計塔の上でいろいろな話を聞いてくれた彼は、眉まゆ尻じりを下げて申し訳なさそうな表情を浮かべながら、やっぱり自分を安心させるように少しだけ笑っていた。

「……、し、仕方ありません、ね。今回だけは、許して……あげます……」

　ジュリアナは最初、メレアに向かって気丈に声を投げかけようとしたが、メレアの顔を見たら急に胸のうちに安あん堵どがあふれてきて、声が震えた。

「っ……」

　心配をさせまいと涙を我慢するつもりだったのに、結局目尻からは涙がこぼれて膝ひざが崩れそうになった。

「本当に、ごめんね」

　メレアはそんなジュリアナの頰ほほに流れた涙を指ですくって、また謝った。

「……本当は、怖かった……です……」

「うん」

「でも、ちゃんと来てくれたから……許して……あげます」

「ありがとう」

「私を、助けてくれますか？」

「ああ、必ずや、君を助けよう」

　最後にジュリアナがメレアの顔を見上げて言うと、メレアは力強いうなずきを返した。

　だからもう、ジュリアナは心配することをやめた。

「私も、あなたの言葉を信じます」

　彼を慕う、ほかの魔王たちと同じように──。




　ジュリアナはその日、〈魔王〉であることをみずからで決めた。

　──こんな力を遺のこした先祖に恨みがないと言えば噓うそになりますが、どうせ遺ったものなら、私はこの力を同じ境遇の誰かを救うことに使います。

　歌と踊り以外に、できることが一つ増えたと思えばいい。

「だから私は、あなたの隣で〈魅魔〉であることを誇りに思える道を目指すことにしました」

　はっきりと告げた言葉に、メレアからのうなずきが返ってくる。

　ジュリアナはまた笑みを浮かべた。純真で無む垢くな、少女のような笑みだった。

「だから、勝手にいなくなってはダメですよ。私は『あなたの隣で』、と言ったんですからね」

「ああ、わかったよ。ちゃんと覚えておく」

　ジュリアナが念を押すように言うと、メレアが困ったように笑った。

　──きっと深い意味までは察していないのでしょうね。あなたはとても……ロマンスに疎い方ですから。

　この朴念仁を振り向かせるには、どうやらまだまだ努力をする必要があるらしい。

「まあ、いいです。今は気づかなくても、いずれ気づかせてみせます」

　ジュリアナは最後に大きなため息をついて、それからまた笑った。

　その笑みは役者としての笑みではなく、ジュリアナ・ヴェ・ローナ個人としての──会心の笑みだった。
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　シーザーは眼下に見える野外舞台の観客たちを、歌や踊り、ときにはわざとらしい口上で煽あおりながら、ついにヴァージリアの西門広場にたどり着いた。

　──お。

　そしてついに、門の前の広場にいる白髪の男と水色髪の女を見つける。

　──これでもう、大丈夫だね。

　メレアの隣に立つジュリアナを見て、シーザーは安堵の表情を浮かべた。

「さあ皆様！　ついに役者が揃そろいました！　この物語のクライマックスもすぐそこです！」

　シーザーは再び屋根上で声を張り上げる。それから、さきほどの金髪の男を捜した。

　──さて、どこかな。

　この観客の身体を使った『移動する壁』のせいで、下の道を突破したり回り込んだりはできなかったはずだ。となると、考えられる可能性として高いのは同じく屋根上を移動してくること。

　──いた。

　シーザーは眼下に向けていた視線を自分と同じ高さに戻し、そして自分と同じように屋根上を跳びながら追ってくるあの男を見つけた。

「さて、どうしたもんか」

　ここまで来ればあとはメレアたちがジュリアナを連れて逃げるだけである。シャウたちが合流するのを待っているのだろうが、あの金の亡者のことだ、そう遠くないうちにやってくるだろう。

「シーザー、もういい、十分だ」

　と、不意にシーザーの背中側から声がやってきた。振り向くと、そこにはメレアの姿。いつの間にか屋根の上に登ってきていたようだ。

「……そうかい」

　ならばジュリアナは誰が守っているのかと再び広場の方へ視線を向けると、そこにあの黒髪の麗人を見つけた。

　──彼女は大きく回り込んだんだね。良いい判断だ。

「じゃあ、ボクはここまでだね」

　シーザーはそう言って踵きびすを返そうとする。

「……本当にいいのか」

　すると後ろからメレアが訊たずねた。

「いいんだよ。ジュリアナにはギリギリまで言わないでおいてくれ。彼女はボクを連れて行こうとするだろうから」

　メレアはどこか悲しげな表情を浮かべていた。

「メレア。ボクにはボクの目的がある。キミの誘いも、キミの思いも、ボクは本当に嬉うれしかった。けれど、ボクはここにいなきゃならないんだ。ボクはまだサイサリスを離れるわけにはいかない。だから、いずれまた出会うことがあれば──」

「ああ。助けが必要なときは言ってくれ。必ず行く」

「覚えておくよ。──じゃあ、あとは任せようかな。彼が追い付いてきたけど、大丈夫かい」

　シーザーがさきほどよりずっと近くなっている屋根上の金髪の男──ミハイを指差して言った。

　メレアはその指先にしたがってミハイの姿を捉とらえ、それからうなずきを見せる。

「構わない。あれは俺たちが引き受けるべき相手だ」

「ハハ、実はまったくボクに関係がないわけでもないけど、今のボクとしてはありがたい提案だから今回はその言葉に甘えておこうかな」

　言いながら、ついにシーザーは隣の家の屋根へ飛び移る。

「──さあ皆様！　クライマックスです！　この白髪の男性が此こ度たびの劇の主演役者でございます！　果たして彼は後ろから迫ってくる悪漢から無事ヒロインを救えるのでしょうか！」

　シーザーは隣の家の屋根に飛び移ってから再度大きな声をあげた。

　シーザーの言葉に一部はメレアを見、そしてもう一部は徐々に大きくなってくるミハイの姿を見る。そして観客たちが二人に視線を向けていた間に──道化師はいつの間にか姿を消した。

　観客たちは劇の行く末を見守る。

　一人の道化師のたぐいまれな手腕によって、その野外舞台は最高の盛り上がりを見せようとしていた。








第七幕　【幕引きは委ゆだねられた】









　そして再び、メレアは黒国ムーゼッグと相対する。

　白と金の髪が海風に揺れた。

「結局はこうなるのか……。本当に忌々しいやつだ、メレア・メア」

「それはこっちの台詞せりふだ。ミハイ・ランジェリーク」

　片や白髪赤眼。片や金髪碧へき眼がん。間に一つ屋根を挟んで対たい峙じする二色と二色は互いに反発するようにその色を都市の光に輝かせる。

「今すぐに〈光こう魔ま〉と〈魅み魔ま〉を渡せ」

　するとミハイが先に言った。

「断る。お前たちムーゼッグにだけは絶対に渡さない」

　メレアはミハイの言葉に対し、大きく頭かぶりを振る。

「貴様らには過ぎたものだ。特に〈光魔〉はこれからの戦を左右する。うまく利用できれば戦乱の時代も早くに終わりを告げるかもしれないんだぞ」

「それだ。お前たちが魔王に対して平然と『利用する』と言ってしまえるかぎり、俺はお前たちに同調するつもりはない」

「わからず屋め。貴様が追っているのはいわば理想だ。歩むことが不可能な道だ。その道は途中で途切れている」

　ミハイがメレアの顔を指差して告げる。

「なにかを捨てられない者になにかを救うことはできない。貴様はすべての魔王に手を伸ばそうとしているのかもしれないが、それはもっとも多くの矛盾をはらむ道のりだ」

　そんなこと、言われなくてもわかっていた。メレアはすでに、今回の芸術都市での出来事でそのことを重々自覚させられている。

　──俺は助けると言いながら、それ以上に周りのみんなに助けられている。

　この道は自分の覚悟以上に周りの仲間たちにも覚悟を要求する道だった。

「無駄だ、魔ま神じん。その道は失敗することが決まっている道なんだよ」

　しかしそれでもなお、彼らはまだ自分を支えてくれている。もしかしたら自分が歩みを止めるのは、そんな周りの者たちが自分に希望を乗せることをやめたときなのかもしれない。

　──だからこそ。

「たった一人でも誰かが願いを掛けてくれるかぎり、俺は何度崖がけの下に落ちてももう一度その道を目指す」

　メレアが放った言葉に、ミハイはため息をついて目を伏せた。

「……やはり貴様は殿下の邪魔だ。貴様のその容姿も、人格も、考え方まで、なにもかもが殿下にとって目障りなものになる。だから貴様は、ここで死ね」

　そしてミハイは、動いた。

「──ネクロア!!　やれ！」

　鋭い声。メレアはミハイが視線を向けている先をとっさに見た。

　──なんだ。

　そして、メレアは数多くの『観客』たちが集まる芸術都市の西側広場に、一人だけ異様な雰囲気を纏まとった人影を見つける。驚くほど細身で、背の高い男。腰あたりにまで伸びた銀色の長髪は不気味なほどなめらかだ。

　──あいつ……

　と、メレアがその男の異様な風体を窺うかがっていると、その男の長い前髪の隙間から濃い紫の瞳ひとみが覗のぞいた。

「っ」

　その次の瞬間、銀髪の男がゆったりとした動作で術式を展開する。

　──秘術か。

　メレアは反射的に〈術じゆつ神しんの魔眼〉を発動させて銀髪の男の術式を分析するが、それは今までで一番得体の知れない術式系だった。セリアスの土の巨きよ槌ついを見たときとは違って、作用傾向もまるで特定できない。

　──でも、かなり古い。

　メレアは眼下の死神のような男を観察しながら、掌てのひらを打った。

「術式展開──〈雷神セレスター・バルカの白雷〉」

　装そう塡てんされた白雷がすぐさまメレアの全身を覆い、瞬く間に身体からだが戦闘態勢へ移行する。

　と、その直後。

　──霊体？

　メレアは自分の足元に薄い翡ひ翠すい色の物体が現れたことに気づいた。かつてリンドホルム霊れい山ざんで見た霊たちと非常によく似た質感。

「まさか──」

　メレアは嫌な予感を覚えて、とっさにその場を離れようとした。

「──」

　だが、眼下の観客たちが悲鳴混じりに指差している空を見上げたとき──すでにそこにはすさまじい量の『霊体骸がい骨こつ』が覆いかぶさるように落ちてきていた。
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「まるで蜜みつに集たかる蟻ありだな」

　瞬く間に膨大な数の霊体骸骨に覆いかぶさられたメレアを見て、ミハイが言った。

「こうして見ると、やはり物量というのは端的に強力だ」

　メレアの身体に最初に覆いかぶさった何体かの霊体骸骨は、〈雷神の白雷〉に触れて破壊された。しかし、そんなものお構いなしとばかりに次々と空から霊体骸骨が現れて、またメレアに覆いかぶさっていく。数秒も経たてば不気味に蠢うごめく翡翠色の球体が出来上がる。

「いかに貴様の速力が桁けた外はずれだとは言っても、初動が起こせなければ意味はあるまい」

　ミハイはそう言いながら、しかしまだ状況を注意深く観察していた。

　──手も足も動かせないところから、ほかの術式が発動させられるか。

　あの状態では声も出せないだろう。霊体骸骨からの断続的な物理攻撃も受けている。こんなおぞましく痛々しい状態で精神を集中させるなど至難の業だ。

　──ただ一つ気掛かりなのは、あの黒い髪の状態か。

　あれだけには注意しなければならない。セリアスにも散々言われたことであるし、ミハイ自身もその恐ろしさは知っている。

　しかし、まだ動きは起こっていなかった。

　──杞き憂ゆうか。

〈暴ぼう神しん〉の家系に伝わるというあの精神術も、それなりの準備を必要とするのかもしれない。

　覆いかぶさっていく霊体骸骨を見ながら、ついにミハイはわずかに安あん堵どの表情を浮かべた。

　それがミハイにとっての──最大の油断だった。

「っ」

　不意に、ミハイは霊体骸骨の球体の中からなにかが突き出てきたのを見る。

　幾重にも折り重なった骸骨の層を軽々とぶち破って現れたもの。

「〈死帝アンネ・マリアの大おお鎌がま〉」

　それは大きな鎌のような形状をした真っ黒な刃物だった。

　ミハイがその大鎌に死そのものを重ね見た瞬間、大鎌が刃やいばの先から黒い光をほとばしらせ、すべてを薙なぎ払うように、真横に振るわれた。




「くっ!!」

　心臓に悪い音が頭上で鳴った。

　ミハイは思考を飛ばした反射的な動作でその場に伏せる。

　頭のすれすれを黒光の斬ざん撃げきが通過した。

　思わず自分の首が繫つながっていることを手で確認し、ミハイはメレアの方へ視線を移す。

　──こうも簡単に……。

　メレアに覆いかぶさっていた霊体骸骨は大鎌の通った軌道線に沿って見事に切り落とされている。

　ミハイは眼下の不気味な男──ネクロアが使う術式の性質を知っていた。

　あの霊体骸骨はちょっとやそっとのことでは消滅しない。

　──対霊体兵装……、いや、それだけなはずがない。

　と、ミハイが得体の知れない黒い鎌に畏い怖ふを抱いていると、鎌に切り裂かれて霧散した霊体骸骨の隙間からメレアの姿態がのぞいた。

「〈風神ヴアン・エスターの六ろく翼よく〉」

　すると次の瞬間、メレアの背中から六枚の風の翼が爆発するように噴き出し、周囲に残っていた霊体骸骨をすべて吹き飛ばす。

「……くそ」

　ミハイは露あらわになったメレアを見て一瞬ひるんだ。

　メレアの髪は、すでに黒く染まっていた。
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　──死霊術式ネクロマンシーか。

　メレアは眼下でいまだに不敵な笑みを崩さない長身の男を見ながら内心につぶやいた。

　今の一連の術式を実際に受けて、その性質におおよその見当はついている。

　──とはいえ、きな臭さが拭ぬぐえないな。

　秘術であることを考慮すると、ただ霊体系の骸骨を使役するだけというのはどうにも安すぎる。使われている術式の理論がやたらに古風なことも含め、まだあの死霊術師に対しては不気味さが拭いきれない。

「──まあいい」

　しかし、メレアは一息をついたあと胸中の不安をすべて振り払った。

「いずれにしても、俺はお前らを俺の後ろに通すわけにはいかない」

　メレアは一度眼下から視線を切って、同じく屋根上にいるミハイに再び言葉を投げる。

「……貴様一人になにができる」

「少なくとも、ここでお前を止めることはできる」

　眼下の銀髪の男にもしっかりと意識を向けたままで、メレアはミハイの忌々しげな言葉に答えた。

「減らず口だ。本当に癇かんに障る」

「お互い様だ」

　ミハイと銀長髪の男の両方を観察しながら、メレアはふと、ヴァージリアの北側が妙に騒がしいことに気づいた。

　──砲撃の音？

　突如、芸術都市の一角が揺れた。

　ちらと左奥に視線を向けると、ずっと向こうの方で黒煙が立ち昇っているのが見える。

「──まさか」

　それを見たメレアは眉まゆをひそめた。

　──北側の海から芸術都市を制圧するつもりか。

　ムーゼッグが海賊都市と手を組んだという情報を得たばかりだ。海に面した北側からの砲撃音ということを考えると、その海賊たちの強襲を予感せずにはいられない。

　だが、メレアは眉をひそめたままミハイを見て、自分の想像とはやや状況が異なっていることを知った。

「馬鹿な……、あれほど大人しくしていろと言ったろうに！」

　ミハイもまた驚きと不機嫌が混ぜ合わさった表情を浮かべて悪態をついていたのだ。

「だから僕は嫌だったんだ……！　あんな品のない連中はムーゼッグに──いや、殿下にふさわしくないと！」

　ミハイの悪態はメレアにいくつかの事実を匂におわせる。

　しかしメレアはそれらの予感をこの場で精査することもなく、まずは目の前のミハイを退けるべく隙すきを窺った。

「お互いなにやら大変だな。だがまあ、魔王おれたちにとってお前らの慌てふためく姿は悪いものじゃない。だからついでだ。──このままお前も沈んでくれ」

　そして〈魔神〉が獲物を狩るべく動いた。

「今からお前を嚙かみ潰つぶす」

　拍手による乾いた音が、また一つヴァージリアに木霊こだまする。




　──今なら使える気がする。

　メレアはそのとき、〈四し門もん〉のうちの〈王門〉までを開いていた。

　かつてはできなかった英霊たちの術式の中間的使用。レミューゼでのリリウムとの鍛練の日々と、このヴァージリアに来てからの諸もろ々もろを経て、メレアの中の術式に対する感覚が研ぎ澄まされていた。

「術式展開──」

〈暴神クルザ・カタストロフの憤怒〉を使うことによって一時的に術式処理の能力が上がったメレアには、とある確信があった。

　──〈風神ヴアン〉との修行を思い出せ。

　リンドホルム霊山に彷徨さまよっていた英霊の一人。〈風ふう神じん〉ヴァン・エスター。

　彼はフランダーやタイラントと同じく、英霊たちの中でも特に言葉を交わした英霊だった。

『メレア、お前は俺ほど天才じゃない』

　下らない話から真ま面じ目めな話まで、ヴァンは年の近い兄のようでもあり、悪友のようでもあった。

『でも根性はある。だからその根性でこの技を会得してみせろ。これは〈六翼〉と同じで俺のお気に入りの術式だ』

　かつてヴァンは言った。

『昔ベルセウスっていう聖人がいてな。ぶっちゃけ俺の先祖なんだけどさ。なんとその先祖、〈龍りゆう〉を討伐したことがあるらしいんだ。ホントかどうかはわからねえよ？　そもそも〈龍〉は〈地竜レイルノート〉や〈天竜テイシーア〉と違って神話の中にしか出てこねえ神様みてえなもんだし。でもその神話の中に出てくる龍ってのがまた、すげえかっけえんだ』

　先祖の話をするのかと思いきや、〈龍〉のかっこよさについて熱弁をはじめたヴァン。

『んで、俺はその龍を創つくってみようと思った。そして生まれたのがこの術式だ。大天才な俺が作ったこの術式は普通の人間にゃ扱えねえだろう。──でもお前にならできる。フランダーの坊主やセレスターがついてるし、なによりこの俺が直接教えてやるんだからな』

　メレアは脳内で莫ばく大だいな量の術式を描写した。

『やり切れよ、メレア。お前は俺の息子だ。お前になら使える。俺を唸うならせてみせろ』

　──ああ、せいぜい〈魂の天海〉で目を見開いているといい。

　メレアは続けて〈帝門〉を開けた。身体のうちから一際膨大な魔力があふれ出し、術式処理のリミッターが外れる。

「〈黒風ノトス・エウロス〉」

　メレアは片手を広げて天に掲げた。

「〈四門封ふう解かい〉」

　メレアはついに〈神門〉を開き、最後の演算を突破する。
















　気づけばその場にいたすべての者が天を見上げていた。

　そして──風が吹いた。

「〈聖ベルセウスの黒龍ラーダルード・セントベルセウス〉」

　それは闇やみのように深い、漆黒の風。メレアの身体からだから染みだすように現れた黒い風は、メレアの頭上に集束し、とある形を象かたどった。

「──龍だ」

　誰かがつぶやく。

　それは神話で語られる神の化身だった。

　蛇のような身に悪魔のような角を生やしたその怪物は、世界を嚙み潰さんばかりに大口を開けてこの世に顕現する。

「──」

　もっとも近くにいたミハイは、すでにメレアを見る余裕すらなかった。ただ口を開けて、捕食されるのを待つ獲物のように、じっと佇たたずんで空を見上げている。

「化、物め──」

　そして龍が狙ねらいを定める。

　天に高く昇った聖ベルセウスの黒龍は──ついに一直線に芸術都市へと舞い落ちた。




　撃音と爆砕音。あらゆる巨音が混じり合って弾はじけた。

「っ……！」

〈聖ベルセウスの黒龍〉の直撃を受けたミハイは、原形を留とどめているのが不思議なほどの衝撃を身体に受けながら、まだどうにか生きていた。

「良いい部下を持ったな」

　直撃の寸前。ミハイのもとへ追いついたムーゼッグの術式兵たちがあらんかぎりの防御術式をミハイの上に展開させたのだ。さらにそこへ例の霊体骸がい骨こつが無数に覆いかぶさり衝撃を吸収する。

　黒龍はそれらのすべてを嚙み潰し、しかしミハイに直撃する間際に消失した。

「き、貴様、手加減したな」

「違う。手加減じゃない。単純な俺のミスだ。黒龍が思いのほか強力だったから、観客たちへの被害を考えて途中で術式を中断した」

　メレアは黒髪を黒い風に揺らしながら眼下を指差す。

　守るように頭を抱えている無数の観客たち。

　彼らの頭上には十数枚にもおよぶ氷の盾──〈氷魔システイ・ルースの双そう盾じゆん〉が展開されていた。

「街中で使う術式じゃなかった。でも次はもっとうまくやる」

　メレアは再度手を天に掲げる。あれだけの大術式を放っておきながら、まだ術素は尽きていないようだった。

「やらせると、思うなよ……！」

　ミハイは息も絶え絶えにメレアをにらみつける。口ではそう言いつつも身体がまったく動かない。

　するとそんなミハイに、メレアがふと訊たずねた。

「そういえばお前も〈魔王〉の末まつ裔えいなんだったな」

　あのネウス＝ガウス公国で相対したときの話。メレアはミハイが〈剣けん王おう〉の末裔だということを知った。

「それがなんだ……！　まさか貴様、僕を救おうだなんて言うんじゃあるまいな……！」

「そんなことは言わない。俺は魔王を救いたいと思っているが、それは個人の意志そのものを無視してまで行うべきものではないと思っている」

　メレアは無条件に救済的であるわけではない。ザラス・ミナイラスとミハイ・ランジェリークは決定的に違う。この男は時代や状況に強要される形で魔王に敵対しているわけではなく、己の意志でムーゼッグの理念に賛同している。

「だからいまさらお前を救いたいだなんて言わない。そもそもお前は俺に救いなんて求めていないだろう」

「そうだ、当たり前だ。僕はすでに殿下に救われている。だから貴様の手なんて取らない」

　ミハイは顔にかろうじて笑みを浮かべて言った。

「貴様らは唾だ棄きすべき過去の遺物だ。そもそも〈英雄〉だとか〈魔王〉だとかいうものが数多く世にはびこってしまったのがすべてのひずみの原因なんだ」

　ミハイは右手に黒剣を召喚し、絞り出した力でそれを構える。

「突出した才能はこんなにいらない。絶対的にすら思えた〈悪徳の魔王〉が滅んだ今は過去の英雄の才能は存在しない方がいい」

　ミハイはよろめきながら立ち上がり、メレアをにらみつけた。

「なら、今まさにお前が使っている力もなくなった方がいいと」

「そうだ、僕は必要とあらばこの力を捨てる」

　ミハイは間髪を容いれずにうなずく。

「だが一度にすべてを消し去るのは現実的に不可能だ。だから次点の案としてばらばらに散らばった力を一カ所に集める。そうして覇者が一人になれば、世界は安定する」

「それがムーゼッグの考えか」

「違う、僕の考えだ」

　ミハイが首を振って一歩前へ歩んだ。

「正直に言えば、僕にもまだ殿下のお考えのすべてはわからない。あの方が最後の最後に何を求めているのかを僕もまだ知らされていない」

「なのにお前はセリアスについていくんだな」

「わかることもある。今わかることだけで、僕は十分殿下に命を懸けられる」

「……大概だよ、お前も。俺を含めてこの時代にはどうにも振り切れているやつが多い」

　言いながらメレアがまた〈黒風〉を呼び出した。

「だからやっぱりお前はここで叩たたき伏せておく必要がある。お前を俺の後ろに通したらなにをしでかすかわからない。──終わりにしよう、ミハイ・ランジェリーク。周りも騒がしくなってきた」

　対するミハイは一歩を踏んだものの二歩目が踏み込めない。身体が悲鳴をあげていた。

「くそっ……」

　しかし、そんな中でまた別に動く者がいた。

「──素晴らしい。これが〈英霊の子〉ですか……！」

　観客の中にいたあの不気味な銀髪の男が、メレアを見て恍こう惚こつとした表情を浮かべていた。





◆◆◆






「あれ、もしかしてメレア、わりに本気ですか？」

　ヴァージリアの西の都市門の方を見上げながら、シャウがやや弾む声音で言った。

「……ええ、すでに〈四門〉を開けています」

「ふむ」

　シャウの声に答えたのは〈暴ぼう帝てい〉マリーザである。

　二人は〈光魔〉ザラス・ミナイラスと、その弟アルター・ミナイラスを連れてちょうどメレアたちのいるヴァージリアの西都市門に向かって走っているところだった。

「こんだけ離れてても嫌というほどあいつの術素の光が見える。尋常じゃねえ光だ。あれが本当にあたしと同じ人間なのか」

　街路を横並びに走りながらザラスが声をあげた。

「誰もが最初はそんな感想を抱くんです」

　シャウはそう言って駆ける速度を速める。

「お。──よう、ちょうどだな」

　すると、シャウたちが走っていた街路の脇わきから見慣れた風体の男が飛びだしてきた。

「あ、もじゃーだ」「もじゃー！」

　その男の肩には同じく見慣れた格好の小さな少女たちが乗っている。

「おや、みなさんおそろいで」

　シャウは彼らの姿を見て、すぐに悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。

「私もぜひサルくんの肩に乗せてもらいたいところです。少し疲れてきたので」

「お前はもう少しまともな冗談言えよ」

〈拳けん帝てい〉サルマーンと〈水すい王おう〉〈氷ひよう王おう〉の双子。アイズの護衛を務めていた彼らが、同じく西門を目指して走っているところでシャウたちに合流した。

「アイズ嬢は？」

「心配すんな。ちゃんといるよ」

　シャウの問いを受けて、サルマーンが後ろを指差す。

　その促しにしたがってシャウが横道を覗のぞき込むと、

「う、うわぁ……、あれも傍はたから見たら結構おそろしい光景ですよね……」

　そこにはこちらに向かって猛然と走ってくる全身鎧よろいの姿があった。

「あれに入っているのが実は美女だなんて言っても誰も信じない気がします」

〈獣じゆう神しん〉シラディス。重厚な鎧を纏まといながらガッチャガッチャと音を鳴らして軽快に街路を走ってくる彼女は、肩に銀眼の少女を乗せていた。

「アイズ嬢も相変わらず肝きもが据わっているようで。私ならあんな余裕な顔であの場所に座ってられませんよ……」

　アイズはいっそ楽しげにすら見える表情でシラディスの肩に乗っている。

「あ、シャウ、くん」

「やあやあ、アイズ嬢。さして長い間離れていたわけではありませんが、なんだか久々な気がしてきますね」

「ふふ、そうだ、ね」

　アイズはシラディスの肩に乗ったままで、ついにシャウたちに追いつく。

「これから、どうするの？」

　と、アイズが続けてシャウに訊ねた。

「そうですね……、ひとまずはこの先にいるであろうジュリアナ嬢たちと合流します」

　シャウはこめかみを指でつつきながら答えた。

「さきほどの北側からの砲撃音も気になります。正直に言えば、あまりヴァージリアに留とどまりたくはありません。私たちはあくまで遠征隊のようなものですから、ここでこれ以上妙な戦闘に巻き込まれるのは避けたい」

「まあ、そうだな。真正面からやり合うにゃ人数も準備も不十分だ」

　サルマーンがため息気味に息を吐いた。

「ここにいるザラス嬢やジュリアナ嬢を救えただけでも十分すぎる成果です。ムーゼッグが妙なことをしでかす前にここは手早く退却するべきでしょう」

「んじゃ、さっさと合流して撤退といこうぜ。ムーゼッグはメレアが引きつけてる。今のうちだ」

「ええ、まずは先を急ぎましょうか」

　そして魔王たちは再び街路を走り出す。北からの砲撃音が次いで彼らの耳を打った。




　やがて彼らはヴァージリアの西門にたどり着き、無事にジュリアナたちと合流した。残るはメレアがムーゼッグを押しのけ、近くに待機しているであろうノエルに乗ってこの街を去るだけである。

　魔王たちは安あん堵どの表情を浮かべてメレアとミハイがやり合っている建物の屋上を見上げた。

　彼らはそこで──

　メレアが激怒している姿を見た。

「──」

　魔王たちは知っている。普段は滅多に怒ることのないメレアだが、主に二つの理由でどうしようもなく激げき昂こうすることがあると。

　一に、仲間に危害を加えられたとき。そして二に──

　たしかこの街に来た最初の頃ころにも二つ目の理由でメレアが怒ったことがあった。魔王たちはこのとき、なんとなくメレアの激怒の理由をそのときの理由と同じ点に見み出いだしていた。

　魔王たちは激怒しているメレアを息を吞のみながら観察し、その視線がとある一点に集中していることに気づく。

　メレアの視線は二軒先の屋根で這はいつくばっているミハイ・ランジェリークには向いていない。

「なんだ──」

　サルマーンが目を細めてメレアの視線の先を眺める。

　そしてそこに異様な雰囲気を放つ二つの影を見つけた。

　一つはおそろしく長い銀髪を垂らした長身瘦そう軀くの男。

　そしてもう一つは──

「……〈風神ヴアン・エスター〉？」

　サルマーンはそこに立っていた薄い輪郭の男を、かの英雄の物語が記された書物の中で見たことがあった。

「バカ言うな、ありえねえだろ」

　サルマーンは二度自分の目元をこすった。しかしいくら目をこすっても視界の奥に映っているかの英雄の姿が消えることはない。

「いや、まさか──」

　やがて、サルマーンは少しの冷静さを取り戻してある可能性に気づく。

「〈死し神しん〉の〈死霊術式ネクロ・フアンタズム〉か？」

　サルマーンは自分が読み漁あさってきた書物の中から、一つの仮説を作り出していた。





◆◆◆






「お前──」

　メレアは身体からだから〈黒風〉をあふれさせながら眼下を凝視していた。

「なんだ、それは」

　二発目の〈聖ベルセウスの黒龍〉を撃とうとしたあとのこと。メレアはあの不気味な男が再度奇妙な術式を展開して、〈風神〉によく似た人ヒト形ガタを呼びだしたのを見た。

「──ケハッ」

　メレアのドスの利いた声を受けて、眼下の銀髪の男は不気味な笑い声をあげる。

「妙な身体に妙な魂。ときたま身体に別存在の〈因子〉を宿している人間はいますが、これほどまでに多数の因子を保持している人間は初めてだ」

　ミハイに〈ネクロア〉と呼ばれたその男は、異様に長い前髪を手で耳に掛けながら言った。

「そしてまたその一つ一つの因子がとても力強いのも興味深い。身体の内で巨星のように輝くさまはまるでかつての英雄の魂のようだ」

　ネクロアはその瞳ひとみを煌こう々こうと輝かせている。

「なにを、言っている」

　メレアはそこでやや苛いら立だった様子を見せた。

「なんとなく見当はついているのでしょう？　ほら、きっとアナタはワタシの隣に立つこの男を見たことがある」

　ある。だからメレアは腹の底に煮えるものを感じている。

「アナタの身体の中にあった〈風神〉の因子から、ワタシがこの世に再び〈風神〉ヴァン・エスターを生み出しました。──アハハ、ワタシはやっと最高の供物に出会った！」

　メレアはこのとき腹の底で煮える怒りの隙すき間まで悪寒を感じていた。

　嚙かみ合わないネクロアとの会話に得も言われぬ異常性を察知する。

「ああ！　もっと！　もっとアナタの身体の中にあるほかの因子に触れたい！　アナタはそれ自体が宝物だ！」

　哄こう笑しようを交えて放たれた言葉に、メレアは端的な嫌悪を抱いた。

「お前はなんだ。魔王か」

「ハハ、申し遅れました」

　そしてついに、高揚した様子のままネクロアがメレアの問いに答えた。

「ワタシの名は〈ネクロア・ベルゼルート〉。そう、アナタの言うとおり〈魔王〉だ。しかしたぶん、アナタ方の言う魔王とは少し趣の違った魔王でもある」

「趣の違った魔王？」

　不気味な男の正体が、露あらわになる。

「ワタシは──〈悪徳の魔王〉と呼ばれた最初の魔王の末まつ裔えいです」

　その日、メレアたちはまた新たな魔王に出会う。

　過去から続いてきた因果が、また一つ、混迷の時代に発芽しようとしていた。




「まあ、ここですべてを言ってしまってはおもしろくない。きっとアナタとワタシはこの先で再び出会う。だから、今日はこのあたりにしましょう」

　ネクロアはそこでちらと視線を動かした。その視線の先にはふらつきながらもなんとか自分の足で立っているミハイの姿がある。

「それに、今はムーゼッグの王子サマの方も気になっていますから」

　言いながら、ネクロアは観衆の中へ一歩退いた。隣に立っていた〈風神〉の幻影もまた、ネクロアに続いて観衆の中へまぎれそうになる。

「待て！」

　メレアはその幻影を追いかけようと一歩踏み出した。

　しかし、

「ッ、ネクロアァァァ!!」

　メレアの動き出しを、唐突なミハイの怒号が遮る。

「貴様ッ、初めから殿下に仇あだ為なす気で!!」

　ミハイは傷だらけになった身体にもお構いなしという体ていで怒号と同時に黒剣を召喚していた。

「アハハッ、アナタの『殿下』はすべてを見越したうえでワタシを使ったように思いますけどね。一応それなりに仕事はしてあげたじゃないですか」

　すると、観衆の中からネクロアの声だけが返ってくる。

「それとこれとは話が別だ!!　貴様が殿下に仇為すと言うなら僕がここでッ！」

　直後、ミハイが頭上に召喚した黒い剣が観衆目がけて飛ひ翔しようする。狙ねらいなど大してつけた様子もない一撃。

「アナタもずいぶんと激情家になりましたね。少し前は大人しい貴族の坊ちゃんという感じだったのに。──まあいいでしょう。せっかくですからそこにいる〈英霊の子〉への餞せん別べつに良いいものを見せてあげます」

　と、今にも黒剣が観衆の群に飛びこもうとしたところで、それはなにかに弾はじかれた。

　甲高い音とともに力なく地面に落ちた黒剣は、まもなく霧散する。

　メレアはその消え方になんとなく見覚えがあった。

「なにが──」

　ミハイはなぜ自分の黒剣が弾かれたのか理解できないとばかりに目を丸くして、それからさらに三本の黒剣を召喚して撃ち放った。メレアがとある確信を抱いたのはそのあとのことだった。

「っ」

　観衆目がけて飛んだ三本の黒剣。それに対し、観衆の群の中から──

　同じく三本の『白剣』が飛んできた。

　造形は同じ。メレアの〈術神の魔眼〉に映った構成術式は黒剣と瓜うり二ふたつ。まるで鏡映しにしたように『反転』されて──

「馬鹿なっ！」

　ミハイの黒剣はその白剣と寸分たがわず刃先から衝突し、またも霧散した。

　メレアは誰よりもその光景を多く見たことがある。

　自分にはミハイの秘術を反転させることなどできないが、『彼』にならそれができてしまうかもしれない。

「──」

〈風神〉の幻影を見たあとのメレアには、もはやその答えしか思い浮かばなかった。

　ミハイの悲鳴じみた声があがった直後、メレアは衝動的に叫ぶ。

「ッ、フランダー!!」

　答えは返ってこない。

　メレアの声は観衆のどよめきの中にまぎれて消えた。

「メレアッ！　全員揃そろったぞ!!」

　と、メレアの耳を今度はエルマの声が打った。その凛りんとした声でハっと我に返ったメレアは、西門前の広場を振り返って仲間たちが揃っている姿を捉とらえる。

「メレア！　北から妙な連中がなだれ込んできてる！　早めにずらかるぞ！」

　続けてサルマーンの声。メレアはその声を受けてとっさに街の北側を見、黒光りした巨大な砲弾が空を飛んでいるのを捉えた。

「ッ！」

　そこでメレアはまた別の方角から殺気を感じて、すぐに視線を移す。

　観衆に紛れていた数人の黒衣の男たちが炎弾の術式を放とうとしているのが見えた。

「まだいたのか！」

　メレアは条件反射のように反転術式を組み上げて躊躇ためらいなく撃つ。

「くそッ!!　結局僕はッ！」

　その間に近場にいたミハイが悪態をついて屋根から飛び降りた。顔には悔しさが滲にじんでいるが、退き時を見極める冷静さはかろうじて保っているようだった。

「逃がすか！」

　メレアは反転術式を放ったあと、すぐに〈土ど神しんの三尾〉を展開してミハイを追撃しようとする。

「メレアくん！　上！」

　だが、次いでやってきたアイズの声で三尾の動きが止まった。

　アイズの声にしたがって斜め上を見上げると、ひときわ巨大なあの黒い砲弾が飛んできていた。

「──ッ！」

　眼下の観衆たちから悲鳴があがる。

　放っておけば彼らは潰つぶれるだろう。

　メレアはその瞬間、

「打て！　〈天てん王おうの剛ごう槌つい〉!!」

　天に掲げた手の先に空気の塊たる巨槌を召喚し、砲弾目がけて振るっていた。

　躊躇いなく眼下の観衆を救いにいったこのときのメレアの選択が、結果的に魔王たちの『名の力』を増幅させることになる。

　最初で最後の大がかりな劇の中で、いくつもの英雄の御み業わざを使って観衆を救った魔王の姿は、芸術都市にやってきていた有力者たちの目に、まさしく動く芸術のごとく映っていた。
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「ノエルッ!!」

　黒い砲弾を〈天てん王おうの剛槌〉で打ち砕き、その破片を〈風神ヴアン・エスターの六ろく翼よく〉で粉々に吹き飛ばしたメレアは、即座に黒こく鱗りんの地竜の名を呼んだ。続けて竜語で声を張り上げ、合図となる竜りゆう鳴めいを送る。

「エルマ！　サルマーン！　ノエルが来たらすぐにみんなを乗せろ!!」

　続けて仲間たちに指示を出しながら、メレアは再び周囲を窺うかがう。

　──逃げ足ばかり速いやつらだ……！

　屋根上の舞台から見下ろした先に、ミハイと黒衣の術師たちの姿はもうなかった。騒ぎを聞きつけて多くの人が集まってきていたのもミハイたちの姿を捉えづらくさせた要因の一つだが、なによりも大きな要因となったのはその眼下の人々が今の砲撃を契機に一斉に動きはじめたことにあった。

『海賊の襲撃だ!!』

　誰かが叫ぶ。

　眼下の観客たちはそこで今の砲撃が演出ではないことを確信した。

「メレアッ！　上を！　第二射です！」

　と、メレアの耳をシャウの声が打った。

　見上げた先に大量の砲弾が迫ってきている。

　──撃つしかない。

　瞬間、メレアは再び閉めかけた〈神門〉を開け、全力で術式を展開した。

「──〈牙が風ふう御み雷かずち〉!!」

　広がった脳内の術式処理領域をフルに使い、広域を焦土と化すような大術式を天に向けて放つ。

　一瞬のうちに装そう塡てんされた白雷が風の六翼と混じり合い、羽ばたきと同時に雷いかずちの風が空に向かって広がっていった。雷風に煽あおられた砲弾の群は、みるみるうちにぼろぼろと崩れていく。

「メレア！　来たぞ！」

　雷風が天に轟とどろいたあとに、今度はサルマーンの声が響いた。声の方を見れば、ちょうどノエルが斜め上空からやってきて仲間たちの近くに着地した姿が見える。

「今行く！」

　メレアは黒い髪をなびかせて屋根上から跳躍する。

　こんな状況でもけろっとして主あるじの帰還を待っているノエルの背に着地点を設定し、風翼で微調整をしながら同じくノエルの背に登ろうとしていた仲間たちの間に身をすべり込ませた。

「ギャ」

　ノエルはメレアの到着を確認したあと、建物の間を抜けてきた砲弾を軽々と尻しつ尾ぽで叩たたき落とし、それから鼻先をヴァージリアの西門へ向ける。

「■■■」

　西門の出入口では手っ取り早く街の外へ避難しようとする観客たちが人だかりを作っていた。

　その状況を見たメレアが、竜語でノエルに指示を出す。

「ギャウ」

　メレアの竜語を受けたノエルは、今度は西門の上の方を見上げた。

「あっ！　ちょっ、まさかここから跳ぶわけじゃ──」

「我慢だ、シャウ。普通に走ったらほかの人間を轢ひいてしまう」

「お金を道の脇わきにバラまいたらうまいことあのへん開きませんかね!?　金に目がくらんでわらわらーっと！」

　シャウのとっさの提案に魔王たちのため息が重なった。

「お前のその清すが々すがしいまでに金の亡者な発想にこんな状況でも感嘆せずにはいられねえよ」

「だって！　跳びたくないんですもん！」

「もん、じゃねえ。いいから我慢しろ」

「嫌だあああ！　世の金を集めきる前に死ぬのは嫌だああああああ！」

　騒ぎはじめたシャウの頭をサルマーンが片手で押さえつける。

「よし、いいぞ、メレア」

「わかった」

「ここぞとばかりに扱いが雑ですねっ!?」

「急いでんだよバカ」

「ああっ！　もういいですっ!!　落ちたらちゃんと拾ってくださいよ!?」

「任せろ」

　メレアがうなずいた直後。

　芸術都市に地鳴りのような音が響いた。

　それは黒鱗の地竜がその圧倒的な身体能力の代名詞とも言える大跳躍のために、足を踏ん張ったがゆえの地鳴りであった。

　そして──

「──」

　竜が空を跳ぶ。

　いつの間にか空に昇っていた黄金色の月が、そのきらびやかな光で黒曜の鱗を照らしていた。
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　──とても、空が近いです。

〈魅み魔ま〉ジュリアナ・ヴェ・ローナは、そのとき鳥かごから解き放たれたような感覚を得ていた。

　一瞬のうちに空へと舞いあがった地竜の背の上で、自分を救ってくれた一人の〈魔王〉に身体からだを支えられながら、彼女は胸中に思う。

　──あのときよりも、ずっと高い。

　芸術都市の一角で、人だかりを越えられず困っていたとき。

　あのときも彼は自分を高いところまで連れて行ってくれた。

　けれど、ここはあのときよりもずっと高い。

「降下するぞ！」

　と、不意に力強い声が響く。

　今自分の身体を支えてくれている〈魔王〉──メレアが以前とは打って変わった黒髪を風になびかせながら注意を喚起していた。

　ジュリアナは自分の身体をがっちりとつかんでくれているその腕にむしろ優しさを感じながら、身を強こわ張ばらせる。

「■■、■■！」

　続けて聞き慣れない言語が耳を打ち、その直後に足元の地竜がその鋭角な翼をあらんかぎりに広げたのを見た。

「■■■──うまく着地しろよ、ノエル」

「ギャ」

　ふと、視界の端に映った芸術都市の街並みはとてもきれいだった。

　赤い炎と得体の知れない火花が、街の北側を中心にちかちかと閃ひらめいている。

　それが芸術ボケしたこの街に突如として降りかかった災厄の光であることをわかっていながら、栄華と破滅の入り混じるその夜景に美しさを見み出いださずにはいられなかった。

「よし、良いい子だ」

　やがて、夜景は見えなくなる。

　気づいたときには思いのほか静かな着地音とともに、竜が地に降り立っていた。

　メレアが自分を支えている手とは逆の手で、地竜の首筋をいつくしむように撫なでる。

「やたらと跳ぶのがへたくそだったあの子竜が、ずいぶんそれらしい跳躍をするようになったじゃねえか」

　すぐ隣で、精せい悍かんな顔つきをした砂色髪の青年が肩をすくめていた。

「私、生きてます？　……あれ？　私生きてますっ!?」

　続けて後ろから上ずった声が聞こえてくる。

「ああ、生きてるよ。よかったな、これでまた金が稼げるじゃねえか」

　砂色髪の青年が後ろをちらりと振り返りながらため息をついた。

　その視線の先では金髪の青年が両腕を広げて天を仰いでいる。

「いっそ死ねばよかったのに」

　すると、今度は澄んだ女の声が来た。

「あっ!!　今どこかからメイドという概念を根本的にはき違えている奇天烈きてれつな女の声がっ!!」

「いっそ、死ねば、よかったのに」

「ああっ!!　訂正するどころかむしろ力強くなってますね!!　でも今はその悪言も不思議と愛いとおしい！」

「気持ち悪い」

　声の主はこんな状態でもぴしりとした姿勢を崩さないメイド服の女である。

　その切れ長の目は冷然とした様相をたたえて金髪の男に向けられていた。

「今回はいつにもましてどうかしてしまっているようですね」

「ははは！　今なら私、あなたになにを言われても心折れないと思いますよ！」

「本当に、気持ち悪い」

「あっ、シンプルな方がかえってキツいみたいです！」

「ダメじゃねえか」と砂色髪の青年の声があがって、ようやくそこで景色が動きはじめた。

「ひとまずここから離れよう」

　メレアが立ちあがり、みなの視線を集めてから言った。

　いつの間にか髪がいつもの雪白色に戻っている。

「ああ、このままここにいてもロクなことがなさそうだからな。それでいいだろ」

「うん。ノエルの足なら隣町まですぐに着く。これからの話はそこでしよう」

　メレアの口調や雰囲気も、柔らかなものに戻っていた。

「ジュリアナ」

　すると、そのメレアが無邪気さを含んだ笑みでジュリアナの方を振り返る。

「これからまた少し旅路が続くけど、大丈夫？」

「ええ、もちろん」

　ジュリアナはメレアの問いに即答した。

「私もあなた方と共に行くと決めています。──それに、前にも言ったかもしれませんが、これでも結構鍛えているんです。これくらい、なんてことはありません」

「はは、頼もしいよ」

　メレアは笑って、ついにジュリアナの身体から手を離した。ジュリアナはそれを内心で少し残念がったが、続けてメレアが同じく今回の出来事で助けた〈光こう魔ま〉ザラス・ミナイラスと、その弟アルター・ミナイラスに声を掛けたのを見て、すぐに気持ちを切り替えた。

　このメレアという男が、ここにいるすべての魔王たちにとって、等しく親愛の対象であるのだということを改めて認識する。

　やがて、芸術都市からいくばくか離れたところで、小さな林道に入った。

　夜の林道は隙すき間まからこぼれてくる月光に照らされて、幻想的な雰囲気を醸していた。

　その林道の中ほどで、ジュリアナは彼──

　否、『彼女』と再会する。

「あ──」

　ジュリアナの宝石のような水色の目は、林道の中にあったひときわ巨大な樹きの上に道化師のような派手な衣装に身を包んだ麗女が立っている姿を捉とらえた。

「──」

　彼女はまだ言葉を発さない。

　自分を乗せた地竜は猛然とした速度で道を駆ける。

　考えている暇はほとんどない。

「っ、シーザー！」

　ジュリアナは先に声をあげていた。

　あの野外劇のドタバタの中で見失った稀き代たいの演者。

　もしかしたらこのまま彼女と会えなくなってしまうかもしれないと思っていたジュリアナは、シーザーとの再会に歓喜した。

「シーザー！　一緒に！」

　彼女にもいろいろな事情があることは知っていた。

　それでもここまで来たら、一緒に行きたい。

　お礼も言いたいし、ほかにもたくさん積もる話がある。

　ジュリアナは素直な気持ちを口に出していた。

「……」

　隣に立っていたメレアも、シーザーの姿には気づいていたようだった。

　しかし視界の端で捉えたメレアの顔には、自分とは違って笑みはなかった。

　そして──

「シーザー！　手を！」

　地竜が速度を緩めたのがわかった。

　メレアが小さくなにかを喋しやべっていたから、そういう指示を地竜に出してくれていたのだろう。

　ジュリアナはできるかぎりシーザーの方に身を寄せて、手を伸ばした。

　その動きのあと、シーザーの方もおもむろに手を伸ばしたのが見えた。

　──よかった。

　やっぱりシーザーもついてきてくれる。

　そう、思った。

　だけど、




「ごめんね、ジュリアナ。ボクは一緒には行けないんだ」




　ジュリアナの手に触れたのは、シーザーが手に持っていた一通の『手紙』だけだった。

　ジュリアナの手が、シーザーの手の温ぬくもりを感じることはなかった。

「っ──」

　すれ違う。

　自分の目と鼻の先で、シーザーが申し訳なさそうな笑みを浮かべていた。

「さよなら。もしまた会うことがあれば、どこかで」

　彼女の声が、小さく耳を打った。

　地竜は止まらない。

　樹上の道化師の姿が小さくなっていく。

　どうしてメレアが悲しげな顔をしていたのかが、ようやくわかった。




「メレア……さん」

「ごめんね、ジュリアナ。……シーザーに、頼まれたんだ」

　メレアが申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを下げた。

「シーザーには、まだサイサリスの中でやることがある。だから、一緒には行けない。──ここで引き返すことはできない」

「どう、して……」

「わからない。俺も、どうしてあのシーザーがサイサリスなんかの中に留とどまり続けるのか、くわしいことは知らない」

　メレアはふと、視線をジュリアナからほかに移した。

　その視線の先には、あの金髪の男がいた。

「シャウは、そのあたりの事情に通じてるようだけど」

　メレアがシャウに言う。

「……まあ、どうしてもというのなら、多少の情報提供は考慮しますが、私は私でシーザーと取引をしていますからね」

　シャウはさきほどまでのあたふたとした様相から一転して、真ま面じ目めな顔で返した。

「ひとまず、ジュリアナ嬢の手元にあるシーザーからの手紙に目を通してみてはどうです？」

　と、シャウがジュリアナの手元を指差して言う。

　ジュリアナの手にはシーザーの手の代わりにしっかりとつかまれた一通の封筒があった。

　どこかで見たことのあるような絢けん爛らんな模様の封ふう蠟ろうがその口を塞ふさいでいる。

「そう、ですね……」

　ジュリアナは沈痛な思いを必死で横に押しやりながら、その蠟を剝はがす。

　その手紙の中に、なにが書かれているのか。

　知りたいようで、知りたくなかった。
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『ジュリアナへ』




　人に手紙を書くなんてずいぶん久々なことだから、拙つたない部分もあるかもしれない。でもボクが今キミに言えることは、書けるだけ書く。

　ボクはボクで、この芸術都市ヴァージリアでの生活中、キミに支えてもらっていた気がする。

　だからそれを考慮したうえで、特別に秘密を教えてあげよう。この手紙に書かれている以上のことを知りたいなら、キミ自身の力で情報を集めるといい。近くにボクのことをよく知っている人間がいるから。

　でもその人間は金の亡者と呼ばれるような人物で、ボク以上のひねくれ者だから情報を得るのには苦労するかもしれないけどね。




　キミはもう知っていると思うけど、ボクは根っからのサイサリスの信者ではない。

　もっと強めに言ってしまえば、新派サイサリスの思想には反対する立場だ。……こういう言い方をすると賢いキミなら勘付くかもしれないけれど、ボクはもともと旧派サイサリスの信徒だった。

　ボクの母国は旧制サイサリス教国の同盟国。

　今もサイサリス教国の隣に残っている。







　ボクはそこの国の──ちょっとした重鎮の家の生まれ。

　ちなみにサイサリス教国はとある英雄が作った国だ。〈英雄〉と〈魔王〉という二つの言葉が複雑に入り混じりはじめた、あの〈転換期〉の英雄の一人。その英雄があの転換期のあとすぐに、今の時代の到来を予感してサイサリス教国を作った。

　そしてボクの国もサイサリス教国の成立に関わっている。その運営にも携わっていた。──途中までは。




　サイサリス教国が今のように『新派』とまで呼ばれてしまうような変異を遂げたころ、ボクの国はサイサリス教国と縁を切った。教皇の行う国家運営が独善的なものに変容していったからだ。

　当初の理念は形けい骸がい化し、同盟という形で国家運営を協同していたほかの都市国家たちも教皇の権力のもとに排斥されていった。

　たぶん、〈サイサリス教〉という土台を盗用したのがそもそもの失敗だったんだと思う。




　ボクの父は、最初、暴走をはじめた教皇を諭そうとした。

　だけど、まったく聞き入れられなかったから、あの国を諦あきらめた。

　でもボク自身はまだ諦め切れないでいる。

　サイサリスには──ボクの友達がいるんだ。

　サイサリスはこのまま進み続けると、いつか破滅するだろう。

　彼女を助けるためには、サイサリスの身の丈に合っていない強大化を止めなければならない。

　サイサリスとムーゼッグは違う。

　サイサリスもムーゼッグと同じくすさまじい勢いで大きくなっているけど、その強大化はムーゼッグのような長い積み重ねの上にあるものではない。

　ムーゼッグは長い間、今の隆盛のために準備をしていた。〈セリアス・ブラッド・ムーゼッグ〉という待望された天才の誕生によってそれが爆発したわけだけど、その爆発を支えるだけの土台がきちんとある。

　対してサイサリスは、そこまでの準備があったわけじゃない。

　ある特異な手法によって半ば強制的に肥大化しているだけだ。

　キミもその一端を知っている。──教化だ。サイサリスの教皇が『そういうたぐいの力』を持っている。

　だからサイサリスの暴走を止めるためには教皇を止めなければならない。

　ボクにはその責任があるんだ。

　だから、ボクはまだサイサリスに残る。

　サイサリスは派手に動いているから、またどこかで出会ってしまうかもしれない。それにキミは今回の出来事でなにやら派手な集団の仲間入りをしたようだから、余計にね。

　でも、できればキミには戦乱の渦中にはやってきてほしくない。

　ボクの予想ではこれから〈ムーゼッグ王国〉と〈サイサリス教国〉がぶつかる。

　ヴァージリアでもすれ違ったけれど、今回は運がよかっただけだ。

　ムーゼッグはヴァージリアを中間拠点として、南大陸へ進軍するつもりだろう。

　狙いは東大陸ではない。その先にある南大陸だ。

　南大陸の一大勢力になっているサイサリス教国を叩たたいて、東大陸の北と南に大拠点を築いてから〈レミューゼ〉と〈三ツ国〉を筆頭とする東大陸の反抗勢力を挟み潰つぶすつもりなんだと思う。

　……やっぱりなんだか余計なことを言ってしまっている気がする。

　書面だとつい筆が滑ってしまうね。ともかく、キミも気をつけることだ。




　メレアと金の亡者によろしく言っておいてくれ。──世話になった、と。

　あ、なんならこの手紙を直接渡してしまってもいいよ。彼らにも関係のある話だからね。……まあ、どうせ金の亡者あたりが遅かれ早かれ同じ情報を探し出すだろうから、隠しておく意味もあまりない。




　じゃあ、またどこかで。

　平和な地で会えることを祈っている。





『あなたの道化師より』







◆◆◆






「もっと、ロマンチックな手紙かと思いましたよ。なんですか、この殺伐とした内容の手紙は。芸術都市に入り浸った道化師のくせに、詰めが甘いですね、シーザー」

　ジュリアナは手紙を最後まで読んで、目に涙を浮かべながら苦笑していた。

　手紙を書いた者に対する慈しみとも皮肉とも取れる不思議な笑み。

「はあ、なんだか力が抜けてしまいました」

「大丈夫？」

　手紙を折りたたんだジュリアナの隣から、メレアが顔を出して言った。

「ええ。大丈夫です。どんな衝撃的な内容が書かれているのかと身構えていたのですが、意外とこう、事務的な感じで。拍子抜けして、逆に力が抜けてしまっただけです」

「へえ？」

　メレアは興味深そうに目を丸くして、小さく首をかしげる。

「それ、俺が読んでも大丈夫？」

「はい、むしろシーザーもそれを望んでいるような気がします」

　ジュリアナは目元の涙を袖そでで拭ぬぐってから、わざとらしく肩をすくめてメレアに手紙を渡した。




「なるほど、別れの手紙としてはひどいもんだ」

　ノエルの背に揺られて数分。

　揺れる竜の背上で器用に立ったまま手紙を読んだメレアは、ジュリアナと同じように笑った。

「〈魔王連合メア＝ネサイア〉としてはとても貴重な内容だけど」

「シーザーはああ見えて意外と仕事中毒なところがありましたからね。最後の最後でその悪癖が出たんでしょう。押さえるところは押さえるという長所がかえって悪い方向に」

　ジュリアナは小さくため息をついて額を押さえた。どことなく表情は明るい。

「でも、ところどころ意味深な言い回しがあるね。教皇との関係とか、友達とか。──シャウ」

　すると、メレアが後ろを振り向いてシャウの名を呼んだ。視線の先には、「ちょっと待ってください。エルマ嬢じゃないですけど、私も竜酔いしてきました」と蒼あおい顔でつぶやくシャウの姿がある。

「シャウ、シーザーについてタダで教えられることってある？」

「タダ……？　私が……タダで？　そんなものな──」

　シャウはそこでいったんえずいて、眉まゆ根ねを寄せながら再び口を開いた。

「……ない、と言いたいところですが、今回はジュリアナ嬢に借りがあるので、少しだけ補足しましょう。でもこれ、タダじゃないですからね？　借りに対するお返しですから、タダじゃないです。タダで取引したとか、末代までの恥ですからね！」

　シャウは蒼い顔で言いながら、メレアとジュリアナのいるノエルの首元まで姿勢を低くしたまま歩いてきて、メレアからシーザーの手紙を受け取った。

　両りよう膝ひざをついて、ノエルから振り落とされない姿勢を維持しつつ、しぶしぶ手紙を読みはじめる。

「えーと」

　シャウは手紙を読んで十数秒もしないうちに口を開いた。

「まず、シーザーが旧制サイサリス教国の同盟国の生まれだというのは本当です。で、『ちょっとした重鎮』とか言ってますが、シーザーはその都市国家の王族です」

「え？」

「ぶっちゃけ、王女です」

　シャウはけろっとして言った。さすがのメレアもその言葉に啞あ然ぜんとする。

「王女？　王子じゃなくて？」

「あー、そっちですか。……そうですね、メレアだとそこから説明しないといけないですね。あなたこういうところ察し悪いですもんね。朴念仁ですからね」

「なんかよくわからないけどすごくバカにされてることだけはわかった」

「よくできました」

　シャウがビっとメレアを指差して続けた。

「まあ、ほかにもシーザーのことをいまだに男だと思ってる者がこの中にはいると思いますが、シーザーは正真正銘女です」

　後ろの方から、「なに？　あいつ女だったのか？　気づかなかった……」というエルマの声と、「俺は何度か会ってから気づいたよ」というサルマーンの声が聞こえた。

「なので、王女です。──ただし、どこの国の王女だかは言いません。サイサリスの隣国は起伏のある周辺地形の影響で、五つもありますから、どこの国の王女だかはまだわからないでしょう」

「そうですね」

　シャウの言葉にうなずいたのは、メレアではなくジュリアナだった。

「昔は六つでしたが、かの〈ウィンザー商国〉は滅亡してしまったので、たしかに今は五つですね」

「──よく御存じで」

　シャウは微笑を浮かべたままジュリアナの知識を讃たたえる。

「ともかく、その五国のどこかがシーザーの母国です。まあ、ここに書いてある情報と現状を照らし合わせればさほど難しい問題ではありません。シーザーも別にバレても構わないというつもりで書いたのでしょう。あるいは──誰かに知っておいてほしかったか」

　シャウは手紙を再び折りたたんで、ジュリアナに返した。

「と、まあひとまず今日はこのへんで勘弁してもらっていいですか？　──今にも吐きそうなのでっ！」

　シャウはグっと親指を立ててノエルの背に突っ伏す。

「あー……しかしシーザーから得られた情報は私たち〈魔王連合〉的にかなり重要なので、さっさとレミューゼに帰って見分しなければなりませんね。〈魔王の知識メアーネ＝ラズラス〉筆頭のリリウム嬢にもまた頑張ってもらわなければなりません。でも今はとにかくここから降りたい。早く城に帰りたい」

「はは、そうだね。まずはレミューゼに戻ろう。星樹城でみんなが待ってる」

「どっちかっていうともう魔王城ですけどね」

「ホント響きがよくないよな……」

「わかりやすいですけどね」

　そうしていったん会話が中断した。

「あ」

　すると不意に、ジュリアナが空を見上げてなにかを見つける。

「あれ、〈有翼獅子グリフオン〉ですか？」

　ジュリアナは水色の髪をなびかせながら、天上目がけて指を差した。

「──そうらしいな」

　メレアが見上げた先。夜でも形のわかる厚みのある雲の隙すき間まから、翼の生えた獅し子しが姿を現していた。

　その獅子は天空から高度を落としてノエルに近づいてくる。飛ひ翔しよう速度もかなりのもので、地竜の疾走に勝るとも劣らない速度だ。

「ギャ」

　と、ノエルが首をもたげて竜眼をグリフォンへと向ける。

　直後、

「ンギャ！」

　ノエルが突如として跳んだ。

　まるで並走するグリフォンに負けたくないとでも言わんばかりの、挑戦的な跳躍だった。

「うおっ」

　またシャウの悲鳴があがり、ノエルの身体からだがみるみるうちに空へ迫る。

　グリフォンが高度を下げてきたこともあって、次の瞬間には竜と獅子の身体が急速に接近した。

「──」

　もう少しで激突するかというところで、グリフォンが驚いたように翼をばたつかせて高度を上げる。

　ノエルの身体が引き連れてきた暴風でその姿勢が乱れた。

「あ──」

　そのとき、グリフォンの背から人影が覗のぞいた。

　手が届くような距離ではなかったが、その人影を見たジュリアナは再度手を伸ばしかける。

「──いえ、あなたにもやるべきことがあるのですね。なら、今はいったん、お別れです」

　しかしジュリアナは結局その手を伸ばさなかった。伸ばしかけた手をもう一方の手で押さえて、笑みと共に言う。

　ノエルの跳躍の余波に煽あおられたグリフォンは、逃げるように高度を上げて雲間に消えていった。

「メレアさん」

　ノエルの跳躍が頂点へと到達し、今度は降下をはじめる。

　その間際にジュリアナがメレアに向かって言った。

「私、また一つやりたいことが増えました」

「うん」

「だから、それを達成するために、あなたのもとで頑張ります」

「そっか」

「なので、改めて、これからよろしくお願いしますね」

「こちらこそ、よろしく頼むよ」

　竜の身体が地に舞い降りる最中に、二人の笑みが交差した。




　そうして〈魔王連合〉は新たに二人の魔王とその弟を引きつれてかの白国レミューゼへ帰還する。

　メレアたちがハーシムから『新たな動乱』についての話を聞いたのは、帰還して間もなくのことだった。

　魔王たちはまだ平穏を手に入れてはいない。

　それが本当に手に入るものなのかもわからない。

　けれど彼らは前に進み続ける。




　行き着く先が望んだ未来であることを、誰もが必死に信じていた。

　戦乱の時代は、まだはじまったばかりだった。

















あとがき









　本作を手に取っていただきありがとうございます。著者の葵あおい大和やまとと申します。

『百魔の主』、五巻目です。今回は今までになくわたしの趣味が全開になった気がする巻でした。──歌劇！　芸術！　なんか怪しげな街！　なんだかメレアたちとは関係ないところで別の壮大な物語がはじまっていそうな雰囲気のヴァージリアでしたが、ひとまず今回のところはここまで。四巻に出てきた少年紳士たちが野外舞台を見られたことを祈りながら、物語は次のステージへ移ります。

　と、今回も真面目ノルマをきっちりかっちり達成したので、例によって話を唐突に変えますが、わたしは昔から──（中略されました）──ハハハ、どうです、今の話おもしろいでしょう？　いやぁ、ホント──（中略されました）──だと思います。

　……ふう。さて、ずっと懐で温めていた傑作笑い話を披露したところで今回も最後に謝辞を。

　お忙しい中、いつも的確にわたしの書きたいものをすくい上げてくれる担当編集様。わたしが漠然と想像した世界を一段も二段も昇華させて形にしてくださったまろ様。本当にありがとうございました。そして読者の皆様。本作を手に取っていただいてありがとうございます。今回はページ数の関係で多くを語ることはできませんが、五度目のお礼を申し上げることができてわたし自身とても幸せに思います。皆様の応援に感謝しつつ、これにて今回のあとがきの締めとさせて頂きます。





平成二十八年　五月　陽光うららかな初夏の真昼に　　　　葵　大和　
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